
    
      



    

  


















    
      ＭＦ文庫Ｊ

桜乃きらほの魔法医カルテ

月見草平
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Karte A-00

Cost of First Consultation

（初診のお値段）



Karte A-01

Sick Call

（きらほの往診）



■

Good Prognosis!

（エピローグ）



    

  
    
      



    

  
    
      
　１　フェアリー・テール





　ビヨビヨヨ―――――――――ン。

「はいっ？」

　その朝、桜さくら乃のきらほが体の異常に気づいたのは、母親の声で布団の中から抜け出して、オレンジ色のパジャマのズボンを下ろしかけた時のことである。

　皮膚が擦こすれるような感触と一緒に、ビヨビヨヨ―――――――――ン、と。なにか弾力性のあるものが飛び出したような振動が、お尻しりに伝わってきたのだ。

　パジャマを持つ手が止まる。

　なに、今の？

　未体験の感覚。ズボンの中で縮まっていたバネが解放されて飛び出した――、そんな感じだった。寝起きでボーっとしていた頭が一気に冴さえ渡る。

（なにかある……。お尻に何かついている）

　場所はお尻と腰の間辺りだろう。そこになにやら異物感がある。それも、その異物はきらほの体と直接繋つながっているようなのだ。

　きらほは下着一枚になると、問題の場所に手を運んだ。

　フサフサフサ。

　奇妙な感触がして、こそばゆい刺激が体中に走る。

「はいはいっ？」

　そのフサフサとした異物は棒状で、ちょうど麺めん棒ぼうぐらいの太さだった。といってもフニフニとして柔軟性は高そうではある。

　握ってみた。

　………………。

　間違いなく体の一部が握られた感覚。

　おそるおそる、きらほは上半身を捻ひねらせて自分のお尻を見た。

　お気に入りのクマの綿パンから、なにか生えていた。

　小麦色の毛に覆われて、細長くて、フサフサとしていて……。

「ここここここここ、こ、これって……」

　しっぽ。

　どう見てもしっぽ。

　サッと前を向くと、きらほは大きな黒い目を手で擦った。お約束というやつだ。

　それから、もう一度ソロソロと振り返る。

　やはりある。お尻から尾が生えている。

（夢……だよね？）

　しっぽを力いっぱい引っ張った。

　メチャクチャ痛かった。耳を思いきり引っ張られた時のような痛みに、ホロリと涙が出た。どうやら夢ではないようだ。



　――朝起きたら、しっぽが生えていた。



「んな、あほな！」

　動揺のあまり関西弁になった。

　なにしろしっぽである。大昔に退化した器官であることは、生物の成績が「２」のきらほでも知っていた。なんでそんなものが二十一世紀を迎えた人類に生えてきたのか。

「んな、あほな！」

　語尾にビブラートをかけて、同じ台詞せりふを繰り返した。

　テレビや雑誌に角やしっぽが生えた人が出てくることは時々ある。といっても、それらの多くは骨や肌が隆起したようなものばかりだ。ところがきらほに生えたやつときたらフサフサして柔らかくて、これぞしっぽといった具合である。

「なんでっ？　いつのまにっ？」

　昨晩、お風ふ呂ろに入った時は絶対になかった。ということは、たった一晩であんな長いものが生えてきたことになる。類人猿と人類の間の化石が残っていないのと同じくらい、なんとも不思議なミッシングリンク。もっともきらほの場合は尾が生えてきたというのだから、進化というより退化のような気もするが。



    

  
    
      



    

  
    
      　ＷＨＯも把握していない未知の病気か？　いや、病気なのかどうかすら怪しい。

（もももももしかして！　宇宙人の仕業？）

　キャットなんとかという言葉が、きらほの脳裏に浮かんだ。寝てる間に母船につれ帰って解剖実験するやつである。

　ハッとしたように、きらほはキョロキョロと部屋の中を見渡した。

　夜のうちにしっぽを移植して、今はどこからか行動を観察しているのだ。それにどんな意味があるかは不明だが、相手は宇宙人。地球人には計り知れない深遠な意味があるのかもしれない。地球人の行動学やらなんやらかんやら、そんなところだ。

「どどどどど、どうする――――――!?」

　きらほが頭を抱えて呟つぶやいた瞬間、

「きらほ。いい加減に起きてね～」

　一階から母のシズホの声がした。

　まずい状況だ。これ以上悩んでいたら、そのうち母が二階に上がってくる。気の弱いシズホのことだ。しっぽを見たら泡を吹いて卒倒するか、さもなきゃ錯乱して窓から飛び降りるかもしれない。

「イエッサ―――。今すぐ下りるであります！」

　きらほは妙なテンションで答えた。

　未知の病気か宇宙人の解剖だか分からないが、とりあえず今は見せまい。急に前触れもなく生えてきたのだ。同じように急に消えてしまうことだってあるかもしれない。しばらく観察して、どうしようもなくなってからでも遅くはないだろう……たぶん。

　きらほは壁にかけてある制服を取った。ブラウスを着て、スカートを手にしたところで固まる。

　さて、どうやって穿はいたものか。このまましっぽを隠すようにスカートを穿こうとすると、つっかえ棒のようになって妙な感じに膨らみそうだ。

　お尻しりと腰の辺りの筋肉に意識を集中させてしっぽを動かそうとした。

　動く。このしっぽ、ある程度はきらほが思ったように動かせるようである。

　テンションのあったしっぽを垂れさせると、その上からスカートを穿いた。後はブラウスの裾すそを間に挟んでブレザーで隠してやれば、外から見た感じほとんど分からなくなった。

　黒い鞄かばんを持って階段を下りると、白い三さん角かく巾きんに白いかっぽう着とクラシックな格好のシズホが、向日葵ひまわり柄のお弁当包みを持って待ち構えていた。

「いつもより五分遅刻よ。朝御飯は？」

「パンとジュースだけ」

　きらほはお弁当を受け取るとキッチンに行き、食卓の上のお皿からパンを半枚とウインナーをつまんだ。それを無塩のトマトジュースで流しこむと、そのまま洗面台に向かう。

「ちょっときらほ、あなた大丈夫？　どこか調子が悪いんじゃないの？」

　突然、背後から言われ、きらほはうがいの水を思わずゴックンって飲みこんでしまった。

　おずおずとお尻しりに手を回してからホッとする。スカートが膨らんだり、おかしくなってはいなかった。

「そんなことないよ、なんで？　顔色が悪かったりする？」

　冷や汗を流しながら「アハハハ……」、と、奇妙な笑みを浮かべて振り返る。

　シズホはきらほのブラウスの襟えりを直しながら、顔をジーっと見つめた。

「う――ん。顔色が悪いってわけじゃあないのだけど、なんとなく感じるのよね。今朝のキラちゃんちょっと変だって。なんというか、母の勘？」

　きらほはギクリとした。いつも惚とぼけてるくせに、時々妙に鋭い。

「ううん、大丈夫だから。じゃあ、行ってきます」

　逃げるようにして玄関に向かう。

　靴を履いていると、シズホが横にしゃがんだ。

「ねえきらほ……。あんなことがあったから言うわけじゃないんだけど。もし何か困ったことがあったら相談してね。私でもパパでも、琢たく己みでもいいんだから」

　ズドンッ、と四十四口径の鉄砲で撃たれて、胸にドデカイ風穴を開けられたような気持ちにきらほはなった。それを笑顔の下に隠しながら母の方を向く。

「どうしたのママ。今日ちょっとおかしいよ。私ならぜんぜん、ほら大丈夫だから」

　わざとらしく腕に力こぶをつくってみせる。

　シズホはそんなきらほをしばらく見ていると、コツンと自分の頭を小突いた。

「そうね。ママ、ちょっと今朝変かもしれないわ。更年期障害なのかな」

「じゃあ行ってきます」

（ママ、ごめんね）

　ちょっぴり自己嫌悪の気持ちになりながらママとハイタッチすると、きらほは自宅の玄関を飛び出した――。



　桜さくら乃のきらほ、十六歳。新宿の私立高校に通う、花も恥じらう女子高生。

　地毛の茶色がかったショートボブ、長い睫まつ毛げに縁取られた黒くて大きな目。鼻がちょっぴり団子なのはお愛あい嬌きようだ。

　身長体重ともに平均的。肉づきは控えめ。でも足だけはかもしかのようにスラっとしていて形がいい。それもそのはずで、中学校から陸上部に所属している。

　家は東京都中野区の住宅街の小さな一戸建て。家族は三人。会計士の父と主婦の母、生意気盛りの弟が一人。

　まあつまるところ、桜乃きらほは大体平均的な女子高生であった。

　そう昨日までは……。

「ウウウ、なんで、こんなことに――――」

　ロッカーに囲まれた細長い部屋の片隅。埃ほこりのかぶった大きな一面鏡の前で涙ぐみながら、きらほはぼやいた。

「新宿六花学院」女子陸上部部室。登校したきらほは教室には行かず、直接ここに向かった。部室に大きなフォーム確認用の鏡があるのを思い出したのだ。

　本日木曜日は陸上部の朝練はない。一限目までに、もう一度、お尻しりに生えたアレをよく観察してやろうと考えた。

　一面鏡からホコリよけのビニールを剥はぎ取ると、スカートのホックをはずした。

　ビヨヨヨヨ―――――ン。

　チャックをずらした瞬間、かかっていた荷重がなくなってしっぽが大きく跳ねた。

　スカートをすっかり下ろして、下半身は下着一枚とロングソックスだけの姿になると、きらほは鏡に背中を向けて振りかえった。

「う――――――――む」

　何度見てもぶっちゃけありえなーい、である。

　しっぽの長さは約五十センチ。お猿のような毛のないしっぽではなく、全体が小麦色のフサフサとした毛で覆われた猫の尾に近い。太さは大体親指二本分くらいだ。

　家でできたように、意識を集中すれば自由に動かすことも可能。保健で習った「随ずい意い筋きん」が、尾の中に走っているようだ。

　きらほがしっぽに意識を集中すると、ぎこちなくしっぽの先っぽがクルクルと円を描いた。自分の体のことながらクルクルな感じがなんとも可愛かわいくて癖くせになりそうである。

　気が済むまで回すと、きらほは次にしっぽの付け根に注目した。

　一体どうなっているのか。もし本当に宇宙人の仕業なら、それなりの手術の跡みたいなものがあるんじゃないだろうか。

　ブラウスの丈をちょこっと持ち上げながら、しっぽの付け根を鏡に近づける。

「ううううううう――――――んん」

　またしてもきらほは唸うなってしまう。

　しっぽは恥ち骨こつと腰の間の微妙な位置から生えているのだが、生え際に向かって腰の肌色から追いかけていくと……、肌色肌色肌色……突然フサフサ、な感じなのだ。またしても中間がない。

　ブラウスを上げて、さらに毛を掻かいてギリギリの付け根を見ようとする。

　グロかったらどうしようと思ったが、そうでもない。ごく自然に、肌色から毛穴のある桃色の肌に連続的に変わっていた。しっぽを肌に縫いつけたような跡はまったくなくて、元からそこに生えていたかのようである。

　宇宙人のテクノロジーは想像もつかないが、もしこれが移植によるものならとんでもない技術だ。早いところ地球を侵略して全人類にしっぽを生やしてほしい、ときらほは本気で思った。

　いや、宇宙人かどうかはとりあえず置いておこう。

「これが病気だっていうこと、あるかなあ」

　しっぽで「？」マークを作ろうとしながら、きらほは独りごちる。

　だんだんと生えてくるのならともかく、一晩にしてである。秀吉の墨すの俣また一夜城もかくありなん。病気だとしても宇宙人とどっこいどっこいのアンビリーバブルではないだろうか。

「うううう―――――――んん」

　きらほはショートボブの髪の毛を掻かきむしった。

　できればこんなもの人には見せたくない。服で隠れた場所にデキモノができた時も、誰だれにも言わずにこっそり治るのを待つものだ。

　とはいえ、しっぽとデキモノとでは根本的に違う。まず大きさが違いすぎる。年中スカートやジャージを穿はいていれば何とかなるかもしれないが、部活中は短パン姿だし、着替える時はみんなもいる。

　たとえ部活を辞めたとしても、来月からは水泳の授業が始まる。臨海合宿や修学旅行でクラスメイトとお風ふ呂ろを一緒にすることだってある。

　つまり、どうやったっていつまでも隠しおおせるなんてことはないのだ。

　しかし、である。

　こんなしっぽを誰かに見せるのは、きらほはどうもヤバイ予感がした。

　正直怖い。

　世間に公表されて、テレビデビューなんてことになって、しっぽの生えた女子高生としてお茶の間のアイドルになるぐらいならいいが、漫画や映画ではこんな時、どこかの研究施設に監禁されて科学者たちの実験体になるのがお約束だ。

「ど―――――――――しよう」

　きらほは頭を抱えた。

　隠せない、人には見せられないで八方塞ふさがり。コペルニクスかコロンブスでも呼んでこない限り、この状況を打開するようなアイディアは出てきそうにない気がする。

　鏡に映ったしっぽをぶらんぶらんさせながら、時間だけが徒いたずらに流れた。

　キ―――ン、コ―――ン、カ―――ン、コ――ン。

　始業五分前のチャイムが鳴り響く。

「まずっ！」

　とにかく突然生えたしっぽが超自然現象的に生えていることだけはよく理解できた。恐らく普通のやり方では治すこともたぶん無理だろうことも。今はそれが分かっただけでもよしとしよう。

　きらほはスカートを穿きなおすと、部室を大慌てで飛び出した。



　校舎の廊下に人の姿はない。どの教室にも既に教師が到着しているらしく、学び舎や全体が静寂に包まれている。

「うわっ、まずいかも」

　腕時計の針は始業前三分を切っている。

　きらほは猛ダッシュで廊下を駆けた。

　百メートル十二秒台の俊足だ。教室の安やす普ぶ請しんのガラス窓がビリビリと振動する。

　ギアをトップに入れて、最高速度で中央階段の踊り場に差しかかろうとした時――。

「走るな危険」の張り紙が張られた階段脇わきから、長身の男子生徒がすっと現れた。

「ちょっと、よけて―――！」

　って叫びながら、急制動をかける。

　とても間に合わない。

　目の前で火花が散った。

　ド――――ン、と大きな音を上げて、きらほは激突した。

　跳ね飛ばされると、足をハの字に開いて廊下に尻しり餅もちをついた。

　激痛が体中に走る。それがお尻しりじゃなくて、お尻がしっぽをプレスした痛みなのに気がつくまで、しばし時間を要した。

「ごめんなさーい」

　目に涙をたたえて顔を上げる。相手の方は強烈なタックルにも、よろけてすらいない。

　その顔を見て、きらほはウッと息を詰まらせた。

　とんでもない美形がそこにあった。

「朝とも永なが……」

　朝永怜れ央お麻ま――。きらほのクラスメイト。「新宿六花学院」一年の中で、いや、もしかすると全生徒の中で一番目立っている男子である。

　まず、その風ふう貌ぼう。艶つややかな漆黒の髪に陶磁器のような肌。整いすぎた眉び目もくと日本人離れした通った鼻び梁りよう。そして長い睫まつ毛げに縁取られたカーディナルレッドの瞳ひとみ。

　百八十センチはゆうにある長身にすらっとした体たい躯く。少女漫画か銀幕の世界から抜け出たような、強烈な印象を与える。

　この朝永という男、行動も普通じゃない。教室ではいつも机に片かた肘ひじをつき、組んだ足を横に出して本を読んでいる。これが休憩時間だけではなく、授業中もそうなのだ。

　最初の頃ころは注意したりわざと当てたりしていた教師たちも、中間試験が終わると何も言わなくなった。

　全科目八百満点中、七百九十九点。「新宿六花学院」開校五十年の歴史の中で、最高得点だという。もちろん学年トップ。おまけに運動神経も抜群。体育では運動部の生徒よりも活躍したりする。

　まあそんな感じで、朝永は眉目秀麗、成績優秀、運動もでき、おまけにちょっぴり一いつ匹ぴき狼おおかみ的というあまりに目立つ個性の持ち主なのだ。

　ところが。普通なら全生徒の憧あこがれの的、アイドルになるような存在なのに、朝永の評判は極めて悪い。

　性格に問題がありすぎるのだ。いわゆる性格ドブス。

　人とコミュニケーションをとろうとしない。どうしようもないくらいの無口。話しかけても基本的にシカトである。朝登校して一言も喋しやべらないまま下校することも多いらしい。

　悪い噂うわさも多い。中学の時、絡んできた不良と暴力沙ざ汰たを起こして、一週間停学になったとか。ものすごい潔けつ癖ぺき症しようで、彼の衣服を汚そうものなら目を剥むいて激怒するとか……。

　そんな噂や非社交的な性格、あと美形だがどこか冷たそうな視線のせいで、朝とも永ながは周囲から敬遠されている。きらほもクラスメイトなのに、一度も会話を交わしたことがない。

　――その朝永が目の前にいる。

　朝永は神経質そうに制服の埃ほこりを払うと、その冷淡な瞳ひとみをギロリとさせてきらほを見下ろした。

「あの……その……」

　悠然と見下ろし続ける朝永に、きらほはうろたえる。

　何を見ているんだろうと思い、その視線をたどっていく。

　白い布地に沢山の小さなクマの顔が見えた。

　カアッ――っと顔を真っ赤にして、スカートの裾すそを押さえる。

「……見たでしょう!?」

　見たでしょうどころか、朝永は未いまだにきらほの臀でん部ぶを見つめていた。なんともどうどうとした態度である。むしろ訝いぶかしげな表情にも思えた。

　そこできらほは、はたと気がつく。

　下着が見えるぐらいである。当然、見えていてもおかしくない。



    

  
    
      



    

  
    
      　アレが。

　おそるおそる、股またの方に目をやった。

　心臓が飛び出そうになった。

　押さえたプリーツスカートの端から、茶色い全長十センチくらいのフサフサとしたものが、はみ出していた。

　慌ててスカートの下に押し込むと、それからもう一度、ゆっくりと朝とも永ながを見上げた。

　朝永は尚なおも、鋭い視線をきらほに放っている。

「アハ、アハハハ。ええっとね、これはね……」

　きらほは隠したしっぽをもう一度スカートから出すと、手でフリフリさせて、

「最近ね、こういうのをお尻しりにつけるのが女の子の間で流は行やってるの。幸福のしっぽってやつ？　これを腰につけて一日学校に行ったら、願いごとがかなうって」

　ありえない嘘うそだと思いながら、朝永の表情をうかがった。

　朝永は視線を上げると、フッって笑った。きらほに背中を向けて廊下を歩き出す。

　きらほは起き上がると、その背中を追いかけた。

（なに？　今の、フッは！）

　きらほの説明に納得したのか、それともあまりに稚ち拙せつな嘘に失笑したか、はたまた高一にもなってクマ柄のパンツを穿はいていることに笑ったのか、大いに気になった。

　しかし朝永は何事もなかったかのように、背後のきらほを無視して教室へ向かっていく。

（もうなんなのよお！）

　朝永がＤ組の教室の扉に手をかけた時、藪やぶ蛇へびかもしれないと思いつつ、勇気を出して声をかけた。

「あの、朝永……？」

　同時に、一限開始の予鈴の音が鳴り響いた。

　キンコンカンコーンの音の中、朝永は振り返るとその整いすぎた顔かんばせを崩しニヤリと笑った。きらほの耳元でなにか囁ささやくと、教室に入っていった。

　きらほの顎あごの先から耳の端まで、熱湯に入れた温度計の水銀みたいに急速に赤みが昇っていく。

　朝永は一言こう言ったのだ。

「くまパン」

　と。

　朝永の後頭部にジト視線を送り続けながら、きらほも遅れて教室に入る。

（ヤな奴やつ！　ヤな奴！　ヤな奴！）

　きらほのイヤな奴リストの七人目に、朝永怜れ央お麻まが加わった。



　２　白しら川かわ医院



「ねえ、委員長」

　四限の授業が終わり、お弁当の時間。きらほは前の席に座る女子に話しかけた。

「なんだ？」

　お行儀悪く箸はしをくわえた眼鏡めがねの女の子が振り返る。

　きらほと同じクラスの親友のトモちゃん。通称委員長、またの名をデコちゃん、本名、田た中なか智とも子こ。前髪をバレッタで留めてオデコを強調した髪形に、牛乳びんの底のような分厚いガラスの入った眼鏡をかけたちょっぴりオタクっぽい女の子。まるで委員長のような雰囲気なのでそう呼ばれているが、なったことは一度もない。

　トレードマークのガラスの厚い眼鏡は委員長のこだわりで、「眼鏡を取ったら実は可愛かわいいキャラ」というのを目指しているらしい。実際、眼鏡を取って髪を下ろすと、かなりの美少女であることをきらほは知っている。

「委員長って結構、科学とか宇宙とか詳しいよね」

　委員長は女の子にしては珍しく、数学とか物理とか理系科目が得意だ。試験だって数学は満点なのに、英語と社会は赤点に近いという極端な成績。そのため学年順位は上の中ぐらいに甘んじている。

　ネイチャーとかの科学誌をよく読んでるところを見ると、試験だけじゃなく、本当に科学系の話題が好きみたいなのだ。

「たしかに、アメンホテップ四世や、ハンムラビ法典よりは詳しいな」

　両方とも中間試験の世界史のテストの問題に出た範囲。委員長は世界史も赤点ギリギリの点を取っていたはずだ。

「えっとさあ……。いきなりなんだけど、委員長は宇宙人っていると思う？」

「いるんじゃないか？」

　委員長はあっさり答えると、自分のお弁当箱を運んできてきらほの机の上の前に置いた。

「本当？」

「銀河系の中に星の数は二千億ある。で、銀河系のような小宇宙が千億あるといわれるから、単純に星の数は二千億かける千億個あることになる。地球は奇跡の星などといわれているが、有史以来、奇跡を起こしたとされる人の数は数えきれないが、人類の延べ人数よりも星の数は多い。まあ、今のはただの言葉遊びだとしても、この広い宇宙に地球と同じような知的生命体が生まれた星が一つしかないことはなかろうと、私は思う」

「ふーん。委員長、宇宙人は信じているんだ。ちょっと意外。だってオカルトって信じてなさそうだもん」

「それだ。そもそも、宇宙人とオカルトを一緒に考える風潮がよくない」

　委員長は急に口調を変えると、ドンと机をグーで叩たたいた。

「ネッシーもピラミッドも魔法も呪いもＵＦＯもクトゥルーもみんなまとめてオカルトと見られているせいで、宇宙人愛好家は甚はなはだ迷惑している。宇宙人と、オカルトは違う」

「何が違うの？」

「宇宙人はロマンだ」

「……」

　それは委員長だけなのではないかときらほは思ったが、突っ込まないことにした。

「じゃあ委員長は、宇宙人にＵＦＯに拉ら致ちされて、解剖されるってことはあると思う？　キャットなんとかみたいな」

「キャトルミューテーションだな。あれはオカルトだ」

「ええ――、ロマンじゃないの？　宇宙人、ＵＦＯと何が違うの？」

「キャトルミューテーションにしても、ミステリーサークルにしても、普通では考えられないような超常現象を、神や悪魔のせいではなく宇宙人の仕業にしているだけだ。悪魔に捧ささげられた生いけ贄にえを、宇宙人の生態実験にすり替えている。それが証拠に、その手の話はどれも人の恐怖心を煽あおる内容になっているだろう？　だいたい、彼らがホルスタインを何十頭も切り刻む理由がない」

「でも、地球の生命体の生態実験をしたかったのかもしれないよ？」

「だとしても、乳牛を生体実験してどうする？　それも何十頭も検体が必要か？　さらに用済みの検体をわざわざ元の場所に戻す道理がどこにあるのだ」

「じゃあ委員長の考えだと、宇宙人はいるかもしれないけど、キャトなんとかみたいな宇宙人による解剖実験は、ないってこと？」

「私だってオカルトをすべて否定したりはしない。今の科学では説明できない現象だって、まだ地球上にはあるかもしれない。ニュートンからすればアインシュタインは十分オカルトだろう。ただキャトルミューテーションだけは納得がいかない。呪いや黒魔術の儀式の仕業という方がまだ現実的だ」

「なるほど」

　委員長に言われると、そうかもなあ、なんて思えてくる。宇宙人がきらほのお尻しりにしっぽを生やす理由も、やっぱりないような気がした。

「う――――む」

　きらほは顎あごに手を当てて低く唸うなった。

「どうした？　宇宙人に拉致られでもしたか？　朝起きたら腹に知らない手術傷ができていたとか」

　明めん太たい子こ入りの卵焼きを口に運びながら、委員長が不思議そうに聞いてくる。

（惜しい。傷はできてなかったけど、しっぽが生えてた）

　なんて思いながら、きらほはゆっくりと首を振った。

　委員長がこのしっぽを見たら、なんて言うだろう。

　目を爛らん々らんとさせて、実に興味深いとか言うのが目に浮かぶようだ。

　しっぽを見たといえば……。

　きらほは目を教室の後方に泳がせた。

　後ろの端の席で、朝とも永ながはいつものように足を組み、机に片かた肘ひじをついて文庫本に視線を落としていた。雪花石膏アラバスターのように白く線の細い顔は少し憂うれいを帯び、きらほにはそれが妙に色っぽく感じられた。机の上にはナプキンと黒っぽいパンの塊とナイフ。どうやらそれが朝永の昼食のようだ。

　賑にぎやかな食事中の喧けん騒そうの中、朝永の席だけ異質な空気に包まれていた。周囲の生徒はもう慣れているのか、彼の存在がないようにおしゃべりしている。

　結局、朝のあの事件以降、朝永は一度もきらほに話しかけてきていない。

（どうしてだろう……）

　あの時、朝永は間違いなくしっぽを見ていたと、きらほは思う。普通なら休憩時間に校舎裏にでも呼び出して、聞いてきたりするものではないだろうか。

　きらほのあんな嘘うそを信じたのか、それともパンツに目を奪われて意識が飛んでいたのだろうか。たしかになんとなくムッツリそうではある。

　耳元で「くまパン」って言われた時のことをまた思い出して、きらほは顔がカッカと熱くなった。

　あんなことを囁ささやくなんて、セクハラだ。

　気き障ざで、セクハラで、嫌な奴やつ！

　朝永の背中に向かって、きらほは胸の中でアッカンベーをした。



　放課後、掃除当番を終えると、きらほはいつもより早く帰宅の途についた。

「ただいま――」

　家に戻るとすぐに自室に鞄かばんを置いて、制服のまま真向かいの部屋の扉を開けた。

「キラホ。開ける前にノックぐらいしろよ！」

　パソコン画面を覗のぞいていた琢たく己みが、ちょっと怒ったような声を出す。

　きらほの二つ下。きらほをスポーツ刈がりにしたような容よう貌ぼうである。

　目がぱっちりとしすぎで凛り々りしくはないが、最近は体もガッチリしてきて少しずつ男らしくなってきているな、ときらほは思う

「なに、エッチなサイトでも見ていたの？」

「ちげえよ」

　パソコン画面を覗きこむ。どこかのニュースサイトの記事を見ているようだった。

「あのさあ。ちょっと、インターネット使わせてほしいんだけど」

「いいけど……珍しいな。キラホがネットを使おうとするなんて」

「まあ、たまにはね」

　琢己はパソコンデスクの椅い子すをきらほに譲ると、その横のベッドに座って雑誌を読み始めた。きらほは椅子に座ると、チラリと琢己の方を見た。

「琢己、悪いんだけど……」

「うん？　なに俺おれ、いない方がいい？」

「ゴメン。ちょっと」

　きらほは顔の前で手を合わせた。琢たく己みが不満そうに口をすぼませて立ち上がる。

「あっ、ちょっと待って。キーワードから検索するサイトってどこ？」

　琢己は無言のまま大量のブックマークの中から、一つを選んでクリックした。

「ありがとう」

　琢己は部屋の扉を開くと振り返って訝いぶかしげな顔をした。

「なんか、今日のキラホ、おかしいぞ」

「そ、そうかなあ？」

　アハハと愛想笑いを浮かべながら、きらほは頭を掻かいた。

「あの……さっ」

　琢己は何か言いかけて途中でやめようとして、それでも思いきったように続けた。

「年下の俺が言うのは生意気かもしれないけど。その、あれだ。いつまでも引きずってない方がいいと思うんだな。もし、俺にできることがあったら言ってくれ。先輩のツテで合コンぐらい開けるかもしれないから」

　きらほの胸の中の暗くら闇やみがサッと広がる。

　忘れていたわけではなく、普段からいつもあるのだが、無理をして覆い隠している暗部が、急にカバーを取り払われて露あらわになった感じ。

　怒鳴りそうになったのをきらほは我慢した。琢己なりに姉を心配してくれているのだ。

「ううん、大丈夫。もう引きずってないよ。それに、あんたに頼まなくたって男の子の友達ならいくらでもいるんだから。でも……、ありがとう」

　琢己はぎこちない笑顔を浮かべて、鼻先を指で掻いた。きらほにはその仕草が可愛かわいくて仕方がなかった。

「履歴を消しておけよ。知りたくなくても、どこを見たか分かることがあるからな」

　そう言うと、琢己はドアを閉じた。

　わが弟ながら愛うい奴やつ、と細めた目をドアに送ると、きらほはディスプレイに向かった。

　琢己からレクチャーを受けたことがあるので、ネット上の情報量の多さは知っている。ネットの世界を徘はい徊かいすれば大抵の情報は見つかる。その中には、テレビや新聞には絶対載っていない、アンダーグラウンドな情報もある。だから、自分と同じようにしっぽが生えた人の情報があるかも、と思ったのだ。

　検索サイトはキーワードを入力するだけで広大なネットの世界から、そのキーワードを含むウェブページを見つけてくれる、便利なサイトである。

　とりあえず、「しっぽが生えた」で検索した。

　カナ入力の片手打ちなのでかなり遅い。文字を入力して、検索ボタンを押す。

　七百件ぐらいのサイトがヒットする。

　一番トップのサイトに行くと、いきなりしっぽと猫耳の生えた女の子がこっちにお尻しりを向けているサイトが出てきて、きらほは赤面した。

　どうやらアダルトゲームのようだ。猫耳しっぽの生えた獣人とアレな趣向のゲームらしい。

（私はゲームのキャラ並みか……）

　ため息をつくと、検索サイトに戻って、他ほかのサイトを一つ一つ覗のぞいていく。

　だが、いまいちピンとくるサイトが見つからない。ほとんどが最初のゲームと似たりよったりの獣人系のファンタジーである。きらほが求めるのは、もっと生々しい体験記だ。

　そこで検索ワードに「しっぽが生えた」に加えて「オカルト」を入れてみた。

　とたん、現れるサイトの雰囲気が怪しくなった。

　黒い背景で、ピラミッドやらＵＦＯの写真が飾られたサイトが次々と現れた。しっぽの生えた人の話もすぐに出てくる。しかしみんな過去の例で、アメリカ・オレゴン州の田舎いなか村にこんな人がいた、みたいな話とピンボケしたような白黒写真があるだけだ。

　それでもリンク集をたどりながら自分の求めているサイトを探していく。

　あるオカルト系サイトのリンク集を覗いていた時、きらほの手が止まった。

「魔法カルテＡtoＺ」という名前で、説明は「オカルト系病気の総合情報サイト」。

「これだっ！」

　喜び勇んでハイパーリンクをクリックする。

『都合により本サイトは閉鎖いたしました』

　真っ白なページの真ん中に、大きな文字でそう書かれてあった。

「ぐうっ」

　きらほはパソコン机の上に突っ伏した。せっかくよさそうなサイトを見つけたのに、と思いながら、「戻る」のボタンをクリックしようとしたのを途中でやめる。

　ページの右のバーを見ると、どうも下に続いているようである。

　きらほはバーを掴つかむと、下にドラッグしていった。

　白い画面が延々とスクロールしていく。

　バーがやっと一番下にたどり着くと、ページの右下に小さな文字で「魔法カルテのＢＢＳ」と書かれたリンクが張られてあった。

　前に琢たく己みから聞いた隠しページというやつのようである。

　ちょっぴりドキドキしながら、きらほはリンクをクリックした。

　そこは掲示板だった。

　掲示板は駅にある黒板と同じで、ネットの使用者が書きこめるページのこと。色んな人が自由に書きこめるから、欲しい情報が集まることが多い。

　しばらく誰だれも書きこんでいないようだ。最後の書きこみは去年の十二月の十七日。『バグウオッシュ＠管理人』という人によるものである。

〈最近不穏な空気。どうも連中が動いているみたいです。しばらくサイトを休止して地下にもぐります。掲示板はそのまま置いておくんで、自由に使ってください〉

「連中？」

　きらほは首を傾かしげる。何か怪しい秘密組織の香りがする。

　掲示板を下にたどっていく。

　その掲示板は、体に異常があった人の相談に、管理人を中心としたベテランっぽい人がアドバイスする、という形式だった。

　相談の内容は様々である。

　最近背中が重いのだが妖よう怪かいにとりつかれたのではないか、とか、毎晩決まった時間に金縛りにあうとか、いかにもオカルトっぽい感じのものばかり。

　それに対する返事もなかなか怪しげだ。

　たとえば最初の妖怪にとりつかれたのでは、というものについては、体重計を改造すれば分かるという。

　地面に魔方陣を書いて、その上に体重計を置けば、妖怪の体重も一緒に量れるというのだ。その体重が普通の床に置いた時よりも重ければ、妖怪だと。

　妖怪だった時のために、妖怪祓ばらいのお寺や神社も紹介されてある。どうも返事をしている人にも得意不得意があるみたいで、妖怪系が得意な人もいれば、神かみ憑つきとか、そういう方面に明るい人もいるようだ。管理人を含めて全部で四人ぐらいの人が返事をしている。

　あまりにオカルトっぽい胡う散さん臭くささに気分がクラクラとしてきて、思わずきらほはウインドウを閉じそうになった。しかし、実際、自分がかなり胡散臭い状態にあることを思い出して、閲覧を続ける。

　見ていくうちに、きらほは掲示板内を「検索」できることに気がついた。

　すぐに「しっぽ」のキーワードで検索してみる。

「あった！」

　きらほは思わず拳こぶしを握りしめた。

　それは「ジュンナ」、という人の書きこみだった。

〈はじめまして。ジュンナといいます。都内に住む会社員♀です。

　過去の書きこみを見ても、なかったので、書きこみました。

　信じてもらえないかもしれませんし、自分でも未いまだに信じられないのですが、一週間前、朝起きたら、お尻しりの上の方にですね、しっぽが生えていました。

　丸くてフサフサの。

　今も生えています。

　一応、生活には支障がないので放ほうっているのですが、いつまでも隠せるわけもなく、どうしようかと途方にくれています。

　半年後、結婚を控えています。彼には相談していません。

　これって、病院に行った方がいいんでしょうか？〉

　ゴクリと生なま唾つばを飲んだ。

（やっぱり、しっぽが生えることってあるんだ）

　朝起きたら生えていたとか、状況はきらほとものすごく似ている。

　きらほは書きこみの返事を追った。

　返事は「バグウオッシュ＠管理人」によってされていた。

〈専門の医師に明日、診みてもらってください。放ほうっておくと、とんでもないことになります。絶対に明日。普通の病院には絶対行ってはいけません。オカルト専門の医療機関に行ってください。都内ならお勧めは新宿の白しら川かわ医院です。若いですが腕は私が保証します〉

　きらほは目を見開いた。

（オカルト専門の医療機関……白川医院!?）

　その書きこみには、白川医院の住所や連絡先については書いてない。ジュンナさんの書きこみもそれっきりだった。

　今度は「白川医院」で掲示板内を検索した。

　幾つかの書きこみがヒットする。ほとんどの書きこみで、オカルトな病気を診察してくれる医院として紹介されてある。ただ場所についてはなにも書かれていない。

　元の検索サイトに戻って「新宿」「白川医院」で検索しても、出てこなかった。

「そうだ、電話帳！」

　父親の仕事の関係で、新宿区の電話帳も置いてあったはずだ。ドタドタと一階へ下りると、階段脇わきの電話台の下から数冊にもわたる青色の電話帳を持って上がった。

「白川、白川……っと」

　シ行を指でたどる。新宿の店の数は多いので電話帳も中野区の何倍も分厚い。何ページもめくって、やっと白川までたどり着く。

「これだっ！」

　新宿に白川医院は三軒もある。でも、そこに間違いなかった。

　その白川医院にはこう書かれてあったのだ。

『白川医院（黒魔法）』

「……こんな名前、堂々と載っちゃうんだ」

　呆あきれたような声を出しながら、きらほは電話番号と住所を携帯電話に登録した。

「新宿三丁目……第三茶ちや谷たにビル三階……」

　新宿三丁目といえば大手のデパートが出店する賑にぎやかな場所だ。こんな胡う散さん臭くさい名前の医院が、都心のビルの中に入っているのは奇妙な気がする。

　しばらく悩んだ挙句、きらほは登録したばかりの番号を非通知でコールした。

　ルルルルル――、ルルルルル――。

　ルルルルル――、ルルルルル――。

　ガチャッ。

　ドキっとする。

〈ただいま留守にしています。発信音の後にメッセージをお願いします。ピ――――〉

　きらほは携帯電話を切ると、ため息をついた。

　残念なような、ホッとしたような……。

　今日の診察時間は終わったのだろうか？　普通の病院なら、もうとっくにやっていない時間である。

「明日、行こうかな」

　明日は土曜日。半ドンだが、委員長とデートの約束があった。

　次の土曜日にするか。

「いや、でもなあ――」

　きらほは上体を倒してパソコンデスクの上に頬ほおをつけると、前髪をいじりながら呟つぶやいた。

　書きこみにあった『放ほうっておくと、とんでもないことになります』が妙に気になる。

　真しん偽ぎは分からない。ネットの世界には情報が溢あふれているが、真実はその一部だ。掲示板の書きこみ通り、新宿に白しら川かわ医院はあるようだが、それが本当にまともな医院とは限らない。すべて白川医院の関係者の自作自演なんてこともありえる。

　でも――。今は藁わらにもすがりたい状況だ。オカルト系の病気に詳しい先生に、話を聞いてもらうだけでもいい、ときらほは思った。

　きらほは委員長に電話すると、謝り倒してデートを延ばしてもらった。



「うわあっ」

　ビルを見上げながらきらほは声を漏らした。感嘆というより落胆。期待を裏切られたような声である。

　翌日の放課後、掃除当番を終えて委員長に手を合わせてもう一度謝ると、「白川医院」に向かった。印刷したネットの地図を頼りにたどり着いたのが、メイン通りから何本も中に入った一角にある目の前の雑居ビルである。

　たしかに新宿三丁目のビルではあるが、きらほのイメージとはかなり違っていた。

　汚くて小さい六階建て。建てられた当時は白かったであろうコンクリートの壁が、酸性雨の影響かなにかで黒ずんでいた。

　大きなテナントビルに入った医院を勝手に想像していたので、きらほは少し面食らった。もっとも、この方がオカルト専門という怪しげな医院が入ったビルにはふさわしいが。

　胸をドキドキさせながら玄関のガラスの扉を開けると、薄暗いホールに足を踏み入れた。

　入ってすぐ左が管理人の詰め所になっていて、窓には何年もかけっぱなしのような真っ黒いカーテンがかけられている。

　エレベーター横のポストの上に、ビルに入っているテナントの名前が書いてあった。二階は空欄で、三階から六階に「白川」と書かれている。

「本当にあった……」

　白川としか書いてないのは、誤解を避けるためだろう。

　だんだんと怖くなってきた。引き返した方がいい、と第六感が囁ささやく。

　それでも、足を震わせながらきらほはエレベーターの「上」ボタンを押した。

　怖いもの見たさ、というのもあったが、入口の前まで行けば診察時間が書いてあるかもしれないからだ。

　エレベーターの扉が開く。切れかかった蛍光灯がパチパチと点滅して、なかなかいい雰囲気を醸かもしだしている。古いエレベーター特有の大きめの動作音を上げながら上昇していくと、間もなく三階に止まった。

　きらほの胸のドキドキと足のブルブルが最高潮に達すると同時に、扉は開いた。

「えっ！」

　目を見張る。

　エレベーターの扉が異空間と繋つながった魔法のゲートになっているんじゃないか、ときらほが思ったほど、そこには別世界が広がっていた。

　チェス盤のように白と黒の大理石のタイルが交互に貼はりつめられた床に、染しみ一つない真っ白な壁。天井にはシャンデリア風の蛍光灯が明々と灯ともっていた。

　洒落しやれたサロンのような感じだ。

　エレベーターホールとその奥はガラスで仕切られていて、ガラス戸に「白しら川かわ医院」と書かれた銀色のプレートがはめ込こまれていた。

　戸の奥には普通の病院にもありそうな窓口がある。ただ、窓には清潔なレースのカーテンが閉まっていて、カウンターの上に「御用の方は直接診察室へ」と書かれた紙の表札と、右を指差す手の絵が置いてあった。

　手の先を追うと、純白の壁の中に扉が見えた。扉には「診察室／オペ室」と書かれたプレートがかけられている。

　雰囲気からすると、「白川医院（黒魔法）」は開業中のようだ。

　躊躇ためらった挙句、動どう悸きする胸を押さえながらきらほはホールを進んでいった。ガラス戸を開けて、中に一歩だけ足を踏み入れる。

「ごめんください」

　精一杯大声で叫んだつもりだったが、口から出たのは蚊かが鳴くような声だった。

　返事はない。

　きらほは窓口の横を通って、ゆっくりと右手の扉に近づいた。

　扉の前に立つ。

　心臓がはち切れそうなぐらい、ドキドキしている。

　かなり危ない橋を渡っているような気がする。こんな雑居ビルの一室の、それもオカルト専門の医院なんて怪しげな場所に、女の子一人で来るなんて尋常じゃない。

（でも、いざとなれば逃げ出せばいい）

　逃げ足には自信がある。

　きらほはスウッ、と一つ深呼吸して、扉をノックした。

「……すいません。……診みてほしいのですが」

「どうぞ」

　絞り出した声に間髪入れず低い男性の声が返ってきた。一緒に小さな笑い声のようなものも聞こえた気がした。

　きらほはドアノブに手をかけ、ゆっくりと引いた。

　四十畳はありそうな広い部屋だった。

　コンクリートの打ちっぱなしの床と天井で、外に比べるとかなり殺風景な部屋だ。

　部屋の真ん中には病院にあるような診察ベッドがポツンと置かれてあった。そのベッドを中心に、床に黒い不思議な模様が描かれている。五ご芒ぼう星せいというやつだ。それも半径が五メートルぐらいあるかなり大きめの。

　同じ模様は天井にも描かれていて、ベッドは丁度、五芒星に挟まれる形になっていた。

　ベッドの傍らには机と丸まる椅い子すが二つあり、机に漆黒のドクターコートを着た人物が足を組んで座っていた。

「そろそろ来る頃ころだと思っていた。そんなところに立っていないで入ってきたらどうだ。桜さくら乃のきらほ」

　聞き覚えのある声が部屋に響く。

　冷笑を口元にたたえ、呆ぼう然ぜんとしているきらほを赤い瞳ひとみで見据えるその人物は、朝とも永なが怜れ央お麻まだった。



　３　朝永怜央麻



　時間が止まっているような気がした。

（なんで、どうして、朝永がこんなところにいるのよ！）

　これは陰謀だ。何がどう陰謀なのか分からなかったけど、とにかく陰謀としか思えない。

　きらほはカクカクと回れ右すると、逃げようとした。

「おい。お前のそのしっぽ……。放ほうっておくと酷ひどいことになるぞ」

　腕を構えて今にも走り出しそうな体勢のまま固まる。上半身だけ振り返る。

「……やっぱり、見えてたの？」

「当然だ。パンツに見とれて、気がつかなかったとでも思ったか？」

　恥ずかしいやら腹が立つやらで、きらほの顔が赤くなった。

「放っておかない方がいいって、どういう意味よ？」

　動揺しているのを隠し、つっけんどんな感じで聞く。

「それがアストラル性獣化症だとしたら、お前はそのうち、本当に獣になる」

「ふざけないでよ。そんなことがあるわけ……」

　ない、とは言えなかった。普通ならしっぽが生えること自体あるわけないことだから。

「クラスメイトのよしみだ。無料で診察ぐらいはしてやる」

　朝永が薄ら笑いを浮かべて手招きする。しかし、きらほはすぐには動けなかった。

「診察してやる、って言われても……」

　きらほは迷う。相手はきらほと同じ十六歳である。もちろん医師の資格を持っているわけもなく、診察とかそんな医療行為はできないはずだ。もっともオカルト専門の医師に資格があるとは思えないが、不安なことに変わりない。

　ただ、白しら川かわ医院の医師が朝とも永ながなのは確かだ、ときらほは思う。掲示板の、〈若いですが……〉との書きこみと一致する。とても信じられないことではあるが、朝永が「若いが腕のいい医師」に違いない。

　要は朝永を信用できるかどうか、ということだ。が、きらほが朝永と会話を交わしたのは昨日の朝が初めて。その時の印象は最悪で、今まで聞いた彼の噂うわさもあまり芳かんばしくない。

　だけど――。

（よしっ！）

　きらほは意を決して診察室に足を踏み入れると、扉を閉めて退路を断った。

　ちょっと怖くて嫌な奴やつではあるが、いきなり襲ってきたりはしないと思う。話ぐらいは聞いてもいい。

　部屋を見渡しながら、ゆっくりと机の方へ歩んでいく。

　左右の壁際に置かれた巨大な陳列棚には、分厚い本と一緒にホルマリンに浸つかった謎なぞの生物、透明なしゃれこうべ、毒々しい色の液体の入った薬瓶が綺き麗れいに整せい頓とんされて並べられていた。一般的な病院の診察室とは、明らかに雰囲気が違う。

　きらほが机の前の丸まる椅い子すに座ると、朝永は机の上から下りてサイドチェストの中から一冊のファイルを取り出した。

　椅子に腰掛けるとドクターコートから万年筆を取り出し、サラサラとファイルに何か書き始める。恐らくカルテか、なにかだろう。

「あの、朝永？」

「なんだ？」

　朝永がファイルから顔を上げた。

「あんたがこの医院の先生？」

「そうだが」

　ファイルに目を落とすと、再び書くのを再開する。

「どうして白ヽ川ヽなの？」

「白川は親父おやじの苗みよう字じだ。朝永は母の旧姓」

　朝永の声は平淡だったが、きらほはそれ以上聞こうとはしなかった。

　しばらくすると朝永は万年筆を置いた。黒い前髪を掻かき上げ、ゆったりとした笑みを口元に浮かべながらきらほの方を向いた。

「いろいろ聞きたいことがあるだろうが、まずは俺おれの話を聞いて、質問はそれからにしろ」

　きらほは頷うなずいた。

「まれに、この世界では自然科学では説明がつけられないことが発生することがある。いわゆる、『occultオカルト』、超自然現象だ。それらのほとんどは、『物理的世界フイジカルプレーン』に、『その他の世界アナザープレーン』が何らかの形で干渉することで起きている。たとえば神隠しは、本来こちらの世界とは接点のない世界に通じるゲートを、何らかのきっかけで通過してしまうことで起きる」

　ここまではよく聞く話である。

「この『その他の世界アナザープレーン』の干渉は、自然界に対して起こるわけではない。人の体で発生することもある。たとえば、お前のようにしっぽが生えたり、あるいは臨死体験といった現象、これらは現代医学や心理学では解決できない疾しつ患かんになりえる。白川医院うちは、それらのオカルトが原因の疾患を治療する医院だ。まあそれぐらいは、お前がここに来る前から分かっていたと思うが？」

　朝とも永なががジロリときらほの顔をうかがった。

「うん。まあ、なんとなくはね」

「オカルト医学では、人の体は二つの体でできている。すなわち肉体とアストラル体。肉体は、知っての通り、六十兆個の細胞で構成された物理的なボディのことだ。通常の医学では、人の体は肉体だけで完結する。しかしオカルト医学は肉体と同様に、もう一つの体、アストラル体をも扱う」

「アストラル体？　ええっと、精神体みたいなもののこと？」

「精神体とは少し違うな。簡単に言うと夢に出てくる自分の体だ。肉体と繋つながり、同じような形状をして同じように思考するが、肉体とは別の個体。自分の映し鏡のようなものだ」

「夢の中の……自分？」

　呆ほうけた顔のきらほを無視して、朝永は続けた。

「肉体がウイルスや異常細胞、あるいは経年変化によって、何らかの疾患にかかるのと同様に、アストラル体も疾患にかかる。それらの多くは自然治ち癒ゆしたり、あるいは疾患が肉体側に現れないために本人が気づくことはない。ところがアストラル性疾患が過度の場合、肉体にその影響が現れることがある。これらの疾患を治すには、肉体側を治しても無意味だ。アストラル体側を直接治療する必要がある。それを行うのがオカルト医療。元はガリアのドルイド僧の治療から始まり、その後はドイツや東ヨーロッパを中心に発達した。日本でも、寺院や神社の祓はらえは肉体以外のボディの浄化を行って、肉体の病を祓はらう。俺おれの専門は黒魔法による治療行為だがな」

「はあ……」

　きらほは口を小さなＯオーの形に開けたまま頷うなずいた。あまりに話が突飛すぎて、嘘うそなのか本当なのかすら判断できかねる状態である。むしろ、普段無口な朝永があまりに饒じよう舌ぜつなのに驚いていた。

「だいたい分かったわ。じゃあ朝永は、お父さんからオカルト医学の技術を教わって、白しら川かわ医院を受け継いだってとこ？」

　朝永が「まあそんなところだ」と頷く。

「ここはネットで知ったか？」

「うん。魔法カルテって掲示板でバグウオッシュって人が白川医院を勧めてたから」

「ああ……」

　朝とも永ながの端たん麗れいな顔に影が過よぎった。何か言いたそうに目を伏せたが、そのまま口をつぐむ。代わりに、さっきまで書いていたファイルを持ち上げる、「で？」と顎あごをしゃくり上げた。

　きらほは首を傾かしげた。急に「で？」って言われても。

　キョトンとしていると、朝永は舌打ちをした。

「俺おれの話は以上だ。今度はお前が話せ」

　そういうことか。病気になった経緯を話せと言っているわけだ。普通の医者なら「どうしましたか？」の一言があるところが、彼の場合、「で？」になる。

「あまり話すことはないかも。簡単に言うと、朝起きたらしっぽが生えてたのよ」

「いつ？」

「昨日の朝」

　朝永がサラサラとファイルに書きこむ。

「何か前兆みたいなものは？」

「ぜんぜん。その前日まではなにもなかったもん」

「しっぽの生える前の晩、何か夢は見たか？」

「見たかもしれないけど覚えてない」

「普通はそうだろうな」

　朝永はファイルを机の上に置くと立ち上がり、ゴム手袋をはめた。

「診察する。スカートを脱いでベッドの上にうつぶせになって寝ろ」

　サラリと言った。再びきらほの顔がカ――っと赤く染まる。

「嫌よ、なんでそんなことしないといけないのよ！」

「診察するからだが？　普通の病院でも、上着ぐらいは脱ぐだろうが」

「そりゃそうかもしれないけど、嫌なものは嫌なの！」

　きらほは真っ赤な顔で強く首を振った。

「昨日は丸出しだったが？」

「あれは事故よ。嫁入り前の娘が、恋人でもない人の前で、下着一枚になるなんて、ありえない！」

　両手を大きく上げて叫んだ。

　朝永は漆器のような黒い髪を梳すくと、ため息をついた。

「しっぽの位置は下着の上か？」

「……一応」

「じゃあスカートからしっぽだけ、出すことぐらいはできるだろう。それもできないのなら、今すぐ帰ることだ」

　なんとかお尻しりのギリギリまでずらせば可能な気もする。きらほはおずおずと頷うなずいた。

「うう……。分かった。じゃあ、あっち向いていてくれる？」

　朝永は何か言いたそうな顔になりながらも、きらほの言う通り後ろを向いた。

　きらほはスカートのホックを外すと、しっぽを掴つかんで手繰り寄せて慎重にスカートをずらした。スカートの腰がしっぽの付け根を越えたところで、ホックを留める。下着から三センチぐらい余裕を持って留めることができたようだ。スカートがずれないようにゆっくりベッドに向かうと、うつぶせに寝た。

「いいよ」

　朝とも永ながが憮ぶ然ぜんとした表情でベッドの傍そばまで来ると、一いち瞥べつして、

「今日はくまパンじゃないのか」

「なっ」

　慌てて手を後ろに回す。でも、スカートは完全に下着を隠していた。適当なことを言っただけのようだ。

「セクハラ！」

　首を回して睨にらみ上げると、朝永はバカにするように鼻を鳴らした。

「邪魔だ。その手をどけろ」

　きらほはムッとしながら、お尻しりにやった手を引っ込めた。

　ゴム手袋の感触がしっぽに触れた。

　こそばゆいような感覚が体中に走る。ゴム手袋越しとはいえ、自分以外の人間にしっぽを触られるのは初めてで、声が出そうになったのをグッと堪こらえた。

　朝永はしっぽをゆっくりとつまんだり、引いたりする。イヤらしい顔をしていたら、股こ間かんを蹴け飛とばしてすぐにでも帰ろうと思ったが、まじめそのものの表情である。力を加減しているらしく、痛みは全然ない。

「猫のしっぽだな」

「珍しいの？」

「いや、犬か猫が基本だ。やはり人との関かかわり合いの強い動物だからな」

　そう言うと朝永はしっぽを持つのをやめて、診察室の奥にある流しの方へ行くと、ゴム手袋を脱いだ。ハンドソープでゴシゴシと念入りに手を洗うと、こちらに戻ってきて椅い子すに座り、再びカルテに向かってなにか書き始める。

　その様子をきらほはベッドの上から眺めた。

　まじめな表情の朝永を見ていると、改めてその美び貌ぼうに気がつく。なんだかんだいって少女漫画の世界から飛び出してきたような顔だ。これで性格がよくて、学校でも今と同じくらい喋しやべれば学校のアイドルになれるのだが。

　そんなことを思いながらきらほがボーっと見ていると、朝永がこちらを向いた。目と目があって、ちょっぴり汗をかいた。

「な、なによ」

「もういい。いつまで半ケツ出して寝てるんだ？」

　にこりともせずに言う。

「半ケツなんて出してないわよ！」

　やっぱり、嫌な奴やつだ！　きらほはむくれると、ベッドから下りスカートの中にしっぽを戻して元の丸まる椅い子すに座った。

「で、結果はどうだったのよ」

「ちょっと待て」

　朝とも永ながはファイルにしばらくなにか書き続けると、万年筆を置いてきらほの方を向いた。

「予想通りだな。お前の疾しつ患かんはアストラル性獣化症だ」

　ここに来た時、朝永がそんな名前を口にしていた気がする。

「アストラル性獣化症は、アストラル体に発生した獣化が肉体に現れる疾患だ」

　朝永は机の引き出しの中から一冊の分厚い百科辞典のような本を取り出すと、きらほの前に広げて見せた。その頁ページは、［Astrallycanthropyアストラル・リカントロピー］と記された見出しで、目が痛くなりそうなぐらい小さな文字の英文と怪しげな白黒の写真で埋め尽くされていた。

　毛むくじゃらで牙きばの生えた男性のアップの写真に、きらほは眉まゆをひそめた。

「古今東西、人に獣の特徴が現れる症例は多い。狼おおかみ男おとこや人魚の伝説は知っているだろう？　あれらはみなアストラル・リカントロピー、すなわちアストラル性獣化症が原因だ」

　朝永が本をパラパラとめくって、一枚の写真を指差した。

「あっ」

　そこにはズボンの裾すそから猿のような細長いしっぽを生やした男性が写っていた。

「じゃあなに？　私は狼男ならぬ、猫娘になったってこと？」

　自分で言っててバカバカしくなるくらい、胡う散さん臭くさい話である。でも、きらほを見る朝永の顔は真剣そのもので、その迫力に飲みこまれそうだった。

「今はまだしっぽだけですんでいるが、そのうち、他ほかの獣の特徴も現れてくる。さらに放ほうっておけばさっきも言った通り、お前は本当に猫になってしまう」

　朝永はきらほを見据えながら、赤い瞳ひとみを光らせた。

　嘘うそを言っているようには聞こえない。きらほは額に浮かんだ汗をぬぐった。

「その……、アストラル性獣化症になる原因はなんなの？」

「アストラル性獣化症の原因はほぼ決まっている。さっきも言ったように、桜さくら乃ののアストラル体は桜乃の夢の中の姿であり、その形は桜乃の潜在意識の影響を受ける。異常とは言っているが、勝手に生えてきているわけではない」

「うん？　つまり？」

　朝永はゆっくりと立ち上がると、強い視線できらほを見つめた。

「つまり……。お前自身が獣になりたいと望んでいる、ということだ」



　４　手術の条件



「私が猫になりたがっている？」

　きらほは自分の顔を指差した。

「そんなわけないよ。だって私、お尻しりにしっぽなんて生やしたくないもの」

「桜さくら乃の。お前、猫を飼っているか、それとも昔飼っていたことがあったんじゃないか？」

「あるけど……」

　二年前まで、きらほの家には白黒の三毛猫がいた。名前はそのままミケ。母のシズホが父に嫁ぐ以前から飼っている猫で二十歳の大往生だった。

「どういう関係があるの？」

「アストラル性獣化症の患者の多くが、家で動物を飼っている。桜乃はその猫を見ながら、あんな生活をしたいな、と思ったことがあるだろう？」

「ある……と思う」

　たとえば試験週間が始まった時とか、屋根の上でゴロゴロとする猫を見ながら羨うらやましく感じたことが何度かあったが。

「でも、ペット飼ってたら、誰だれだってそう思うことあるでしょ？」

「それはそうだが、そういう記憶を持った人間が強いストレスを感じた時、現実逃避の手段としてアストラル体が獣になることを望むことがある。――桜乃、お前は最近、極めて強い精神的外傷traumaを受けたことがあるだろう」

　きらほはハッと、言葉を詰まらせた。

　ある。

　忘れられない辛つらい記憶。胸の奥を這はう暗くら闇やみの雲……。

　きらほは俯うつむいた。

「極めて高い負荷のかかったアストラル体の頭部内組織は変形し、腫しゆ瘍ようが生まれる。腫瘍は、負荷を減少させようとアストラル体に働きかける。お前にしっぽが生えたのは、負荷、すなわち、精神的外傷が原因だ」

　体を鞭むちで打ちつけられたような鋭い痛みを、きらほは感じた。

　あの事件から二ヶ月。そろそろ区切りがつく頃ころだと勝手に思っていた。でも暗闇の雲は、そう簡単にはきらほを解放してはくれない。

「大抵、獣化はまず、獣の大きな特徴であるしっぽとして現れる。通常、アストラル体の変化は肉体には現れないが、異常が極めて大きいと肉体側に影響を及ぼす。それが今、お前に生えているしっぽだ。やがて、耳などその他ほかの特徴も現れ始め、最終的には完全に獣になる……」

　きらほは息を吸いこんだ。

　嘘うそ――、ではないだろう。二ヶ月前の事件は家族と委員長以外、誰も知らないことだ。しかし朝とも永ながは言い当てたのだから。

　獣化の原因はあの事件の記憶。そしてこのままいけば、猫になる……。

　きらほはゆっくりと口を開いた。

「…………それで、この病気は治るの？　それとも猫になるのを待つだけ？」

　朝永はきらほをじっと見据えたまま首を振った。

「手術を行えば治る。桜さくら乃ののアストラル体から腫しゆ瘍ようを除去すれば獣化は止まる」

「手術？　そんなこと、朝とも永なができるの？」

「アストラル性獣化症の手術ならすでに五件やっている。助手としての参加を合わせれば、二十回は超えている。ほぼ百パーセント成功させる自信がある」

　鋭く瞬まばたいた紅い瞳ひとみには、強い自信が漲みなぎっていた。

　きらほはホッと胸を撫なで下ろす。朝永の話を聞いていて暗い気分になっていたところに、一筋の光が差した感じ。嫌な奴やつとしか思えなかった朝永が、初めて頼もしく見えた。

「じゃあ、朝永にお願いしようかな。私の手術やってくれる？」

　性格は悪いし、セクハラだし、言葉遣いは偉そうだが、朝永なら助けてくれる気がした。それに他ほかにあてがないのも事実なのだ。

　朝永は来た時のように机の上に座り長い足を組むと、顎あごに手を当てて目を細めた。

「それは別にかまわないが……。お前、手術費用は払えるのだろうな？」

「へっ？」

　きらほは惚とぼけたような声を出す。しかし、よく考えれば医療報ほう酬しゆうがあるのは当たり前だ。

「手術費用ってどのくらい？　保険が利かないから、高いよね？　十万円くらいならなんとかなるけど」

　朝永が鼻で笑った。

「十万？　バカを言え。同級のよしみで無料にしてやったが、診察費だけでそれぐらいだ」

「ついでに手術費もサービスしてくれるというのは？」

「ありえんな」

「ケチ。で、いくらなの、手術費用って」

　十万、二十万ならなんとか貯金を崩せば払えるが、それ以上は物理的に無理である。

　朝永はきらほを見下ろしながら指を三本立てた。

「三十万？　ちょっと高いなあ」

「……三百万だ」

「さんびゃくまん!?」

　裏返った声を上げながら、きらほは丸まる椅い子すから転げ落ちそうになった。

「って、冗談？」

　朝永は無言のまま、ジッときらほを見つめている。

「ちょっと、三百万なんてそんなお金、払えるわけがないでしょう!?」

「相場だ」

「クラスメイトのよしみで、三百円にまけてよ！」

「ありえん」

「あんたブラックジャックにでもなったつもり？　誰だれがあんたみたいな高校生に、そんな大金を払うっていうのよ」

「技術に対価を支払うのは当然のことだ。それに何度も言うようだがこれは相場だ。嘘うそだと思うなら他ほかをあたってみろ。どこもそう変わらないはずだ」

　これも嘘うそではないだろうと、きらほは思う。オカルト専門の医院なんて滅めつ多たに客があるものでもない。それなのにボロビルとはいえ新宿の一等地に医院を構えているのだ。高額の謝礼を取らないと、維持できないはずだ。

「でも、だからって、三百万なんてお金、持ってないんだからどうしようもないよお」

　きらほは泣きそうな声を出した。

　すると朝とも永ながは、うっすらと悪魔の笑みを浮かべた。

「だったら代わりに体で払ってもらおう」

　一瞬、意味が分からなかったきらほだが、すぐに理解して火が出るくらい顔を赤くした。

「ひ、人の足元を見て！　あんた、それでも男なの？　この変態！　冗談じゃないわ！」

「じゃあ手術は諦あきらめることだな。お前は猫になって、自由な生活を送ればいい」

　朝永は冷たくそう言うと、机から飛び降りてすたすたと壁の方へ歩いて行ってしまった。

（私が、猫になっちゃう？）

　それは嫌だ。まだ人としてしたいことがあるのだから。

　でもだからって、朝永に体を捧ささげるのも嫌。こんな人の弱みにつけ込むような奴やつに。

「三百万円用意すればいいんでしょ？　分かったわよ。なんとか用意する」

　きらほは陳列棚に向かってゴソゴソやっている朝永の背中に向かって叫んだ。

「親に頼るつもりならやめておいた方がいいぞ。普通の精神を持った大人おとななら、高校生の俺おれにそんな大金を渡そうとはせず、お前を総合病院へ連れて行く」

「でも普通の病院に行ってどうしようもなかったら、アンタに頼ることになるわ」

「お前が無事でいられればな。魔法カルテの掲示板に書いてなかったか？　絶対に普通の病院には行くなと」

「そ、それは……」

　確かにあった。

「現代医学では考えられないような患者が来た時、病院から厚生労働省にその情報が行くようになっている。あそこはオカルト系の病気が世間に出ることに対して、異常に神経質だ。お前が病院に行った翌日、またはその日のうちにどこかに隔離されて病院から消える。病院はお前など見たことがないと言い、お前の両親が警察に行っても、マスコミに行ってもまったく相手にされることはない」

「まさか、そんなことがあるわけ……」

　ないっていう言葉は、振り返った朝永の怖い表情に掻かき消された。

「――友とも田だ恵けい子こ。オカルト専門のフリーのジャーナリストだ。オカルト系疾しつ患かんを扱ったウェブページの管理人をしていて、バグウオッシュというハンドルネームを使っていた」

　バグウオッシュ――。魔法カルテの掲示板で、白しら川かわ医院を勧めていた人だ。

「彼女は厚生労働省によるオカルト系疾患患者に対する問題行為を暴あばこうとしていた。ところが、今年の一月、突然行方不明になった」

　掲示板に奇妙な書きこみがあったことをきらほは思い出す。しばらく地下に潜もぐるって。

「信じようが信じまいがお前の勝手だ。だが、親に相談するのはやめた方がいい。それをするぐらいなら銀行に押し入って金を工面した方がよっぽど安全だ」

　朝とも永ながは机に戻ってくると、中指と人差し指に名刺を挟んできらほに突き出した。

　そこには白しら川かわ医院の診察時間と、朝永の携帯番号が書かれてあった。

「無言の留守電メッセージはお前だろ？　基本的に昼間は学校に行っているから、診察時間は月から土曜の放課後と日曜全日だ。その気になったら電話すればいい。よく考えれば分かるとは思うが、お前にはあまり時間も、選択肢もない」

　朝永は冷れい徹てつな顔できらほを見た。



　白川医院から戻った晩、きらほは夕飯を終えると、居間での家族の団だん欒らんをキャンセルして部屋に戻った。

　顔からベッドに倒れる。その衝撃でパジャマからビヨンとしっぽが飛び出した。

「ど――――――――――――しよう」

　しっぽを空中で振り子のようにブランブランさせながらきらほは呟つぶやいた。悩みを解決するために病院に行ったのに、かえって悩みが増えた気分である。

　病名も、原因も分かった。どうやら治療法もあるらしい。しかし、その代償は三百万円、またはきらほの体だ。

　きらほの脳裏に朝永の顔が浮かんだ。

『お前には選択肢はない』

　考えれば考えるほど、朝永が冷たく放ったその言葉が正しいことに気がつかされる。

　きらほの選択肢は大きく分けて三つある。

　一つ目は大人おとなしく朝永に手術をしてもらう。

　二つ目は朝永以外のオカルト医師を頼る。

　三つ目は普通の病院に行く……。

　てっとり早いのは三つ目だ。朝永や掲示板に書いてあったオカルトの病気なんて嘘うそっぱち。このしっぽだって、単なる突然変異かもしれない。麻酔でもなんでもして切れば元通り。まあ多少の傷は残るだろうが、しっぽが生えたままよりはいいだろう。

　でも朝永の話が本当だとしたら――。

　その時はまずいことになるかもしれない。厚生省がオカルト病の患者を拉ら致ちする。たしかにオカルトにはそんな政府の陰謀がつきものだ。

　では、二つ目の他ほかのオカルト医師を頼るのはどうだろうか。

　白川医院から戻った後、きらほはもう一度あの掲示板やその他のサイトも巡ってみた。でも、都内には白川医院以外の医院は見つからなかった。長野や奈良にオカルト専門の医療行為をする寺の場所があったが、学校をサボって行くわけにはいかないし、朝永が言うようにお礼の額が安い保証はない。

　じゃあやはり朝とも永ながに手術をしてもらう？　でも、そのためには…………。

　この脱出不可能な無限ループを、きらほは先ほどからずっと頭の中で巡らしていた。

「はぁ――――――――――――」

　ため息をつきながら、薄茶色の髪をクシャクシャと掻かき回す。

「……にしても、三百万の代わりだなんて私の体も高く見られたものね……。さてはあいつめ、私に惚ほれたかな？」

　朝永が診察中にそんな様子を見せてなかったか、思い出そうとした。しかし頭に浮かんでくるのは、この世のものとは思えないくらい整った、でも嫌味で意地悪な顔のみである。

「ないな……」

　たぶん、きらほが困るのを見て喜んでいるのだ。

「なんという嫌な奴やつ」

　あんな奴に体を許すなんてやっぱりイヤだ。しかし、三百万円なんて金額は逆立ちしたってきらほには用意できない。

「う――――――――――――ん」

　考えていたら頭から煙が出てきそうになる。

　きらほは机の上の携帯電話に手を伸ばすと、頼れる友人にコールした。

『私だ』

　委員長こと田た中なか智とも子こが、いつもの口調で電話に出た。

「ねえ。いきなりなんだけど、三百万円手っ取り早くゲットする方法ってないかな？」

　きらほが切り出すと、電話の向こうでさすがの委員長も押し黙った。

『…………それは違法行為でもいいのか？』

「あんまりよくないけど、この際、多少ならいいわ」

『だったら援助……』

「ぶっぶ―――――。それじゃあ意味がないの」

『しかし体は、貯金も、財産も、技術もない人間の唯一の資本だ』

「そうかもしれないけど、駄目なものは駄目！」

『となると、残された道は刑法違反しかないが、それでも構わないか？』

　刑法違反と聞いて少しだけきらほの体が強こわ張ばった。

「……一応、話だけは聞かせて」

『まず、最も安全なのはピ―――――――だ。一回の実入りは決して多くないが、比較的安全で確実なのがいい。次にお勧めなのがプ――――――だ。これは最初のピ―――――に比べるとリスクが高いが、実入りの多さを考えると期待値的にはどっこいどっこいか、こちらの方がやや上。ただし検挙された時の罰則は、プ―――――の方が段違い高いから注意は必要だ。ただし、実際のところもピ――――にしてもプ――――――にしても、検挙率のデータからすると極めて低く、どちらもお勧めする』

　聞きながら、きらほの顔が次第に青くなっていく。

『お勧めといえば、ペ――――――も個人的にはお勧めだが……』

　委員長の犯罪講談は十分ぐらい続いた。内容は数値データに基づいた実に興味深いものだったが、終わった時、きらほの精神力は根こそぎ奪われていた。

『とまあ、こんな感じなんだが、参考になっただろうか？』

「……うん。自分には無理だって、分かった」

　やはり三百万稼かせぐのはそう簡単なものじゃないと、きらほは改めて気がつかされた。大人おとなが一年間働いて稼ぐぐらいの額なのだから、当然といえば当然なのだが。

『…………治療に三百万もかかるのか？』

「そーなのよ……。って!!」

　きらほは目をパチクリとさせた。

「どうして分かったの？　治療費って！」

『簡単な推理だ。三百万で買えるものになにがある？　自動車か宝石か？　あるいは高級家具かシステムキッチンか。豪華客船で行く、世界一周旅行か？　いずれにしても両親と暮らしているきらほが所望するものではないだろう』

「それは確かに……」

『物ではないとしたら他ほかになにがあるか？　愛情か？　たとえば男に貢みついでいるとか。実にありそうにない話だ。あと、あるとしたら、お前自身の体。たとえば整形とか。しかし三百万円整形に使えば相当変わる。親や周りにばれないようにするのはほぼ無理だろうし、それに私の見る限り、きらほは整形の必要があるとは思わない』



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、そうかな？」

『美人ではないが、愛あい嬌きようがある』

「……そう」

　ガックリとうな垂れる。

『以上の考えから、きらほが三百万円使う先は、自分の体。それも健康上の問題だと予想したわけだ。昨日、妙なことを私に聞いていたしな。家族にも友人にも言えないような深刻な問題が、きらほの体に起きていると考えた。で、今日の放課後、私との約束をキャンセルして相談に行った医者に言われた治療費が三百万円だったのだろう？』

「う――ん、お見事」

　名探偵もかくやという推理だ。

『……なにが起きた？』

「ええっと……」

　一瞬、きらほは話してしまおうかと思った。委員長ならきっと力になってくれるし、適切なアドバイスをくれると思う。

　でも、

「ごめん、ちょっとこれだけは秘密」

　気がつくときらほはそう答えていた。理由はよく分からないが、どうしてもこの問題は自分で解決しなければいけない、と感じたのだ。

　もしかすると、病気の原因があの事件だからなのかもしれない。

『そうか……。なら聞くまい。もしいつか話す気になったら、その時、教えてくれ』

「うん、ごめんね……。あと、もう一つ、教えてほしいことがあるんだけど……。ごめん、聞いてばっかりで」

『問題ない』

「委員長って中学校の時……、朝とも永ながと同じ中学だったよね」

『――ああ』

　返事があるまで少しだけ間があった。

『朝永怜れ央お麻まとは中学の一年、三年で同じクラスだった』

「彼のことで知っていることを教えてほしいんだけど」

『たとえば、どういった内容だ』

「なんでもいいから。知っていることはなんでも。中学校の頃ころ、どんな感じだったか」

『今とそう変わらない。顔も運動神経もいい。成績は常に毎回学年トップだった。だが、どうしようもないくらい非社交的で友人らしい生徒はいない。学校ではいつも一人で、学校が終わったらすぐに下校しているのも同じだ』

　その頃から放課後は白しら川かわ医院に戻って、開院していたのかもしれない。

『あと、朝永は肉親が近くにいないはずだ。中学三年に上がる時と三年の夏休み前、保護者を呼んで三者面談があった。普通、両親の都合が悪くても、祖父母か誰だれかが代わりに来るものだが、朝とも永ながは二度とも誰も来なかったと聞いた。新宿の家に一人で住んでいるというのがもっぱらの噂うわさだ』

　白しら川かわ医院の入っているあのビルに住んでいるのだろうか。

『あと、悪い噂も多かった。きらほも聞いたことがあると思うが、暴力事件だ』

「うん。絡まれた他ほかの高校の不良を半殺しにして、一週間停学になったってやつでしょう？」

『そうだ……。喧けん嘩かの現場は血の海だった。そのくせ、朝永の方は怪け我がらしい怪我をしてないというのだから、よっぽど強いのか、魔法でも使えるんじゃないかと、どうでもいいような噂が立ったほどだ』

　本当に魔法を使ってたりして――と、きらほは思う。だって白川医院（黒魔法）と電話帳に書いてあるぐらいだ、身を守る魔法の一つや二つ。

　――ややあって、委員長は続けた。

『実は……、その噂は正確ではない。絡まれていたのは朝永本人ではなく、同級生の女子だった。朝永は助けただけだ。相手は複数で過去にも暴力事件を起こした札付きの悪で、大したお咎とがめもなかった。一週間、学校に来なかったのは停学ではなく、ただのサボりだ』

「えっ、そうだったの!?」

　同じ暴力事件でも、絡んできたのを殴なぐり倒したのと、女の子を助けたのでは印象が微妙に違う。

『朝永がどうかしたのか？』

　改めて委員長は尋ねてきた。

「いやあ、ちょっと気になって……」

『今まで、きらほの口から朝永の話題が出たことは一度もなかった。急に出てきたのは、さすがに妙でならない』

「いやあ、学校で見ていたらあの美び貌ぼうにちょっとクラクラって。ハハハ」

『――きらほ。あまりこういうことは言いたくないのだが。あんなことがあったから自傷気味になっているのは分かるが、朝永、あの男だけはやめた方がいい。ろくなことがない』

　深刻な声で委員長は言う。

「あれっ？　委員長がそんな風に人を悪く言うのは珍しいな」

　うっ、と委員長が言葉を詰まらせたのが分かった。

「も、もしかして、委員長、朝永のこと？」

『そ、それは違うぞ。ただ、中学から見ているから、あの男が危険ということをよく知っているだけの話だ』

「ほんとうにぃ？」

『本当だ』

　動揺した委員長の声が面白くて、もう少しイジってやろうかときらほは思ったが、これ以上言うと本当に怒りそうなのでやめておいた。

『あと――』

　しばらくして、委員長はもぞもぞと言いづらそうに付け加えた。

『……こう言うとまた誤解されそうなので、あまり言いたくはないのだが、さっきの話、不良に絡まれた朝とも永ながのクラスメイトの女子というのは……実は私だ』



　ピッ――。

　携帯電話を切ったきらほは、「ふう……」っと、深いため息をついた。

　再びベッドに仰あお向むけになり、蛍光灯の明かりを遮さえぎるように手の甲で目を覆った。

「どうしよう……」

　ポツリと呟つぶやく。

　頼みの綱の委員長に相談しても、この状況を打開する画期的なアイディアは浮かばなかった。分かったのは、やはり手術費用を用意するのは無理という現実と、そして朝永の過去に関するちょっとした事実。

　委員長に病気のことを聞かれた時、しっぽのことも話せばよかったかと、きらほは今更ながらに思う。でも、もう一度かけ直す気にはさすがになれなかった。

　ボーっとしていると、頭の中で例の無限ループが再び堂々巡りを始める。こんなループをいくら回したところで、絶対解決策なんて出ないのに。

「よしっ。くよくよ考えるの禁止！」

　きらほはちょっと大きな声を出すと、ガバッと起き上がった。

　たぶん、今の与えられた条件だけでは解は出ない。昨日の授業で習ったばかりのにわかな数学の知識で言うなら、「方程式よりも未知数の数が多い」状況なのだろう。今必要なのはさらに新しい条件だ。

「明日、もう一度、朝永のところに行くっ！」

　きらほは立ち上がると、拳こぶしを突き上げる。

　まず体で払うことはキッパリ断る。これは前提条件だ。

　たとえ、朝永が意外にいいヤツだったとしても、きらほが頼んだところで手術費用をまけたりはしてくれないだろう。でも、よく話しあえば、なにか違う妥協策が見つかる可能性はある。

　きらほはポケットから朝永の名刺を取り出した。

　日曜日の診療は朝八時からやっている。通学と同じ電車に乗って行けば丁度よさそうだ。

　普段の日曜日なら、きらほはまだぐっすり寝ている時間。もしかすると、桜さくら乃の家の他ほかの面々も起きてないかもしれない。

　きらほは久しぶりに目覚まし時計をセットした。それからお風ふ呂ろに入ると、早々に布団に潜もぐりこんだのである。



　５　手オ術ペ



　きらほは――、薄暗い階段を上っていた。

　近所の古いマンションの階段。きらほが幼い頃ころ、よく友人たちと遊んだ場所だった。

（私、どうしてこんなトコにいるんだろう……）

　どうやって来たのか、どこに向かっているのか分からない。気がつくとここにいて、階段を上り続けていたのだ。

　――十回ほど踊り場を折り返して、きらほはようやく気がつく。

　これは夢だ。

　何度も何度も見た、あの時の夢。

　だとしたら、この階段の先にあるものは……。

　ハッと、きらほは息を飲みこんだ。

（このまま行っちゃ、駄目！）

　頭の中で叫ぶ。

　今すぐ回れ右して、引き返したい。

　それなのに、きらほの意思に反し、体は階段を上り続ける。

（駄目。行っちゃ、駄目だったら……）

　どんなに強く願っても、一度動き出したら止まらない自動機械のように、きらほの足は先に進もうとする。

　やがて、階段が終わる。

　目の前には屋上に繋つながる扉。合わせガラスの窓が夕日色に染まっていた。

　軋きしみ音を立てながら、扉が開かれる。



　――男の子がいた。



　上から二つまでボタンをはずした白いワイシャツに、緑のチェックのズボン。西の空に沈む夕日をバックに落下防止用のフェンスに腰掛けて、現れるのが分かっていたみたいに、きらほの方を見つめていた。

「福ふく井いくん……」

　声が漏れた。

　夢だと分かっているのに、嬉うれしさと寂しさで、きらほの胸はいっぱいになった。

「駄目だよ。そんなところに座ってたら。危ないよ」

　この台詞せりふを吐くのが初めてでないことをきらほは理解していた。それを口にすることが無意味であることも、また。

　きらほはフェンスの方へと近づいて行った。何かを警戒しているかのように、ゆっくりと、一歩一歩、歩み寄っていく。

　ふいに、彼がフェンスの上に立ち上がった。

　両手を肩の高さで広げてみせると、ニッコリときらほに向かって笑いかけた。本当に子供のような無む垢くな笑顔で――。

「駄目！」

　きらほはフェンスに向かって駆け出した。空を掴つかむように手を伸ばす。

　あと数歩、彼の足に手が届こうかという刹せつ那な――。

「あっ」

　きらほが小さく叫んだのとほぼ同時だった。

　男の子は空に身を躍らせた。

　目の前の画像が、ビデオのスロー再生みたいに細切れに見えた。手を広げたまま、笑みをたたえたまま、男の子の体が下方へ移動していく。

　きらほの両手がフェンスを掴んだ瞬間、スローから標準再生に切り替わる。

　刹那の後、何かが潰つぶれたような音が上がった。

　黒いアスファルトの上。大の字に横たわった彼の四肢から、赤い染しみのようなものが広がっていった。

　徐々に集まってくる喧けん騒そう。

　救急車のサイレンの音に赤色灯。

　そして。



　――――――――――――――――――――絶叫。



「いやぁぁっ！」

　きらほは布団を撥はね除のけて、上体を起こした。

　ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……。

　百メートルの本気計測をやった後の時のように息が荒い。

　深呼吸しながら胸に手を当てる。寝汗で濡ぬれたパジャマの下で心臓が三十二ビートを刻んでいた。

　再び見た、あの時の夢。二ヶ月前のあの事件以来、きらほの胸の中にずっと横たわっている暗くら闇やみの雲の苗床。朝とも永ながによると、しっぽが生えた原因でもあるという。

　全身が悪い空気に毒されたみたいに気分が悪い。吐き気すら覚える。

　たしかに、これからもこんな思いをずっと繰り返すことになるぐらいなら、いっそ猫にでも犬にでもなって、すべてをすっかり忘れたくなる。

　息がようやく落ち着いてくると、きらほは机の方へ目をやった。

　もう五分ほどで午前七時。

　きらほはベッドから抜け出して、立ち上がった。

　カーテンの隙すき間まから見えるのは、嫌味なくらいに晴れあがった空。ローテンションな自分とのギャップがなんとも辛つらかった。

　気分を変えるために、通学鞄かばんの中から携帯オーディオプレイヤーを取り出そうとした。

　その時である。

　机の上の鏡台に、不思議な生き物が映っていた。

「はっ？」

　目を擦こすろうと手を顔に持っていこうとして、そのまま固まった。

　手もまた不思議な形状をしていた。

　体を戦慄おののかせながら、きらほの目が次第に大きくなった。

　やがて、これ以上ないくらい丸々と見開かれた時――。

　黄色い悲鳴が朝の住宅街に響き渡った。
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　日曜日・午前八時。診察開始時間――。

　朝とも永なが怜れ央お麻まの仕事は、診察室で一杯のコーヒーを淹いれることから始まる。

　彼は極度のコーヒー中毒ドランカーだ。日に十杯、二十杯は平気で飲んでしまう。普通それだけカフェインを摂取すると夜眠れなくなるものだが、朝永の場合は逆である。コーヒーを十分に飲まないと情緒不安定になり、寝つきが悪い。

　これだけの中毒になると、コーヒーへのこだわりも自然と強くなる。

　毎月、近所のコーヒー豆の専門店から青い生の豆を買っている。それを自前のロースターで焙ばい煎せんして、飲む直前に碾ひいて飲むのだ。

　飲み方にもそれなりにこだわる。淹れ立てのコーヒーに満たされたカップを鼻の下に持っていき、一周回す。鼻び腔こうが蒸気の湿り気と上質なコーヒーの香りで満たされると、それから口に持っていき、一口含む。「ふむ」と満足げに頷うなずくと、読みかけの本を読みながら、飲み進めるのである。

　診察室のパイプ椅い子すの上で一杯目のコーヒーを飲み終わり、どうも物足りないのでお代わりを作ろうかと思っていた時のことだ。診察室の扉が乱暴に開かれた。

　朝永は柳りゆう眉びをひそめた。思わず引き出しの中のアレに手を伸ばしたくらい、絵に描いたような不審人物が立っていた。

　黒い帽子を深くかぶり、大きなグラサン。そしてマスク。手には包帯がグルグル巻きに巻かれていた。黒いウインドブレーカーをひっかけ、ズボンはジャージ姿。よほど急いで来たのか、肩で息をしていた。

　朝永はフッと微笑ほほえむと、机の引き出しを元に戻した。

「どなたさまだったかな？」

「……」

　不審人物は小さく何か言った。

「はっ？」

　今度は意地悪をしたわけではない。本当に聞こえなかったのだ。

「治してって言ってる……ニャ!!」

　鳴き声みたいな声を出しながら、帽子を取った。

　中からこげ茶色のクレープのような三角形のものが飛び出した。

　マスクを取ると、ツンツンした髭ひげのようなものが左右に三本ずつ現れた。

　さらに両手の包帯を取ると、肉球のあるフサフサの手が。

　最後、大きなグラサンを取ると、目に涙を浮かべた桜さくら乃のきらほの顔が現れた。

　朝とも永ながはコーヒーカップを流しに置くと、壁の棚からファイルを取ってきた。

「一晩で異常なくらい獣化が進んだな……。そんなところに突っ立ってないで、こっちに来い」

　きらほはそろそろと足を中に進めると、診察の時と同じ丸まる椅い子すに座った。

　朝永は席に戻ると、半ば呆あきれ顔できらほの顔を見つめた。

「恥ずかしいから……あまり見ないで……ニャ」

　きらほが肉球で顔を隠しながら下を向く。朝永はイライラしたように黒い髪を掻かいた。

「桜乃……」

「ニャ？」

「猫耳は分かる……。まあしっぽと同じ獣の特徴だからな。その髭も肉球も獣化の症状として認めてやる。だが…………。なんだ、そのいかがわしい猫語は！」

「知らないわよ……ニャ！　勝手に口から出ちゃうんだから……ニャ！」

「大体、文法がおかしい。ちゃんとした猫語の文法なら、今のは、知らないニャ、勝手に口から出ちゃうニャ。だろうが」

「猫語の文法なんて知らないわよ！　……ニャ」

「……知らないニャ、だ。にしても、発病からたった三日でここまで進行するとは。さすがの俺おれも見抜けなかった。今朝起きたらこうなっていたのか？」

「……」

　きらほは無言のまま頷うなずくと、今朝のことを思い出してため息をついた。

　きらほの悲鳴で目を覚ました父、母、弟の三人が、部屋の前に殺さつ到とうしたのだ。無理のある言い訳をしてやり過ごすと、窓から脱出して新宿まで来たのであった。

「夢を見たんだな？　よっぽど強いtraumaトラウマを持つ夢でもない限り、一晩でここまで進行しないだろう」

　朝永はきらほに鋭い視線を送った。traumaトラウマの内容を話せと言っているように見えたが、きらほは口を固く結んだ。

「まあいい。とにかくこのままでは、もうすぐお前は獣になる。今はまだ脳が人として機能しているが、いつまで大丈夫かは分からない。もし身も心も猫になってしまえば、現実問題として、もうお前を助けることはできない」

「だからさっきから治して、って言ってるニャ」

「今のネコ語は正しかったな。治すのはいいが、金はできたのか？　それとも、体で払う覚悟ができたのか？」

　きらほは顔を赤くすると、俯うつむいて体をモジモジさせた。

「……ええっと、その……ニャ」

「うん？」

「だから……その、何回なのかニャ？」

「何が？」

「だから、一回でいいのかって言ってるニャ！」

　きらほは顔を上げた。

「そんなわけがないだろ。三百万円分だ。それとも桜さくら乃のは自分が一回で三百万円分も働けると思っているのか？」

　平然と朝とも永ながは言った。

　きらほは絶望的な気分になった。しかし、もう悩んでる精神的余裕はない。

「……分かったニャ……。ただし何かあった時は……、責任は取ってくれるニャ？」

「当然だ。契約書もきちんと交わす」

　きらほは不思議そうな顔をしたが、そのまま頷うなずいた。

「では……」

　朝永は黒いドクターコートを翻ひるがえして、立ち上がると力強く宣言した。

「オペを始めよう」

　――と。
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「始める前に、ここに血判がいる」

　朝永はきらほに一枚の羊皮紙を渡した。

「手術同意書アドミツシヨンだ。血が駄目なら、朱肉でも構わない」

　きらほは肉球に渡された朱肉をつけると、羊皮紙にペタンと猫の手形を押した。

「まあ、いいだろう」

　受け取った朝永の格好を見て、きらほは噴き出した。

「なに、その格好……ニャ？」

　黒いドクターコートに加えて、さらにマントを身につけていた。おまけに巨大なつばのトンガリ帽子。

「魔法医師の正式な衣装だ。オペは魔術の儀式だからな。グズグズ言ってないで、ベッドの上に仰あお向むけに横になれ」

「私は服を着替えなくていいのか、ニャ？」

「スカートも脱げない奴やつに、そんなことを期待しない」

　きらほがベッドの上に横になると、朝とも永ながが細長い燭しよく台だいを五本持ってきて、床の魔方陣の五ご芒ぼう星せいの角に置いていった。それに結婚式のキャンドルサービスで使うような先に火の灯ともった棒で次々と火を灯していく。

　部屋の奥のカーテンを閉じ電気を消すと、部屋の中は薄うす暗くら闇やみに包まれた。蝋ろう燭そくの炎の光で天井の魔方陣も一緒にゆらゆらと揺れる。

　本当に黒魔術の儀式のようだ。きらほは動どう悸きがして、冷や汗が滲にじみ出ていた。

　しばらくすると、お香のような匂においが部屋の中に立ち込めてきた。結構いい匂いで、きらほの緊張を少しだけ和らげた。

　朝永がステンレスのカートをベッドの横に止めた。カートの上には、シルバーのメス、鋏はさみ、鉗かん子しなどが整然と並んでいた。

　朝永は先ほどきらほが血判した手術同意書アドミツシヨンを左手に持つと、右手で天井を指差した。

〈我は請う。汝なんじの仁じん慈じを、この糊こ塗との入信者に与えんことを〉

　朝永が呪じゆ文もんのような言葉を発すると、羊皮紙がぼうっ……と炎に包まれて、一瞬で灰になって床に落ちた。

「これから。キラホ・サクラノのオペを始める」

　そう告げると、朝永はきらほに顔を近づけてきた。

（ちょ、ちょっと、何をする気……ニャ）



    

  
    
      



    

  
    
      　キスをされると思い、反射的に目を瞑つむろうとしたきらほの顔の横を通って、朝とも永ながの顔は耳元に至った。

〈我は請う。汝なんじの息吹によってこの者の二体が夢に入いることを〉

　耳元で呪じゆ文もんを囁ささやかれると、唇が耳たぶに触れた。

　その瞬間、きらほは体中からスッと、何かが抜けていったような気がした。

「な、なにをやったニャ？」

　真っ赤な顔で尋ねる。

「ナルケ……。アストラル体に作用する麻酔だ。これでアストラル体投影ボデイプロジエクシヨンが楽に行われるようになる」

「アストラル体投影ボデイプロジエクシヨン……ニャ？」

「肉体とアストラル体の分離だ。まあすぐに分かる」

　朝永は机の上に置かれた一冊の本を手にした。黒い背表紙の古くて分厚い本だ。

「桜さくら乃の。これからアストラル投影の儀式を行う。俺おれが呪文を唱えている間は動くなよ。下へ手たに動いたら中途半端に投影されて、永遠に融合できなくなってしまうからな」

「ちょっと待ってニャ」

　きらほは慌てて体を動かし横向きになると、丸まるような格好になった。

「ニャ」

　朝永は頷うなずくと、本を開いて呪文を唱え始めた。

〈我は請う。汝の爪つめがこの者の一斉なる体のはぎ目を切り断つことを。我は請う〉

　ベッドの周りの床に描かれた魔方陣から、淡い緑の光が浮き上がった。きらほからは見えないが、天井の魔方陣も光っているかもしれない。

（すごい。本当に魔法……ニャ）

〈我は請う。汝の御み手てがこの者の一体の腕を取りいざなうことを。我は請う〉

　淡い光は魔方陣の上でクルクルと周り始める。

　見ているとだんだんと頭がボーっとしてきて、光ではなくきらほが横たわるベッドの方が回っているような感覚になった。

〈我は請う、我は請う、我は請う、我は請う……〉

　朝永の声が遠ざかって行く。魔方陣の光はさらに高く伸びて行き、天井から垂れてきた光ときらほの目の前で重なりあう。

　――刹せつ那な。

　テレビの電源を切った時のような音がして、きらほの意識が分断された。

　直後に意識を取り戻す。本当に一瞬だった。

　魔方陣の光は消え、再び蝋ろう燭そくの炎だけが唯一の光源となっていた。

「アストラル体投影は成功した」

　ベッドの横で、朝永の声がした。

「ニャ？　もう終わったのか……ニャ？」

「ベッドから下りてきてみろ」

　きらほは言われた通り、何も分からないままベッドから下りてみた。

「ニャ？」

　奇妙な違和感で振り返った。

　――――――――――。

　きらほがいた……。いや、きらほとそっくりな物が、ベッドに横になっていたのである。

「ニャ……。ニャニャニャニャ、ニャンですとおおおおおおおおおおおお!?」

　興奮のあまり、意味不明な声が口から迸ほとばしった。

「これが桜さくら乃ののアストラル体だ。つまり、夢を見ている時のお前自身の体。肉体とまったく同じように見えるが、こちらにはお前の願望が反映される分、微妙に違うはずだ」

　言われてみると、胸が実際より少し膨らんでいるし、なんとなく団子鼻がすっきりしている気もする。

「これが私のアストラル体……」

　きらほはベッドの上のそっくりさんに触れようとした。

　触れられなかった。ものすごく現実感のある体がそこにあるのに、手を触れようとするとホログラムのように通過してしまうのだ。

「無理だ。そこにあるように見えるだけで、アストラル体はアストラル世界プレーンに存在している。触れるにはアストラル由縁の道具がいる」

　朝とも永ながは銀色の手袋を装着した手を二、三度開閉させると、アストラル体のきらほのしっぽを指ではじいた。ビヨヨーン、と振動する。

「じゃあ、こっちの体のしっぽを切れば、肉体側のしっぽも消えるわけニャ？」

「……桜乃。お前、小学生の頃ころ通知表に『人の話を聞かずに困ります』、と書かれていたんじゃないか？」

　図星だったので、きらほはムッと頬ほおを膨らませた。

「アストラル体のしっぽを切っても、根本的な解決にはならない。なぜなら昨日も言ったが、アストラル体の変異はお前自身が望んでいることだからだ」

　朝永がカートの上からメスを手に取ると、しっぽにあてがった。

「ちょっと、待ってニャ！　心の準備がまだニャ」

「大丈夫だ。痛みは感じない」

　言うや、スッとメスを動かした。

　人にん参じんか大根を切るがごとく、しっぽは簡単に切断される。切られたしっぽはテレビゲームで主人公に倒された敵みたいに、細かい粒子に分解されて消えてしまった。

「あっ！　……ニャ」

　きらほはお尻しりのしっぽに手を回した。肉体側のしっぽも途中から切れていた。

「やった……ニャ」

　と、きらほが呟つぶやいた瞬間である。

　アストラル体のしっぽの切断された場所から、切れたはずのしっぽが再生した。それはすぐさま実際のきらほの体にも反映されて、しっぽは元通りになる。

「自明だな。どんなにアストラル体の変異部分を取り去ったところで、根本を断ち切らない限り変異は止まらない」

「じゃあどうするのニャ？」

「アストラル体の中にある問題箇所を、外科的手術で切除するしかない」

　朝とも永ながはベッドに横たわるきらほのおでこを人差し指で押した。

「桜さくら乃のが獣化を望むのは、アストラル体頭部にある腫しゆ瘍ようのためだ。腫瘍は、強すぎる精神的外傷traumaに汚染されるのを防ぐため、アストラル体が作る防衛機能。腫瘍に対し外科的処置を行えば、アストラル体の変異は終わる」

「じゃあ、頭を開くのかニャ？　傷が残ったりは……」

「それはない。アストラル体の変化はその変異がよほど大きくない限り、肉体側に反映されることはない。もし反映されるのであれば、桜乃の実際の胸はもっとあるはずだ」

　朝永が無遠慮な視線をきらほの胸部に送る。

「小さくて悪かったわねニャ！」

　朝永はきらほの文句を取り合わずに、カートの下からカバーのようなものを出すとベッドの上のきらほの上に被かぶせた。顔まで隠すと、前髪をヘアバンドで留めて、額を露出するようにする。

　それから黒いマジックのようなペンで、きらほの額にコの字の線を書き入れた。

　そこにメスを入れるのだと気がついて、きらほは固唾かたずを呑のんだ。

　頭にメスを入れるということは、普通の病院でいえば脳外科手術だ。心臓外科と並んで最高難度の手術である。

「ちょっと、朝永……ニャ？」

　きらほは上目遣いで、カートの上の手術道具のチェックをする朝永に話しかけた。

「昨日、獣化症の手術はもう五回もやったって言ってたニャ。全部成功したのかニャ？」

　ギロリ、と本当に音がしたかのような勢いで、朝永は不満そうな視線をきらほに送った。

「なんだ、俺おれの腕が信じられないのか？」

「いや……。そんなことはないんだけど……ニャ」

　きらほが困ったような顔になると、

「いずれも成功している。強い精神的外傷の腫瘍部はアストラル体の浅い場所にある。だから外科的手術の中でも比較的楽な手術だ」

　朝永はぶっきらぼうに答える。一応、きらほを安心させようとしているらしかった。

「……掲示板のジュンナさんは、どうなったニャ？」

「ジュンナ？　ああ。無事に手術も成功して、結婚して、子供も生まれたと葉書が来た。子供の手が離れたら仕事にも復帰したい、と書いてあった」

　ホッとした。あの書きこみのお陰で自分の他ほかにもしっぽが生えた人がいることを知り、すごく勇気づけられたから。それを聞いて、きらほの緊張が少しだけほぐれた。

「さあおしゃべりは終わりだ。アストラル体の開頭手術を始める」

　ベッドの前部に回ると、朝とも永ながはコの字の入った前頭葉にメスを当てた。

　変な感じだった。自分には似ているけど自分の体そのものではない。そう思っても、簡単には割り切れなかった。

　朝永のメスが、マジックの線の上に立てられた。

（ウッ）

　思わず目を背けそうになりながら、きらほは我慢して見続けた。

　ス――っと、メスが皮膚を切り裂いていく。

　さすがに器用だと、きらほは思う。

　手の動きに躊躇ためらいがない。自分だったら絶対、あんなにまっすぐに切れない。カッターで画用紙をまっすぐ切れたためしがないのだから。

　額に、下線からまったくはみ出ていないコの字の切り口が作られる。鉗かん子しで頭皮の端を掴つかむ。

　グロそうな予感がしたので、きらほは両手で目を覆った。でもやはり気になるので、指の隙すき間まから見てしまう。

　パカっと。映画のアンドロイドの頭部が開いて中から小型の宇宙人が出てくるような感じに、きらほの前頭葉は開かれた。

　頭ず蓋がい骨こつとか、脳みそとか、血とか、そういうものはない。中は墨色の闇やみに覆われていた。

　朝永が開創器でペラリと開いた頭皮を固定する。鍔つば付帽子の下に装着したヘッドセットのペンライトを灯ともして、暗くら闇やみの中を照らした。

　ブラックホールのように広がった先の見えない闇の中に、網状の細い糸が蜘く蛛もの巣のように張り巡らされていた。

　クイクイと、朝永が手招きするので、きらほは彼の傍そばまで寄った。

「このパスの集まりが桜さくら乃ののアストラル体の中枢だ。過去の記憶や意識が格納されている」

　顔を近づけると、時々、光の粒がものすごい速さでパスを伝っているのが見えた。

「光の粒が見えるけど、動いているのかニャ？」

「自明だ。麻酔がかかってはいるが、停止してはいないからな――。この中に問題の腫しゆ瘍ようがある」

　そう言うと、朝永は頭の中に指を入れていった。

　男子のわりに華きや奢しやな手が、張り巡らされた蜘蛛の巣を掻かき分けるように、ブラックホールの中へ中へと入っていく。

　手慣れているように、きらほには見える。手術の経験が豊富というのは本当のようだ。

　唐突に、朝永の手が止まる。

　鉗子で蜘蛛の巣のパスの一本をつまんだ。

　きらほは朝永の手元を覗のぞきこんだ。

　蜘く蛛もの巣の線の一本から、奇妙な形のものが隆起していた。

　瘤こぶというには細長い。胡瓜きゆうりや瓜うりのような形をしている。太さは、周りの線の三倍から五倍はありそうだ。周りの線が白いのに対し、その瓜だけは赤い色をしている。

　朝とも永ながは隆起部の根元に鉗かん子しを移動させた。

「これがお前にしっぽを生やさせた腫しゆ瘍ようだ」

　明らかに周りの糸とは違う。きらほでも、一目見て異常だと分かる。

「じゃあこれを切れば、獣化は止まるわけニャ？」

「ああ。そうなんだが……」

　朝永はアストラル体の中から手を出すと、きらほの方を向き直った。

「実物を見せてからの方が望ましいと思い言わなかったが、腫瘍の切除方法でお前は一つ選択しなければいけない」

「ニャ？」

「一つは腫瘍の周りの中枢組織をすべて切除する。これは手術上最も安全な方法で、なおかつ、再発の恐れの少ない一般的な方法だ。だが、腫瘍の周りにはお前のtraumaトラウマになっている意識や記憶が格納されている。それをまとめて切除することになるので、お前からそのtraumaトラウマに関係する多くの知識がなくなる」

　きらほは息を呑のんだ。

「つまり……、すべて忘れてしまうニャ？」

　重々しく頷うなずく朝永。

「もう一つの方法は、なにニャ？」

「腫瘍のみを切除する」

「……でも、欠点があるニャ？」

「ああ。何度も言うようだが、腫瘍はtraumaトラウマによって発生したアストラル体へのダメージをなくすために作られた、圧力逃しのための風船のようなものだ。風船をなくしてしまえば、traumaトラウマは一気に中枢全体に広がるだろう。克服することができればいいが、もしできなければアストラル体は活動を停止する」

「活動を停止したらどうなる、ニャ？」

「もしそうなれば……、肉体が活動を停止するまで、眠ったままの生活になる」

　それはつまり、死と同じということ――。

「……朝永のお勧めは全体を切ることニャ？」

「ああ。traumaトラウマは覚えておきたくない記憶だ。それなら、いっそ切ってしまっておいた方がいい。いつ、それがもとで何が起きるか分からない、時限爆弾みたいなものだからな」

　爆弾……。

　きらほは唇を噛かんだ。

　たしかに忌まわしい記憶だ。夢で見るたびに、何度忘れてしまいたいと思ったことか。

　でも、本当に忘れてしまっていいのか？

　あの日、あの時、なにが起きたのか。それを忘れてしまって。

「……駄目ニャ」

　きらほは俯うつむいたまま呟つぶやく。

「朝とも永なが、私……。二番目の方でお願いするニャ」

「なぜだ？」

「ものすごく辛つらい記憶だけど、その周りには、楽しかった思い出があるはずだから、それを消したくないニャ。それに、これは、自分で乗り越えないといけないことのような気がするから……ニャ」

　顔を上げると、きらほは強い意志を含んだ目で朝永を見返した。

　しばらく無言のままきらほを見つめた後、朝永は小さくため息をついた。

「なにも言わずに、手術をしておけばよかったな」

「でも、traumaトラウマを克服できるかもしれないニャ？」

「精神的重圧から逃れるために猫になろうとするような奴やつにできるか、甚はなはだ疑問だ」

「……」

「だが」

　朝永がプイっと横を向いた。

「お前がその記憶を持っておきたいのなら、その望みに従う」

「……ありがとうニャ」

　きらほはちょっと首を傾かしげて微笑ほほえんだ。

「勘違いをするな。俺おれは患者から対価をもらって手術をする。だから患者の意思をできるだけ優先する。それだけの話だ」

　朝永が憮ぶ然ぜんとした表情で鼻先を掻かいた。

　一瞬だったが、朝永が照れたように見えた。きらほはもう一度、今度は胸の中で笑った。



　６　きらほのtraumaトラウマ



「これからアストラル体中枢部の腫しゆ瘍よう摘てき出しゆつを行う」

　緊張した面持ちで、朝永は銀色の液体金属に満たされた細い注射器を手にした。

「アストラル体中枢部の手術で難しいのは、パスの切断時の意識の流出だ。失敗するケースのほとんどが、意識の流出過多による」

　注射の中の溶よう媒ばいは、意識を固着させるものだという。

　朝永は腫瘍のあるパスの二箇所を腫瘍が間に入るようにクリップで留め、注射を打った。

「今のでどうなったのニャ？」

「凝固剤により、お前のtraumaトラウマ周辺の意識が固まった。これにより、意識の流出を最小限に抑えられる」

　朝永が鑷子ピンセツトで腫瘍部分の先端をつまむと引っ張った。それから、一番小さなメスを隆起した根元にあてがう。

　スッと、メスを動かすと、あっさりと赤い腫しゆ瘍よう部分はパスから離れた。

　腫瘍をカートの上のパレットの上に置く。

「すぐに消える」

　その言葉通り、時間が経たつとアイスクリームが溶けるみたいにドロドロとパレットの中で溶けて、最後はジュウと湯気を上げて消えた。

　もう終わりかな、ときらほが思っていると、朝とも永ながは切断面を見ながら舌打ちをした。

「どうかしたかニャ？」

「パスの方にも腫瘍が広がっている」

　指差したところをじっくり見ると、たしかに、腫瘍のあった根元部分のパスも、少し桃色に変色していた。

「これだと、パスの一部も切断しないといけないな」

「難しいかニャ？」

「切断は難しくないが、切れたパスを繋つなぎ合わせる縫合の難易度は高い。まっ、俺おれにかかればそうでもないが」

　何気に自慢しながら、朝永はカートの上から糸巻きを取った。

　糸の先端を鑷子ピンセツトで持つと、周りのパスと問題のパスを腫瘍があった部分の前後二箇所で結びつける。

　鑷子を使ってよくあんなにすばやく結び目を作れるものだと、きらほは感心した。

「朝永ってお裁縫得意そうニャ」

　朝永は応こたえずにパスを鑷子で持つと、赤くなった部分をギリギリのところで切断した。

　パスをくくりつけたのは、切断した時に垂れさせないためであることが分かる。同様に、反対側も、パスの先端を鑷子で掴つかんで、切断する。

　腫瘍と同じように、鑷子に掴まれた赤くなったパスがトレイの中に入れられた。

　切断されたパスが二本、他ほかのパスに結びつけられて宙ぶらりんになる。

「後学のために教えておいてやる」

　朝永がパスの先端を鑷子で掴んで、切断面をきらほの方に見せた。

　覗のぞいてみると切断面から、チューブ糊のりのようなドロっとしたものが垂れていた。

「さっき注射した凝固剤だ。手術中の意識の流出を防ぐと同時に、traumaトラウマがアストラル体に広がるのを食い止めている」

　きらほは緊張した面持ちで頷うなずいた。

　朝永が切断されたパスの一方を鑷子で持つと、結びつけた紐ひもを解く。左手で鑷子を持ってパスをもう一方の切り口にあてがうと、右手に持針器を掴む。持針器の先端には糸の通った針が結ばれていて、これを使って縫合を行うのだ。

　縫合が始まる。

（スゴイ……ニャ）

　直径が五ミリくらいしかない二本のパスを綺き麗れいに縫いつけていく。二本のパスの間を行ったり来たりしながら、ものすごく細かい間隔で縫い合わせる。

　まるでミシンの動きのように、針の往復運動に揺るぎがない。

　速くて、丁寧で、なおかつ細かい。

　一周すると、今度はジグザグ縫い。これがまた、ものすごく速い。まるで刺し繍しゆうみたいに、綺麗な縫い目を作っていく。

　朝とも永ながの手の動きを追いながら、きらほは異様なくらい冷静な自分に驚いていた。たった今、行われているのは、きらほ自身の手術なのだ。もし朝永が手を誤らせれば、とんでもないことになるかもしれない。だというのに、まるで知らない人の手術のように落ち着いて観察している。恐らくベッドの上に寝ているのが自分という意識が足りないのと、それぐらい朝永の手の動きが不安を感じさせないものだからだろう。

　朝永はジグザグ縫いを一周やると、持針器の針から糸を抜き、鑷子ピンセツトで結び目を作った。最後にパスを結びつけていた紐ひもを解くと、繋がった一つのパスになる。

　朝永は手を休めず、アストラル体から手を出すと、開創器を外して額の皮を戻した。こっちの方は、指先で針を持って、本当に裁縫みたいに縫っていく。

　やはり速い。きらほ自身や母のシズホは裁縫が下へ手たなので比べるまでもないが、以前見た手縫いでトルコ絨じゆう毯たんを作る人と同じくらい、神業に見える。

　おまけに、縫い糸、縫い目が見えない。アストラル体の傷は実際の肉体には反映されないはずだが、この辺は一応きらほへの配慮なのかもしれない。

　縫合が終わり、端で糸の結び目だけが小さく見えた。

「縫合終了だ」

　朝永は鋏はさみと針を持った手を上げた。

「お見事……ニャ……」

　気がつくと、きらほは肉球でパチパチパチって拍手をしていた。

　誰だれが見ても分かる、ものすごい技術。それなのに汗一つかいていない。あれだけ忙しく手を動かしていたのに涼しい顔だ。手術前に自信を見せただけのことはある。

「質問ニャ。抜糸はどうするニャ？」

「必要ない。時間がくれば、どちらもアストラル体と同化する」

　なるほど、と思いながら、きらほはしっぽと猫耳に触れてみた。どちらも肉球と同様、健在である。いつ治るのかと、きらほは目で尋ねた。

「腫しゆ瘍ようのなくなったパスに、意識が通じれば消えるはずだ」

「じゃあ、この後はどうなるニャ？」

「俺おれのやるべきことは終わった。今度はお前の番だ。凝固剤が溶ければtraumaトラウマがお前のアストラル体を襲う。手術の成否は、桜さくら乃のがそれを乗り越えられるかどうかにかかっている」

「溶けるまでの時間は？」

「おおよそ十五分ぐらいか」

　きらほは手術台の自分の体の横に座ると、蝋ろう燭そくに照らされた自分にそっくりの体の頭を見つめた。

　あの中には爆弾が詰まっている。十五分後、間違いなく爆発する爆弾が。

　深呼吸を一つすると、手術道具や手袋をカートに返し終えて、机の上に腰掛けた朝とも永ながの方を向き直った。

「にしても朝永、すごいニャ。あんな技術、誰だれに習ったのニャ？　お父さんかニャ？」

「父ではない。俺おれに魔法医の技術を教えたのは師だ」

「師？　先生ってこと？　……ニャ？」

「専門は法力だったが、西洋魔法医学にも通じた男だ。今は、大陸に旅に行っている。師は俺の親父おやじの代わりに白しら川かわ医院をやっていたが、最初から俺が一人前になったら、譲る気だったみたいだな。突然、置き手紙をして出て行きやがった。なーにが、“〝わが術、汝なんじはことごとく得たり”〟だ。あのくそハゲ」

「じゃあ、朝永、それからずっと、ここに一人暮らしなの……ニャ？」

「まあな。別に実家があるが、めったに帰ることはない」

　端正な顔に影が過よぎった。触れてはいけないことのようだ。

　きらほは委員長が言っていたことを思い出す。面談の時、誰も来なかったって。オカルトとはいえこの若さで医院を継ぐことになったのだ。込み入った事情があるに違いない。

「逆に俺からお前に質問する。……お前のtraumaトラウマはなんだ？」

　抑よく揚ようのない声で、いきなり朝永は尋ねた。きらほの体がビクッと緊張する。

　必ず聞かれるとは思っていた。むしろ今まではっきりと聞かれなかったのが、奇妙だったぐらいだ。

「……それは医師として聞いているのかニャ？」

「いや、ただの好奇心だ。言いたくなければ言わなくてもいい」

　そう言うと、朝永は顔を上げたきらほを穏やかな表情で見つめた。

　きらほのtraumaトラウマ――。

　昨日見た夢から、その内容が予想通りであることが分かった。

　それを知っているのは、父と母と琢たく己みと、委員長だけ。

　以前だったら考える間もなく拒否しただろう。医師といっても、目の前にいるのは数日前に初めて言葉を交わした人物。それも、気き障ざでセクハラで、お金が払えなければ体で払えなんていう、男として最低の奴やつ。

　でも。

　なぜだろうか。きらほは話したいと思った。

　理由はよく分からない。もしかすると、traumaトラウマに襲われる前に、自分の中で気持ちの整理をしておきたかったのかもしれない。

　とにかく気がつくと、きらほは話し始めていたのだ。

　二ヶ月前のあの日、あの場所で、なにがあったのかを――。







　――彼の名は福ふく井い憲けん次じという。

　三つ上の幼おさな馴な染じみで、きらほとは幼稚園、小学校、中学校が同じ。

　癖くせの強い髪に切れ長の目。いつも口元に微笑をたたえた、不思議な感じのする男の子だった。

　家が近所ということもあり、幼い頃ころのある時期、きらほは福井とよく遊んだ。といっても近くにいるだけで、一緒になにかをしたことは一度もない。

　他ほかの男の子たちとは違い、彼はあまり体を動かすことを好まなかった。家から外に出ても、公園やマンションの屋上で、ただボーっと空を眺めているのだ。

　一方、きらほはどちらかというと男の子に交じって走り回るのが好きだったので、地べたに横になった彼の傍そばで、一人で縄跳びやゴム跳びをして時間を過ごした。

　一度、空に目を向けると、彼はピクリとも動かなくなる。無言のまま、何時間でもじっとしているのだ。ただ、きらほが話しかけると魔法が解けたように首を動かし、ニッコリと微笑ほほえんで言葉を返す。そして再び、空の方を向いてしまう。

　福井憲次はそんな男の子だった。

　しばらく疎そ遠えんだった福井のことを、再びきらほが意識するようになったのは中学二年の夏のこと。部活の帰り、なんの気なしに入った家の近くの公園で、彼と出会ったのだ。

　地元の高校の制服に身を包んだ福井は、芝生の上に横たわって空を眺めていた。

「ケンくん……？」

　幼い頃と同じ呼び方で声をかけると、彼は振り向いた。

　そしてきらほに見せたのだ。幼い頃と同じ、あの無む垢くな笑顔を――。



　その再会以来、きらほは福井に接近するようになった。

　下校時は必ず公園に寄るようにして、いれば、横に座って話しかけた。

　彼は幼い頃に比べると、幾分か口数が増えていた。きらほが話しかけない限りあまり喋しやべらないのは相変わらずだったが、一緒にいて楽しいと感じた。

　そのうち、二人でどこかに行くようにもなった。

　そのすべてがきらほからの誘いだったが、特に用がない限り、福井は承諾した。

　定期試験が終わった翌月は、毎週末のように映画や遊園地、ショッピングに行く。

　どこに行っても福井は楽しそうな笑顔をきらほに見せた。きらほはそんな福井と一緒にいるだけで幸福を感じた。



　そんな関係のまま二年の歳月があっという間に過ぎた。



　きらほは高校に進学した。

　進学先を新宿の高校にしたのは福ふく井いのためだ。きらほが高校生になると同時に、福井は都内の大学に進む。だったら、地元の高校よりも新宿の方が会いやすいと考えたのである。

　きらほはちょっとした希望を持っていた。

　福井との関係を進展させたい。

　二年間デートは重ねていたが、手を繋つないだことはないし、もちろんそれ以上などありえない。中学の間は別にそれでも特に焦ってはいなかったが、そろそろ次のステップに進んでもいいと、きらほは思っていた。

　まずはとりあえず、彼の意思を確認したい。自分が福井を大切に思っているように、福井もそう思っていると信じていたが、その儀式だけはどうしてもしたかった。

　そんな矢先のことである。

　四月のある土曜日の午後、きらほは福井から呼び出された。場所はきらほの家の近くのマンション。幼い頃ころ、福井と遊んだあの場所。

　学校から家に戻ると、胸を躍らせながらきらほは約束の場所に向かった。

　いつもはあまり時間をかけない化粧も頑張って、普段穿はかないような下着もつけて。

　なにしろ初めて福井の方から呼ばれたのだ。それも約束の場所。

　絶対なにかいいことがあるって信じて、鼻歌交じりにマンションの階段を上った。



　そして――。



　きらほの目の前で、福井は死んだ。



　なぜ？

　なぜ？　なぜ？　なぜ？　なぜ？　なぜ？　なぜ？　なぜ？　なぜ？

　福井の家の部屋には家族宛あての遺書が残されていたが、理由は記されていない。希望の大学にも合格し、入学手続きを終え授業にも出席していた。死ぬ理由など、どこにも見当たらない。

　事件後、警察や彼の家族に心当たりを聞かれるのがきらほには辛つらかった。

　きらほにも分からなかったからだ。さっぱり見当もつかない。

　それできらほは気がついた。

　自分は福井のことをなに一つ知らなかったことを。

　二年間、あれだけ何度も会って、一緒に時間を過ごしたのに、福井が何を考えていたのか、いつも眺めていた空になにを見ていたのか、分かっていなかったのだ。



　ただ一つだけ言えることがある。

　それは福ふく井いがきらほのことをなんとも思っていなかったということ。

　もし大切に思っていたのなら、あんなことはしない。

　絶対に……。





　話している間は我慢できたのに終わった瞬間、堰せきを切ったみたいにきらほの目からポロポロと大粒の涙が溢あふれ出した。

　涙など、二ヶ月前にすっかり涸かれてしまったと思ったのに。

　薄暗い診察室の中で、きらほの嗚お咽えつだけが静かに響く。

　ややあって、机の上で長い足を組み替えながら朝とも永ながは呟つぶやいた。

「……ありがちな話だな。筋も配役も陳腐だ」

　きらほはカッとなった。

「なによっ！」

　診察台から降りると、髭ひげを震わせながらスタスタと朝永に近づいて手を上げた。

　その手を掴つかまれる。

　朝永は射抜くような視線できらほを貫き、付け加えた。

「だが、どんな話だろうが、大切な人間を失った哀しみは等しく大きい」

　その鋭い紅色の瞳ひとみの中に、きらほはなにか見えた気がした。怒りでも悲しみでもない幽ゆう玄げんな感情の揺らぎを。

　朝永は手を離すと、気をそがれて力の抜けたきらほにコートのポケットからハンカチを差し出した。

「使え。大したことのない顔が、酷ひどいことになっている」

　きらほは肉球で器用に掴んだハンカチで、目の辺りをゴシゴシと拭ふいた。プレスのかかった黒い刺し繍しゆうの施されたハンカチが、すぐにしっとりとなった。

「そろそろ固着剤が切れる頃ころだ。ベッドに横になって、できるだけリラックスできる体勢になった方がいい」

　奇妙な感じだったが、きらほはベッドのアストラル体と重なり合うように横になった。

　体が震えてきた。これから爆発する、自分の中にある爆弾のことを考えて。

「朝永……。traumaトラウマがアストラル体を襲うって、どんな感じなのかニャ？」

「間違いなく意識は吹っ飛ぶだろう。その後は分からない。ただ、お前がいつも見ている夢以上に、辛つらい試練をお前は乗り越えなければいけない」

　あの夢より辛い体験。どんな内容かきらほには想像もつかない。朝永が言ってたように、本当に自分に克服することができるのか不安になる。

「……必ず戻ってくることだ」

　朝永は診察台の横に立つと、腕を組み、糸のように細めた目できらほを見た。

「あれ？　一応、心配はしてくれるんニャ？」

　フン、と朝とも永ながが鼻を鳴らす。

「当然だ。お前が帰ってこなかったら、誰だれが三百万円払うんだ」

「アストラル体が止まっても肉体は残るんでしょう？　だったら、一応できる……ニャ？」

　途中で自分が言ってる意味に気がついて、きらほは朝永から視線を逸そらして赤面した。

　朝永は首を傾かしげると、意味不明な顔をした。

「……桜さくら乃の、お前、なにか勘違いして……」

　そう、朝永が言いかけた瞬間――。

　目の前で突然、強烈な白い光が瞬またたいた。

「あっ！」

　小さく悲鳴を上げたのを合図に、きらほの意識は遠のいていった。

　ホワイトアウトする視界の中で、赤い瞳ひとみがいつまでも見えていた。





　気がつくと――。

　きらほは、薄暗い階段を上っていた。

　近所の古いマンションの階段。きらほが幼い頃ころ、よく友人たちと遊んだ場所。

　――三回ほど踊り場を折り返して、きらほはあの夢と同じであることに気がつく。

　何度も何度も見た、あの時の夢の始まりと同じだと。

　でも夢の中のように、引き返そうとは思わない。どんなにこの先に辛つらい試練が待っていようとも、それに打ち勝つ意志が胸の中にある。そのために朝永が止めるのを断って、腫しゆ瘍ようの部分切除を選んだのだ。

　きらほは駆け出した。階段を二段跳びで、力強くどんどん上っていく。

　やがて、階段が終わる。

　目の前にはマンションの屋上に繋つながる扉。合わせガラスの窓は、水色に染まっていた。

　バンと、勢いづけて扉を開く。



　――男の子がいた。



　上から二つまでボタンをはずした白いワイシャツに、緑のチェックズボン……。



　そこまでは夢と同じ。

　でも福ふく井い憲けん次じは、フェンスに座ってはいなかった。コンクリートの上に腰を下ろし、空を見上げていた。

　夢と違う――。

（どうして？）

　狐きつねにつままれたような顔で立ちつくしたきらほの方を、福井はゆっくりと向いた。

「やあ、きらほちゃん」

　にっこりと微笑ほほえむ。

　きらほが大好きだった無む垢くな笑顔。警戒が一気にとけた。

　きらほは磁石に吸い寄せられるように福ふく井いの方に歩んで行くと、向かい合うように座る。

　カールのついた茶毛に切れ長の目。幼い頃ころは女の子とよく間違えられた、線の細い輪郭。

　自然と目に涙が浮かんだ。

　こんなにじっくりと福井の顔を見るのは久しぶりだ。夢の中では、現れてすぐにきらほの視界から消えていたから。

（どうして……）

　と、きらほはもう一度思う。

　どうしてこんな夢を見ているのだろう。今、きらほはtraumaトラウマに襲われている状態のはずなのだ。朝とも永ながによるとあの記憶以上の辛つらい試練になるというのに。

　なのに、なぜ。こんなに気持ちがいいのか。

「どうしたの、きらほちゃん？　何かあった？」

　福井はキョトンとして尋ねる。その仕草さえ、きらほには可愛かわいく感じた。

「あのね、ケンくん……」

　きらほは福井に話し始める。

　なにがどうなっているのか分からない。でも今はとにかく福井と話したかった。

　たとえそれがただの幻影だったとしても、それでも構わないから福井と一緒にいたい。それはあの時以来、きらほがずっと望んでいたことだから。

「夢見ていたのよ、私。もうすごい長い、夢。もう大長編。その中じゃ、ケンくんは死んじゃっていて、私には、しっぽが生えているの」

　きらほはまくしたてる。

　福井が死んでからあったこと、全部。

　お葬式のこと、勉強に手がつかずボロボロだった中間試験のこと、そして朝永のこと……。関係あることないこと、息もつかず一方的に喋しやべる。

　話し終えると、きらほは福井の顔を注視した。

　なんて言われるのかが怖かった。その瞬間に、すべてが壊れるような気がしたから。

　福井はいくらか驚いた表情から穏やかな表情に戻ると、きらほの顔に手を伸ばした。頬ほおに触れると、親指で目の下の涙の跡をなぞる。

「僕は死なないよ。だって僕にはきらほちゃんがいるから」

　また微笑んだ。

「ケン……くん」

　体中から力が抜けた。なんだか頭の中が気持ちよくて、ボーっとしてくる。

　きらほは手を払うように横を向くと、顔を真っ赤にして俯うつむいた。

（なに夢の中の相手にときめいているのよ！）

　そう自分に言い聞かせようとするのだが、ピンク色に染まっていく頭を止めることができない。

　とにかく気持ちがいい。こんなtraumaトラウマなら、大歓迎だ。

　――いっそ、このまま告白しようか。

　二ヶ月前。きらほは告白のタイミングを探していた。結局、あんなことがあってできなかったし、仮に告白したとしても何も変わらなかったと思う。

　でもこの彼なら、きっときらほの気持ちにも応こたえてくれる。

　自己満足でもいいから、もっと気持ちよくなりたい。ずっと不幸のどん底だったのだから、この瞬間だけでも幸せになってもばちは当たらないだろう。

　きらほは顔を上げると、微笑ほほえんだ彼の顔をジッと見つめた。

「ええっと、えっとね……」

　急に言葉遣いが幼稚化した。上気してろれつが回らない。

「あのね、ケンくん」

　スッと息を吸う。それから口を開けた。

「私……」

　その時。福ふく井いが話そうとしたきらほの口を、優しく人差し指で押さえる。

「きらほちゃん、僕から言うよ」

　花弁のような唇が小さく動いた。

「好きだよ、きらほちゃん」

　本当にあっさりと。

　世間話でもするかのように、聞きたかった通りの言葉を福井は口にした。

　電流のような刺激が、体中に走るのをきらほは感じた。

「私も、ケンくんのことが、好きだった。もう、ずっと、ずっと、ずう――――――っと」

　すんなりと口から出た。頭に満ちている脳内麻薬のせいで、全然、恥ずかしいなんて感じなかった。

　彼がもう一度、ニッコリと笑う。

　全身の力が一気に抜ける。ヘナヘナになって倒れそうになったきらほの肩を、福井は優しく抱いた。

「……好きだよ」

　福井は体を伸ばして、きらほに顔を近づけてきた。

「ちょ、ちょっと、ケンくん。何を、しようと、している、のかな？」

　そんなこと聞かなくても、分かってる。

　以前までなら、きらほも夢の中で何度かしたことがあって。

　――キス。

　今告白されたばかりなのに、もうキス。さすが妄想、ペースが速い。

　でも速くたっていい。どうせ夢の世界なのだ、ドンドン行こう。

　福ふく井いの唇が迫っている。

　その口が開いた。

「好きだよ……。きらほちゃん」

　この期に及んでまだ言うか、この口は。

　もうどうとでもなれと、きらほは目を閉じた。

　その時である。

　閉ざされた視界の中――。きらほは瞼まぶたの裏側でなにかが見えた気がした。

　紅いもの――。そう、暗くら闇やみの中で閃ひらめくカーディナルレッドの瞳ひとみを。

　――ハッとした。

　強い恐怖に駆られ、頭の中のピンク色の霧が一気に晴れ渡った。

　瞳を開けると、すぐ目の前に福井の唇が迫っている。

（駄目！）

　反射的に突き離すと、きらほは立ち上がった。

「どうしたの？」

　彼が微笑ほほえみをたたえたまま、顔を上げた。それだけで、きらほの気持ちはふにゃんとしてしまう。でもきらほは、再び頭の中で広がろうとしたピンク色の煙を、頭を振って振り払った。

「やっぱり、あなたは私の好きなケンくんじゃない」

「そんなことはないよ。僕は福井憲けん次じだ。小さい頃ころ、ここで一緒に遊んだじゃない」

「ううん、そんなことない、だってケンくんは……」

　息を呑のんだ。

「だってケンくんは、今のあなたのように、私のことを見てなかったもの」

　そう。

　いつでも、彼は空を見ていた。きらほの方を向いた時も、彼女ではなくその先にあるなにかを見ているような目をしていた。結局、最後まで分からなかった、なにかを。

「それに、ケン君はあなたみたいに自分から話してくれたり、告白したりするような人じゃない……」

　きらほは唇を噛かむ。

　言葉にすればするほど、目の前の福井憲次が別人のように感じてくる。表面上は完全に彼と同じで、大好きな笑顔もそのままなのに。

　彼は目を細め、唇にうっすらと笑みを浮かべた。

「……じゃあ、僕は誰だれなんだい？」

「あなたは」

　夢にまで見た優しいケンくん。きらほをいつも見つめてくれる男の子。

「あなたは私が望む、ケンくん……」

　――最初から分かっていたことなのだ。福井憲次はすでに死んでいて、ここにいるのは妄想の産物であることは。

　だから気持ちがいいのだ。自分が望んだように、彼を作っているから、自分が快感を得るような言葉を吐き、表情をし、行動をとるから。

　ここはtraumaトラウマに侵されたアストラル体が記憶を作り変えた幻影――。

「別に幻影でいいんじゃない？」

　きらほの考えを読んだように福ふく井いはそう言うと、立ち上がった。

　きらほは後ずさる。

　ミシっと音がして、きらほは背後のフェンスに背中を押しつけられた。

　彼は金網に手をかけると、もう一方の手できらほの顎あごを持った。

「幻影でも、きらほちゃんが作り上げた世界でもいいんじゃない？　ここはすばらしいよ。肉体が滅びない限り、君は自分の望んだ世界にいられるんだ。嫌なことはまったくない。つまらない学校生活も、嫌いな陸上部の先輩もいない。夕飯にピーマンの肉詰めが出ることもない。それになにより、好きな人が死んだりすることは絶対にない」

「……でも、そんなのどうせ幻じゃない」

「幻でもいいんだよ。幻も現実も、意識の上ではそう変わらない。きらほちゃんはあっちの世界が本当に現実だって確信できるのかい？　それに、君はさっきまで気持ちよかった、そうだろう」

　それはそう。実際、きらほは幻想とは知っていたのに、あまりに気分がよいのでその快楽に溺おぼれようとしていた。

　別にこちらの世界でもいいんじゃない？

　福井が死んだ時、きらほは何度も死のうなんて思った。彼のいない世界なんて、生きる価値がないとまで。

　でもこの世界なら福井がいる。

　きらほのことを見てくれて、話しかけてくれて、好いてくれる福井が。

（あっ）

　やっと、きらほは気がついた。自分が課せられているのが、どんな試練なのかを。

　口を閉じ、黙っていると福井が再び顔を近づけてきた。

　なぜか、この世界の彼はすぐにキスをしたがる癖くせがあるようだ。

（そんなに最近、私、欲求不満だったな）

　もしこの唇が重なったら、この世界から抜け出ることはできない、ときらほは感じた。

　福井の顔はもう、もう、すぐ目と鼻の先――。

　その時――。

　きらほは右足を思いっきり、彼の股こ間かん目がけて蹴けり上げた。

　福井が顔を青く苦く悶もんに歪ゆがめて後ろに下がる。

「……私は自分の思い通りの世界には興味ない。だって、私の好きなケンくんは、私の望んだケンくんとは違うもの」

　きらほは一歩前に足を進めた。

「あなたが言う私が望む世界は魅力的だわ。でも、そんな世界に生きたいとは思わない。だって、自分でも想像できないようなことがあるから、生きていて楽しいんだもの。所しよ詮せん、私が想像できる世界なんて面白くない。そりゃあ、どうしようもないような、我慢できないような酷ひどいこともあるけど、それも含めても」

　涙を目にためて、またきらほは一歩前に進んだ。福ふく井いはきらほを見据えたまま後退した。

「私はケンくんが死んだことを、受け入れられなかった。とても信じられなかった。だから、今もこうしてあなたは私の目の前にいる。自分の望む現実を歪ゆがませて、ケンくんを目の前に現している。この世界は歪んでいるのよ」

　きらほは胸に手を当てた。

「でも私は受け入れる。あの日の夕方、このビルの前であなたは死んだの。もうあの笑顔を見ることはできない……。残念だけど、あなたにはまったく魅力を感じない。あなたは、私の好きなケンくんじゃない」

　紅潮させた頬ほおに涙を流しながら、きらほは言い放つ。押さえた胸の奥がキリキリと痛む。

　その直後、福井が自分の首を押さえて苦しみ始めた。

「きらほ……。本当にまた、僕が消えてもいいのか？」

　上目できらほを睨にらむと、あえぐような声を発した。

「違う。あなたのようなケンくんは最初からいなかったし、私の好きだったケンくんはあの時に死んだの」

　泣きじゃくりながら、きらほが叫ぶ。

　身を切られるような強烈な痛みがきらほの肢体に走った。あまりに強すぎる刺激に、意識を持っていかれそうになる。

（これが私に課せられた試練。これに耐えないと駄目！）

　歯を食いしばって正気を保つ。

　福井が首を押さえたまま天を仰ぎ、叫び声を上げた。

　獣の咆ほう哮こうのような、世にも恐ろしい声だ。

　きらほは耳を塞ふさいだ。でも瞳ひとみはしっかりと苦しむ福井を見続けている。

　福井の体が透き通っていく。モンタージュ写真のように輪切り状になると、体の輪郭が陽炎かげろうのようにゆらゆらと揺れて、空間の中に溶けていくかのように見えた。

　その時――。

　福井が微笑ほほえんだ。

「それでいいんだよ。きらほちゃん」

「ケンくん！」

　消えかけた福井に、きらほは手を伸ばした。でもその瞬間、福井の体は完全に春の日差しの中に掻かき消えた。

「……さよなら、ケンくん」

　きらほは空を仰ぎながら口にした。

　二ヶ月越しの、別れの言葉を――。





　きらほは目覚めた。

　上体を起こし、周囲を見渡す。窓から強い西日が差し込んだ、だだっ広い部屋。

　きらほは手術ベッドの上にいた。

「やっと、目を覚ましたか」

　椅い子すに座って足を組んでいた朝とも永ながが、文庫本から顔を上げた。

　トンガリ帽と、黒いマントは脱ぎ、ドクターコートだけの格好になっていた。手術ベッドの周りに置かれていた燭しよく台だいはなくなり、手術道具が並んだカートもすでにない。

　ベッドの上をきらほはキョロキョロと探す。

「あれ？　ここにあったもう一つの体は？」

「手術は終わりだ。アストラル体はお前が寝ているうちに肉体と融合させておいた」

　手術は終わり？　ってことは？

　手を見る。

　あの冗談みたいな肉球のある手がなくなっている。

　頭部のあのフサフサとした猫耳も、口と鼻の間から両側に伸びた髭ひげも消えていた。

　最後にきらほはお尻しりに手を持っていった。ジャージの上からお尻と腰の間の方を触る。

　ない。念のためズボンの中に手を入れて、付け根の辺りを触れてみる。

　すべすべの肌。跡も残ってなさそうである。一連の猫娘コスプレセット一式は、みんな消えていた。

「朝永、消えてる……。消えてるよお」

　きらほが感動したような声を出すと、朝永は当然だと言わんばかりに鼻を鳴らして、椅子から立ち上がった。

「まっ、とりあえずはな。ただし、一度生えると生え癖ぐせができる。しばらくは、何か興奮したり、気が緩んだりした時、一時的に生えることがあるかもしれないから気をつけろ」

　朝永は流しの方へ行くと、冷たいコーヒーの入ったコップを運んできてきらほに渡す。

「私、砂糖とミルクが入ってないと飲めないんだけど？」

「薬だと思って飲め」

　早速の命令口調に少しムッとしながら、きらほは言われた通りコーヒーを口に含んだ。

　きつい苦味と一緒に強烈な香りが口から鼻に広がる。とにかく苦いが、一口飲むと、もう一口と後をひいた。

　飲んでいると次第に高ぶっていた気持ちが落ち着いてきた。

「これ、魔法の薬？」

「水出しコーヒー」

　朝とも永ながが指差した壁際に、理科の実験に出てきそうなガラス管を大きくしたような装置が立てられていた。

「traumaトラウマには打ち勝つことができたようだな」

　なぜだか少し怒ったような表情で、きらほを見下ろしながら朝永は言った。

「……おかげさまでなんとか」

「なにがおかげさまだ。好きとか言われて、もう少しでキスされて、残ってしまいそうになったくせに」

「なっ、なんで知ってるのよ。まさか……見てたの!?」

　顔を赤くして、朝永を見上げる。

「そんなことだろうと思っただけだ。意識が飛んだ直後から、お前の肉体はずっと揺らいでいた。traumaトラウマからのダメージをなくすためにアストラル体が生んだ幻想が、お前を誘惑したのだろう？　ウブなお前のことだ、キスでも迫られてドキドキしたんじゃないか？」

　腹が立つくらい図星すぎて、きらほは言い返せなかった。

「もし俺おれが念を送らなければ、お前はそのまま向こうに取りこまれていたな」

「念？」

　そういえばあの時。福ふく井いにキスされる直前、目を閉じた向こうに、赤い瞳ひとみが見えた。あれで、急に醒さめたのだ。

「あれ、やっぱり朝永だったの？　それまでせっかく気持ちいい感じだったのに、あの瞬間に台なしよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　不満そうに口を尖とがらせて、それからチョコンと頭を下げた。

「でも…………ありがとう」

　あの時、朝とも永ながの目が見えなければ、きらほは間違いなく福ふく井いのキスを受け入れていた。もしそうなっていたら、こっちの世界に戻ることはできなかったと思う。

　作られた気持ちだとしても、気持ちよかった。あのまま幸せな世界に溺おぼれるのも悪くないと思うぐらい。

　だが、きらほはこちらの世界に戻る道を選んだ。福井の死を受け入れ、彼のいない世界を選択したのだ。どんなに気持ちよくても、あれは本物の福井ではない。自分の意識が作り出した、偽物の意識だから。

　そしてきらほは一つの決断をした。今まで彼の死を忘れようとしかしていなかったが、これからは立ち向かう。どうして福井が死んだのか、あの空になにを見ていたのか必ずつきとめる――と。

　きらほがしんみりとしていると、朝永は壁際にある細長いロッカーの方へ向かった。扉を開けると中をごそごそと探しながら、言う。

「礼を言うことはない……。さっきも言ったが、お前には三百万円分、体で払ってもらわないといけないからな」

　きらほの顔から火が噴いた。

　すっかり忘れてた。手術を依頼した時は、もう、耳が生えるわ肉球だわネコ語だわで、きらほはもうどうにでもなれな気分だった。しかしよくよく考えると、人生にも関かかわるような大事なことを、勢いだけで決めてしまっていたのだ。

　きらほにとっては初体験である。それを好きでもない、というかむしろムカツク男、それもクラスメイトとすることになるなんて。

　きらほはチラリと出口の扉の方を見た。足には自信がある。今ばっくれて、逃げ続ければなんとかなるような気もする。

　いや、それは駄目だ。

　どんなにセクハラで嫌味で根暗なヤツだとしても、彼のおかげで奇妙な病気が治ったのは確かだ。きらほはそれに謝礼を払わないといけない。そうでなかったら、泥棒になってしまう。手術前、きらほは朝永に体で謝礼を払うと、はっきり言ったのだから。

　きらほは大きく息を吸って吐いた。それから腕を組むと、ゴロンと手術ベッドの上に転がって目を閉じた。

「武士に二言はない。好きにするがよい！」

　時代劇めいた啖たん呵かを切ると、紙を近づけるだけで火がついてしまうのではないかというぐらい赤く染め上がった顔で、小さく付け加えた。

「……でも、できればやさしくね」

　ややあって、パタパタと、朝永がベッドに近づいてくる音がした。

　いよいよだ。

　初めてがこんなゴワゴワしたベッドの上になるとは思わなかった。ホテルのベッドとはいわなくても、もうちょっとフワフワだったらよかったのに。このベッドときたら、平安時代の枕まくらみたいに硬いのだから。

　こんなことなら一いつ張ちよう羅らの勝負パンツを穿はいてくればよかった、ときらほは思う。今朝は大混乱していたから、何を穿いてきたのかもよく覚えていない。もしかしたら、またクマ柄のやつの可能性もある。一番保有枚数が多いのだから、その確率はきわめて高い。

　クマを見たあいつは、またそのことを言うだろうか？　それは嫌だ。なんたる屈辱！

　きらほがそんな妄想の羽根を広げていると、朝とも永なががベッドのすぐ横に立つのが聞こえた。

「なにをやっているんだ？」

　呆あきれているような怒っているような、どっちともとれるような声が聞こえた直後、バサッとなにか重い布のようなものを頭の上にかぶせられた。

　目を開けると、きらほは上半身を起こして、その物体がなんなのか確認した。

　それは無地のワンピースだった。黒いポリエステル生地に、白い丸首の襟えり。ボタンは横で留める形で、大きくて機能的そうなポケットが左右に二つついていた。

　いわゆるナース服というやつである。

「なにこれ？　まさか朝永、こういう服じゃないと……その、駄目なの？　医者だけに？」

「だからさっきからなにを言っているんだ？　それはここの制服だ」

「はっ？」

　意味の分からないきらほに、朝永は無表情で雇用契約書と書かれた紙を挟んだバインダーと一緒に、きらほの足元に置いた。

「出勤日は毎週土曜の午後と日曜。労働時間はあわせて十五時間だ。残業代は月に十時間まで。仕事の内容は医療補助、看護補助、事務全般に、掃除、その他諸もろ々もろ。時給は千五百円。働きによっては毎年八月と十二月には賞与を出す。制服は支給。洗濯は欠かさないこと。なにか質問は？」

「えーっと、つまり……？」

「ようこそ白しら川かわ医院へ。三百万貯たまるまで馬車馬のように働いてもらうぞ、桜さくら乃のきらほ」

　朝永が口元を緩ませた。初めて見る彼の笑顔――。

　ビヨビヨヨ―――――――――ン。

　ポカンと呆ほうけたきらほのジャージの後ろから、弾力性のあるものが飛び出した。



    

  
    
      



    

  
    
      
　１　しごとはじめ





「これはなんだ？」

　朝とも永ながは氷のような無表情に片方の眉まゆだけをピクピクと上げながら呟つぶやいた。

　彼の目の前には奇妙なオブジェ、と表現しても差し支えないものが鎮座している。皿の上に盛られていることからどうも料理のようだが、とてもそうは見えない未知の物質だ。

　左右の顔と尾の形をしたもののお陰でかろうじて魚であることは認識できる。しかし、その間には白いぶよぶよとしたゼラチン質のような皮で覆われた塊があり、黒と赤の斑はん点てんが浮かんだ緑色の液体がかけられている。塊の横には消し炭になった野菜の類たぐいがごろごろしていて、戦災にあった町や村の様相を呈していた。料理というより、環境汚染で体を悪くした魚を表現した前衛美術という方がしっくりくる。

「鱸すずきのスフレ　ジェノバ風よ」

　朝永の後ろでお盆を脇わきに抱えてツンとすました女の子が、ジェノバ市民が聞いたら暴動を起こしそうな発言をケロリと口にする。桜さくら乃のきらほだ。

　ナース服姿である。清潔感のある機能的なデザインの漆黒のワンピースに、ちょこんとかぶった黒いナースキャップがよく似合っている。

「なるほど」

　朝永が納得したように頷うなずくと、振り返ってきらほの顔を見上げた。

「つまり…………。俺おれを殺して、三百万をチャラにするつもりだな？　桜乃きらほ！」

「アンタが昼ごはんを作れと言ったから、作ったんじゃない！　なによその言いぐさは！」

「飯を作れとは言ったが、キッチンで毒薬を調合しろとは言っていない」

「毒薬じゃないわよ、スフレよ、ジェノバ風！」

「ジェノバだろうがフィレンツェだろうが、こんな毒薬を製造する工場はないっ！」

　朝永が立ち上がってきらほを睨にらみつける。きらほも負けじと睨み返した。



　きらほが手術を受けた翌週の土曜日。きらほのバイト初日。

　新宿三丁目にある白しら川かわ医院に出勤し、指定の制服に着替えたきらほが朝永から最初に言いわたされた仕事はランチの用意である。

「なんでアンタのために、そんなことしなきゃいけないのよ!?」

　抗議するきらほの目の前に、朝永は無言で約一週間前に交わした契約書を突きつけると、小さな文字で書かれた条項の一つを指差した。

〈雇用契約書第三項。業務の内容……医療補助、看護補助、事務及び、医院運営上の諸もろ々もろの補助〉

　最後の「諸々の補助」は、医院内の清掃や必要設備の買い出しの他ほかに、医院スタッフの食事の準備を含む……、というのが朝永の言い分である。

　契約書を盾にされては反論もできず、きらほは恥ずかしさに耐えながらナース服で近所のデパートへ食材を買いに出かけ、白しら川かわ医院の上階にあるキッチンでランチを作ることにあいなった。

　しかし、もしきらほの料理の腕を知っていれば朝とも永ながも頼んだりはしなかっただろう。きらほは絶望的なほどの料理音痴なのだ。

　普通、野菜炒めや豚の生しよう姜が焼やきなどの簡単な料理なら、誰だれが作ってもそうは変わらない。しかしきらほにかかるとたちどころに“〝未知の味ヌーベルクイジーヌ”〟に生まれ変わる。手先が不器用なのに、なにをするにも個性を出そうとする性格が原因だ。

　個性的でも美お味いしければなんの問題もないのだが、きらほの手から生み出されるのはカオスとかカタストロフとか、そんなカタカナが似合う料理ばかりである。

　今回もそのパターンだった。

　文句を言っていたわりに、どうせ作るなら、と朝永から渡されたカードで高い鮮魚やらバルサミコ、唐辛子オイルなどを買い入れて、以前、料理番組で見た本格的なイタリア料理に無謀にも挑戦し、あまつさえそれにきらほ独自の解釈を取り入れた。

　あやふやな記憶にきらほのオリジナリティというスパイスが加わって、その結果生まれたのがテーブルの上に置かれたオブジェである。ちなみに名前の「ジェノバ風」はきらほが雰囲気でつけただけで特に意味はなく、スフレなのかどうかも甚はなはだ疑問だ。

「一体、どうやったらこんなものができるんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　朝とも永ながはきらほとの睨にらめっこをやめると、キッチンへ向かった。

「朝永、ちょっと待った！」

　少し焦ったような声で、きらほが呼びとめた。

「キッチンには今は行かない方がいいかも……」

　ナースキャップからこぼれる薄茶色の前髪をつまみながら、体をもじもじとさせる。朝永は不審な顔をすると、そのまま厨ちゆう房ぼうのドアを開けた。

　強烈な臭いがリビングダイニングに流れ込んだ。

　混こん沌とん。茶色いジェル状のものがこびりついたフライパンから嫌な色の煙と臭いが立ち昇り、流しは魚のうろこが飛び散って内臓や野菜の切れ端が乱雑に積み重なっていた。まな板はその上で指をつめた後のように魚の血ち糊のりがべったりとついている。

　中央のテーブルの上は小麦粉が派手に散乱していて、粉ふん塵じん爆発があった直後の倉庫のようだった。その爆発から生まれたのが、あの料理かもしれない。

「わざとじゃないのよ。作っていたらいつの間にかこうなっていたんだから」

　真っ赤な顔のきらほが、横目で朝永の様子をうかがった。

　朝永は瞳どう孔こうを開いたまま固まっていた。

「もしも――し」

　きらほが目の前で手を通過させても反応がない。放心状態というより、ホントに気絶しているようである。

「ちょっと、朝永。お――い」

　朝永の体を乱暴にユサユサと揺する。すると、ハッとしたように、ようやくこちらの世界に戻ってきた。

　朝永は無言でゆっくりドアを閉めると、ポケットから携帯電話を取り出してコールした。

「朝永だ。今すぐ来てほしい」

　朝永は短くそう告げると、携帯電話を切る。

「どこに電話したの？」

　きらほが首を傾かしげていると、すぐに玄関のチャイムが鳴った。

　迎えに出た朝永が、巨大な掃除機を抱えた二人組の若い男性を連れてきた。二人は緑色の作業服に、「ニコニコ清掃」と赤字で書かれた帽子をかぶっている。

「全部頼む」

　朝永はキッチンのドアをもう一度開くと中を見ないように告げた。

　掃除機にスイッチが入り、業者用のたわしが躍り、巨大なゴミ袋が翻ひるがえった。手際よく、次々と混沌の原因が取り払われていく。

　魔女が薬の調合に使った後のようだったフライパンは瞬く間にツルツルになり、流し台は元のステンレスの輝きを取り戻した。血の海だった檜ひのきのまな板は、年輪が現れるまで綺き麗れいに磨かれ、テーブルの上の粉塵爆発の傷きず痕あとも速やかに撤去された。

　ものの十五分ぐらいで、キッチンはすっかり元の秩序ある世界に戻された。

「あ、こちらはどうしますか？」

　ゴミ袋をサンタクロースのように担いだ、「ニコニコ清掃」の一人が、食卓に置かれたキッチン混こん沌とん時代の名残のようなキュイジーヌを目ざとく発見した。

「あっ」

　きらほは胸を押さえて、チラリと朝とも永ながの方を見た。失敗作とは分かっていても、それでも苦労して作った料理を捨てられるのは切ないものがある。

　朝永もきらほの方を向く。目と目があった。

　朝永は鼻でため息をつくと、フォークを皿の上のオブジェの端に突き刺して口に運んだ。

　一瞬、端正な顔に喜怒哀楽のどれにも属さない複雑な表情が浮かんだ。

「頼む」

　すぐに元の冷静な表情に戻って告げると、『鱸すずきのスフレ　ジェノバ風』はまとめて白いゴミ袋の中へと消え、お皿はキッチンに戻されて綺き麗れいに洗われた。

「毎度、ありがとうございました――」

　名前通り、終始笑顔を振りまき続けたニコニコ清掃の二人は去っていった。

　かくして朝永の家は完全に元の秩序を取り戻す。

「料理が不得意なら、事前にそう言ってほしかったが……」

　朝永はキッチンの流しでうがいをすると、疲れたような目できらほを見た。

「別に不得意ってわけじゃないわよ。ただ、今回は日が悪かっただけ」

　前髪をいじりながら、赤面したきらほが横を向いた。

「どちらでもいい。とにかく二度と桜さくら乃のには料理を頼まん」

　朝永は飾り棚の引き出しから黄色い紙を取り出すと、きらほに手渡した。「来々軒」という名前の中華料理店のメニューである。

「一分で選べ。お前もまだ昼飯は食べてないだろう？」

　横を向いたまま、「私、いらない」って拗すねようとしていたきらほのお腹なかが、グググーっと盛大に轟とどろいた。
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「朝永って、土日のご飯はいつも出前？」

　大盛り蟹かにレタスチャーハンをレンゲで口に運びながら、きらほはテーブルの反対側で点心の焼売シユウマイを食べる朝永に尋ねた。

「まあな。開業時間はここか下のどちらかにいるから、どうしてもこうなる」

　きらほのいる朝永の家は白しら川かわ医院の入ったビルの四階にある。もともとテナント用のフロアだったのを住めるように改造したもので、異様に広いリビングダイニングと寝室とキッチンしかないいわゆる１ＬＤＫだ。医院と家はインターホンが共通で、外来があれば分かる仕組みになっていた。

「出前の良い点はゴミが発生しないことだ」

　むっつり顔を上げる朝とも永なが。きらほは知らんぷりした。

「家を清潔に保つ上で重要なことは、ゴミを持たない、ゴミを作らない、ゴミを持ちこまない、の三原則だ。だが、閉じた系の中では必ずエントロピーは増大する。うっかり家に持ちこんだものが、気がつけばゴミになっていることはよくあることだ。その点、出前は食べ終わってできたゴミをすべて持って帰るので都合がいい」

　朝永が熱っぽく語る。エントロピーとか言われてもよく理解できないので、きらほは適当に相あい槌づちを打っておいた。

「……とはいうものの、いつも出前ではさすがに飽あきる。というか実際に飽きた。そこで桜さくら乃のに料理を頼んだわけだが……」

　朝永は疲れたように頭を振ると、「フウ」、とため息をついた。

「わ、わるかったわね。料理が下へ手たで」

　きらほが薄桃色の唇をすぼめる。

「問題ない。雇用時に確認したわけでもないのに、料理ができると勝手に判断した俺おれの早計だ。俺がまったく料理できないのと同じように、桜乃ができない可能性を考慮してしかるべきだったな」

　皮肉ではなく本気で言っているようなのが、逆にきらほの胸に響いた。

（なによぉ、それじゃあなんだか私が悪いみたいじゃない）

　昼食を作るように言われた時はなんとなく抵抗があったが、それでも仕事の一環と説明された後は納得して本気で作ったのだ。だから料理担当を罷ひ免めんされたのは、少なからずショックである。手術費の治療費を払うために成り行きで始まったバイトだが、やるからにはそれなりに医院や朝永の役に立ちたいとは思っていた。

（う――ん、初黒星）

　ちょっぴり、きらほはしょげた。

「……料理はともかく、私はこれからここでなにをすればいいわけ？　ドクター朝永」

「桜乃の主な仕事は、契約書にある通り俺の医療行為の補助だ」

　今まで医療業から事務業、看護業に薬剤業まですべて朝永が一手に引き受けてきた。しかし、それだと時々困ることもある。一人ぐらい助手を雇いたかったが、雇い主が十五歳のオカルト医師では求人誌で求人をするわけにもいかない。そんなところへ都合よく現れたのがきらほだという。

「桜乃に特にやってほしいのは外来患者への応対と、看護師業務だ」

「看護師！」

　白衣の天使という言葉が頭に浮かんで、きらほは目を輝かせたが、自分の格好を思い出してすぐにがっかりする。朝永のドクターコートに合わせた配色だとは思うが、どうしてナース服まで黒くしたのだろうか。

「外来患者への対応といっても、ここは患者がひっきりなしにやってくるような医院ではない。患者の数は月に平均して四人。一人にかかる時間が長いとはいえ自由時間は多い。三階の事務室を桜さくら乃のに預ける。中には机や仮眠用のベッドもあるから、空いた時間はそこで宿題でも昼寝でも好きにやってもらってかまわない」

　朝とも永ながは黒いドクターコートから鍵かぎを一本出すと、きらほの方へ食卓の上を滑らせた。

「シャッターを下ろせばプライバシーは保たれる。明日から着替えもそこですればいい」

　ちなみに今日は、朝永に家の外に出てもらい、その間にナース服に着替えたのだ。

「質問。この鍵って、合鍵を朝永も持ってるの？」

「ない。紛失した場合は鍵の取り替え料金を給料から引くから気をつけることだ」

　きらほは鍵を自分のキーホルダーにつけた。

「後は最初にも言った医院運営の補助だな。特に院内の掃除は来らい患かんの有無に限らず二時間おきにやってほしい」

　朝永の表情が、ここ重要、とでも言いたげな感じに一際真剣になる。

（二時間おきい!?）

　きらほは胸の中で悲鳴を上げた。噂うわさで聞いてはいたが、朝永の綺き麗れい好きは予想以上のようだ。先ほどのキッチンの一件でも、いくら酷ひどい惨状とはいえ、見ただけで気絶したのだから相当神経質である。

　そう思って朝永を見なおすと、なるほど、たしかに食事の仕方もなんとなく綺麗好きっぽい感じである。箸はしは先端しか使わず、少量ずつしか口に入れないし、おまけによく咀そ嚼しやくして食べている。掃除とか整理整せい頓とんとかそういう類たぐいのものは大嫌いなズボラ人間で、食事といえば早食いのきらほとは人種が違うようだ。

（上う手まくやっていけるかなあ……）

　チャーハンを平らげ、朝永謹きん製せいのアイスコーヒーを飲みながら、きらほはこっそり呟つぶやいた。超綺麗好きのボスにズボラな部下。前途多難な予感がする。普通なら辞めるか辞めさせられるかで解決するが、このバイトに関してはそうはいかない……。

　ちょっぴり不安な気持ちになりながら、きらほは未いまだ食事中の朝永を眺め続ける。

　その時、きらほはふと妙なことに気がついた。

（あれ？）

　首を傾かしげ、きらほの前に並ぶ皿と朝永の前にあるものを見比べた。

　違うのだ。同じ「来々軒」からの出前なのに皿が違う。きらほのは、店名と竜の絵がプリントされたくたびれたものなのに対し、朝永はピカピカの白磁でなんとなく高そうである。

　常連のためのサービスにしては、朝永だけというのが奇妙だが。

「ああ、これか」

　朝永が、ジーっと見つめていたきらほに気づいた。

「不特定多数の人間と同じ皿で食べるのは衛生上耐えられないからな。これは俺おれが『来々軒』に預けている自分専用の皿だ」

「マイ食器！」

　きらほの目が点になった。ここまでくると神経質のレベルを超えて本当に病的である。

　ますます先行き不安な気持ちになりながら、きらほは大きくため息をついた。



「さて。予定より一時間遅れたが、医院の案内を行う。手荷物を持ってついてこい」

　朝とも永ながはマイ食器の載ったお盆を持つと、スタスタと玄関の方へ歩き出した。きらほも自分の盆と通学鞄かばんを持つとそれについていく。

「四階は食事の時以外使わない。基本的に診療時間中は三階の診察所の方で過ごす」

　玄関先のエレベーターホールで、朝永はきらほの方を振り返った。

　三階同様、屋内のエレベーターホールだが、向こうはホールと医院の間はガラス張りだったのに対し、こちらはタイル張りのコンクリートの壁である。普通のマンションの玄関のようなつくりだ。

　朝永はお盆を壁際に置くと、下降ボタンを押してエレベーターを呼んだ。

「ここのビルは白しら川かわ医院の持ちビルだ。二階は現在、物置きとして使っている。五階と六階は以前まで入院施設だったが現在は閉鎖中だ。つまり基本的には三、四階しか使わない」

　三階に降りると朝永はガラスの自動ドアの鍵かぎを開け、医院の中へと進んで行った。

　入ってすぐの窓口には、シャッターが降りていた。以前にきらほが来た時は余裕がなくて気がつかなかったが、窓口の前には待合用のソファーと観葉植物の鉢が置かれてある。

　きらほは、朝永に渡された鍵で窓口横の扉を開けた。

　白い……と思った。

　六畳くらいの部屋が白で覆われていた。壁紙が白いのは普通として、白い絨じゆう毯たんに、白いロッカー、白い机、白いソファーベッド。何もかもが白い。

「窓口に張りついている必要はない。私物を持ちこんでくれても、結構だ」

「その……。落ち着かないから、もっと色数を増やしてもいい？」

　部屋を見渡しながらきらほが尋ねる。朝永は露骨に顔をしかめた。

「……黒なら、かまわない」

「ここは私の部屋になるんでしょう？　だったら好きにしたってかまわないはずだわ。いいじゃない、朝永は使わないんだから」

　きらほがそう言ってやると、唇をへの字にして黙りこんだ。

　次に来た時は、壁にアイドルのポスターを貼はりまくってやろうと、きらほは思った。

「俺おれの部屋はこっちだ」

　朝永について例の診察室兼手術室に入る。大きな五ご芒ぼう星せいの描かれた床を横切って部屋の奥まで行くと、籐とうの衝つい立たてに隠れた右手の壁に扉があった。

　扉が開けられると、きらほは唸うなった。

（うわあ、悪趣味……）

　今度は真っ黒の部屋である。事務室と広さも床も机も家具の類たぐいも大差ないのだが、白が黒に入れ替わっていた。それだけでこうも悪趣味な感じになるのが驚きだ。

　朝とも永ながは黒いソファーに座って、長い足を組んでみせた。

　顔がよくて背も高いので様になってはいるが、黒い格好な上に髪も漆黒なので思いっきり保護色になっている。照明を薄暗くすれば部屋と完全に同化してしまいそうだ。

「普段、俺おれはここにいる。患者が来たら、伝えにきてくれ」

　朝永はきらほを見上げると、前髪を掻かき上げた。

「……一つ質問。朝永が白と黒にこだわっているのは、オカルト的に何か意味があるから？　この部屋とあっちの部屋が陰陽になっていて霊的に安定するとか」

「ない」

　コンマ五秒で返事が返ってきた。

「白と黒は俺が好きな色なだけだ」

「じゃあ朝永のコートと私の制服が黒いのは？」

「白だと普通だからな。黒の方が雰囲気が出るだろう？」

　きらほは少々拍子抜けした。何か深い意味があると思っていたのだ。それならせめてナース服の方は白にして、本物の白衣の天使にしてほしかったところである。

「……で、今日のこれからの予定は？　患者が来る予定はあるの？」

「夕方から往診だ」

「私も行くの？」

　当然だろう、という表情で朝永は頷うなずいた。

「十六時に迎えの車が来る。それまでは事務室で宿題でもしていればいい。ノロそうなお前のことだから、相当時間がかかるんじゃないか？」

　正解。きらほは宿題にものすごく時間をかけるタイプである。

「そうさせてもらうわ」

　自分の部屋に戻ろうとするきらほに、朝永がポーンと一冊の本を投げた。

「渡しておく。オカルト系疾しつ患かんについて書かれた唯一の和書だ。暇な時にでも読んでおけ」

　黒い薄手の本で、表紙に目を通すと、「非自然医学」と書かれてある。

「ありがと。気が向いたら読んでおくわ。じゃあ、また一時間後にね」

　きらほは本を持った方の手をバイバイと振ると、扉を閉めた。



「でもまあ、アルバイトとしては悪くないよね」

　事務室の机に顔を伏せ、前髪を人差し指でクルクル遊ばせながら、きらほは呟つぶやいた。

　患者がいない時は机に座って宿題をしているだけで時給千五百円。この部屋も今は殺風景だが、少しずつ改造していけばそれなりに落ち着ける場所になりそうだ。雇い主の性格が悪いのを差し引いても、今時こんな割のいいバイト、そうはない。

（といっても、一円も入らないんだけどね……）

　三百万円稼かせぐには二千時間働く計算になる。毎週働いたとしても、きらほが高校を卒業する頃ころにやっと完済できるかどうかだ。もっとも受験勉強が忙しくなれば、バイトをやっていられるかどうか分からないが。

　ただ――。楽そうなのは別にしても、オカルト医院の手伝いというのは自分もそんな病気になったということもあり、きらほも興味が湧わいた。興味、というのは実際そういう病気にかかった人に失礼かもしれない。でも、きらほのようにしっぽが生える以外にどんな病気があるか、ちょっぴり知りたいとは思う。

　きらほは朝とも永ながから渡された本を開いてみた。

　パラパラっとページをめくっただけでも出るわ出るわ……。右手がキノコだらけになる病気とか、角が生える呪いとか、オカルトチックな病気の症例が次々と。黒一色のリアルな絵なので逆にまだ耐えられたが、これが写真だったら怖くて読めなかったかもしれない。

「こんなの、誰だれが書くのかねえ」

　背表紙を開けると著者名が書かれてあった。「白しら川かわ京きよう輔すけ」という文字と、大正五年と書かれた印刷日。朝永の祖父、いや、曽そう祖そ父ふだろうか。白川家は何代にもわたってオカルト専門の医者をやっているのかもしれない。

　きらほは本を閉じると、腕を組んだ。

「う――――ん。今日からちょっとずつ読んでいくかな」

　オカルトの病気をもっと知りたいのもあるが、バイトをするのなら仕事の知識が少しぐらいあった方がよいだろう。

　きらほは本を鞄かばんに収めると、数学の問題集とノートを取り出した。今のところ、非自然医学より月曜提出の宿題の方が切羽つまっていたのである。



「もしかしてあれで行くの？」

　約束の時間の五分前――。一階のホールで、呆ぼう然ぜんとした表情のきらほが、ビルの前の路地に停とまる一台の車を指差した。

　黒塗りのリムジン。映画やドラマで見かける異様に胴の長い車である。

「そうだろうな」

　朝永は臆おくした様子もなく歩いていく。きらほも続いた。

　外に出ると、車の横に立っていた趣味のいい紺色のジャケットにグレイのスラックスを穿はいた妙齢の男性が近づいた。

「失礼ですが、朝永怜れ央お麻まさまでしょうか？」

　朝永が頷うなずくと、その人はニッコリと微笑ほほえんで頭を下げた。

「お迎えに上がりました、大おお江えに仕えます執事の岸きし田だと申します」

　岸田と名乗ったその人は朝永をリムジンの後部座席に案内すると、きらほにもうやうやしく頭を下げて中へと導いた。

　黒革のシートに収まったきらほの横で、重そうな音と共に扉が閉められる。

　車内は前席と後部座席の間にガラスの仕切りが入っていた。運転席の男性が、振り返って会釈する。岸きし田だが助手席に座ると車はゆっくりと動き出した。

　沈みこむが十分に反力のある心地よいシートに、組んだ足をゆったりと伸ばせる足置き。シートの中央の前方には小型の冷蔵庫が置かれていて、中には舶はく来らい品ひんらしいジュース瓶が入っていた。扉に備えつけられた傘のマークのついたボタンを何気なく押してみると、ブランドものの傘の入った収納が足元から電動で現れたので、きらほは感激した。

「恥ずかしいから、あまりいじるな」

　きらほがジュースを飲みながら、伸ばした足をブラブラさせていると、窓枠に肘ひじをついた朝とも永なががジロリと見た。乗り物に乗ってはしゃぐ子供をたしなめるような口ぶりである。

「ねえ、朝永。もしかして今から往診に行く家って桁けた違いにお金持ち？」

　きらほが鈴を張ったような瞳ひとみを輝かせて尋ねた。朝永が面倒臭そうに答える。

「なにと比べて桁違いか知らないが、大おお江えグループといえば日本でも有数の金持ちだな」

「大江？　あ――なんか聞いたことある。なんか手広くやってる会社だよね？」

「先代の大江竜りゆう太た郎ろうは日本版アメリカンドリームを掴つかんだ人物として、よく取り上げられる。商店街の小さな店を一代で平成の新しん財ざい閥ばつと呼ばれる総合企業にまで育て上げた」

「へえ、朝永って、そんなところから呼ばれたりもするんだ」

　きらほは感心したように口をすぼめた。

「めったにない。俺おれは業界でも駆け出しだ。腕に自信はあるが、俺より著名な魔法医はいくらでもいる。海外に行けば巨大なオカルト総合病院もある。普通の金持ちなら俺には頼まないだろう。だが、今回は依頼人直々に俺を指名だった」

「へえ、物好きな人もいるものね」

　きらほは、嫌味っぽく口端を上げた。しっぽの手術の時に散々皮肉を言われたお返しのつもりだったが、朝永はまったく意に介さないように頷うなずいた。

「俺もそう思う。ただ、今回の依頼人である患者は十五歳。高校一年生だ。もしかすると、歳としが近い方がいいと考えたのかもしれない」

「女子高生？　じゃあお嬢様だ」

「お嬢様には違いないが……。先代の大江竜太郎に家族は一人娘しかいなかった。だから、彼が死んだ時、大江グループはすべてその娘が引き継ぐことになった。依頼人だ」

「ってことはこれから診察に行く相手は、日本一お金持ちの女子高生ってことか……」

「父親の商才を受け継ぎ、その歳でいくつか会社を興おこし、実際に経営している。大江グループの二代目として期待されていると聞いた」

　そんな人でもオカルトな病気になることがあるんだ、ときらほは思う。むしろだからこそかもしれない。この手の病気はどんなに気をつけても防ぎようがないから。

「で、その女の子はなんの病気なの？」

「聞かされていない。行けば分かる」

　そう答えると、朝永はプイっと視線を窓の外に向けた。どうやらこの話題はこれで打ち切りのようである。

　きらほは不満そうに頬ほおを少し膨らませると、朝とも永ながのそのギリシャ彫刻のように彫りの深い横顔を見つめながら、

（これで、もうちょっと愛想がよければ、上う手まくやっていけると思うんだけどな）

　と、思うのだった。

　車は都心をまっすぐ東へ。東京の中心部に向かっていく。

　そのまま揺られること（といってもほとんど揺れないのだが）三十分ぐらい。

　青山近くの閑静な住宅街を抜けると、リムジンは立派な門をくぐった。

　門を抜けるとそこは異次元空間だった。

　深い杉の森、芝生の丘陵、巨大な湖……。

　ここは本当に青山なのか、というか本当に日本なのか疑いたくなるような、とてつもない豪邸である。

　湖にかかった橋を渡り、イギリス式だかフランス式だか分からない芝生と垣根の庭を越えると、宮殿のような巨大な建物が現れた。

　きらほは以前、道路から迎げい賓ひん館かんを見てその絢けん爛らんさに感動したことがあったが、目の前の建物はそれ以上だった。

「こんな漫画みたいな豪邸、リアルであるのねえ……」

　窓ガラスに顔を押しつけて眺めていたきらほが、惚とぼけたような声を出したのとほぼ同時に、自動車は玄関正面の広場に止まった。



「こちらです」

　かくれんぼをしたらすぐに鬼が泣き出しそうな、だだっ広い屋敷の中を歩くこと十五分。映画館やコンサートホールにある分厚そうな観音開きの扉の前で、岸きし田だは立ち止まった。

　扉の横に設置されたインターホンを押す。

「鞠まり菜なさま。朝永さまがおつきになりました」

『そうですか。通してください』

　インターホンのスピーカーから、落ち着いたややトーンが高めの声が聞こえた。

　扉が開けられると、中からストリングスの音色が流れてきた。

　朝永に続いて、きらほも中に進む。

　背の高いはめ殺し窓とビロードの壁紙に囲まれた部屋だった。床は貼はりではなさそうな大理石。窓の近くにはマホガニーの机が置かれてあり、その前にソファーとテーブル。壁際の巨大な本棚にはズラリと洋書が並んでいた。

　机の横で外国人の少女がバイオリンを弾いていた。

　歳としの頃ころは十歳ぐらいだろうか。ブロンドの長髪、長い睫まつ毛げに縁取られた碧へき眼がん。ドレスを着ているせいでまるでビスクドールのように見える。

　少女のバイオリンの腕は一流だった。スピッカートの多い曲を、眉まゆの辺りでまっすぐ切りそろえられた前髪をピョンピョン跳ねさせながら上手にこなしている。

（で、依頼人の女子高生はどこ？）

　きらほは部屋を見渡した。しかし、部屋にはそのバイオリンの少女しかいない。

　少女は一区切りまで弾くと、机上のケースにバイオリンを収めた。

　それから華か麗れいな足取りでこちらに来ると朝とも永ながの顔を見上げた。

「あなたがドクター朝永ですか？」

　流りゆう暢ちような日本語である。朝永が頷うなずく。

「初めまして、私が依頼人の鞠まり菜な・大おお江え・ビュートリッヒです」

　ちょこんとスカートの裾すその端を持ち上げて、少女は華麗に挨あい拶さつをした。

「エ―――――――――――――――――――――――！」

　きらほはナースキャップをずり落としそうになりながら、鞠菜と名乗る少女を指差した。

「ちょっと待ってよ、朝永。さっき、今日の依頼人は十五歳で会社も経営してるって！　どうしてこんなに小さな子――」

　そこまで言って、きらほはマズっと、口を押さえた。

　相手は初対面の、あまつさえ仕事の依頼人なのだ。

　少女はブスーっと唇をすぼめて、きらほを睨にらみ上げていた。悔しそうな顔のビスクドールを見るのは、きらほも初めてである。

「あなた、今、私を小さいとお言いになりました？」

　少女は腕を組むと、きらほを下から上まで舐なめるように眺めた。胸の辺りで視線を留め、フっと鼻で笑って長い金髪を掻かき上げた。

「あなたも大したこと、ないではないですか」

　カチンとくるきらほ。実は少しばかり気にしていたのだ。

「あなたには言われたくないわよ。私よりもっと小さいじゃない！」

　むきになって言い返す。たしかに歳としのわりに発育はよさそうだが、きらほの方にいくらか分があった。

「また小さいとお言いになりましたわね……」

「実際、そうじゃない！」

「私の場合はまだまだこれからです。母はモデルのようなプロポーションの女性でしたから、そうですわね、もう四十年ほどすれば私もそうなる予定ですわ。……もっとも、それまで生きていられれば、の話ですが」

　少女は意味ありげに微笑ほほえむとソファーの方に歩いて行き、腰掛けた。

「……四十年？」

　きらほが不思議そうに小首を傾かしげる。

「同期不全症Sync-Incompetenceか……」

　険しい顔で朝永が呟つぶやく。女の子は短い足を優雅に組みながら頷いた。



「同期不全症……ってなに!?」

「この失礼なナースはなんですの？」

　テーブルを囲むように座ると、きらほと鞠まり菜なの質問が同時に朝とも永ながに飛んだ。

　朝永がうんざりした顔で鞠菜の方を向いた。

「彼女は俺おれの助手だ。新人だからいろいろと至らぬ点があるかもしれない」

「なるほど、そういうわけですの」

　鞠菜は青色の目を細めた余裕の表情で、きらほをもう一度眺めた。

「お名前は？」

「桜さくら乃のきらほ！」

　きらほがぶっきらぼうに答えてそっぽを向く。鞠菜は頷うなずき、朝永に視線を移した。

「ドクター。構いませんから新人のきらほさんに教えて差し上げて。同期不全症Sync-Incompetenceについて」

　朝永は面倒くさそうに髪を掻かき上げながら、きらほの方を向いた。

「同期不全の説明をする前に、人が歳としをとる仕組みを知る必要がある」

「歳をとる仕組み？」

　きらほは腹を立てていたのも忘れて、きょとんと聞き返した。

「オカルト医学の有名な原則の一つに、『独立時間』という概念がある。空間の時間の流れと、肉体の時間の流れは異なる尺度、すなわち違う時間スケールを持つというものだ」

　早速、意味が分からない。きらほは額に皺しわを寄せて、こめかみを指でグリグリさせた。

「分かりやすく言うと、時間の流れる速さだ」

「はあ」

「人は時間の流れというものを変化で表している。地球が太陽の周りを一周する時間を一年とし、それを三百六十五で割り、さらにそれを二十四で割って六十で二回割ったものを一秒と定義している。しかし今から説明する空間の時間の流れとはそのことをいっているわけではなく、より普遍的な物理的世界フイジカルプレーン全体の系の時間の流れを指す。その時間スケールが変われば、今の一秒が十秒になったり五秒になったりする。もっとも、その系にいる人がスケールの変化に気がつくことは絶対にない」

　ますます意味が分からなくなったのだが、とりあえず、きらほは黙っておいた。

「ここからが肝心だ。肉体はこの物理的世界の時間スケールに従って歳をとるのだが、アストラル体は物理法則には支配されないため、同じ時間スケールに基づかない。その代わりアストラル体内に存在する『主刻時機構マスタークロツク』という時計を、時間の尺度として利用する。すなわち、アストラル体は肉体の老化とは関係なく、その時計に従って加齢する」

「ええっと、あの時、手術してもらった私の分身が、肉体より早く歳をとりえるってこと？」

「そういうことだ。ただしマスタークロックは、物理的世界の時間スケールと同期しようとする機能を持つ。だから肉体とアストラル体の時間は、ほぼ同じ速さで流れる。ところがごく稀まれにこの同期機能が正しく働かないことがある。それが同期不全症という疾しつ患かんだ」

　きらほが、自信なさげに小さく手を上げた。

「でも肉体が普通に歳をとるんなら、生活する上で問題はないんじゃない？」

　朝とも永ながが「ほお」って驚いた顔になる。

「桜さくら乃のにしてはいい質問だ」

「むうう。それ、誉ほめてんの？」

「無論だ。桜乃が言うように、たしかにアストラル体が勝手に加齢したところで、肉体が物理時間に基づいて変化するのなら問題ないように思える。実際、正常な人間でも物理時間とマスタークロックの間にはジッタと呼ばれる誤差が存在する。肉体に対して時々精神年齢の低い人間がいるのはそういうわけだ。だが、この誤差があまりに大きいと、アストラル体と肉体の変位が大きくなり、その違いの影響が肉体側に作用する。アストラル体の変異が肉体側に作用することは、きらほ、お前もよく知っていることだろう」

　きらほのしっぽや耳は、アストラル体にできたものが、肉体側に現れたのだった。

「じゃあ……」

　きらほは大きく瞳ひとみを見開いて、鞠まり菜なの方を向いた。どうして十五歳の鞠菜が、あんなに幼く見えるのか分かった。同期不全のために、鞠菜のアストラル体が肉体よりものすごく遅く歳としをとっているのだ。だから実際の肉体も成長が遅れている。

　きらほはソファーから立ち上がると、鞠菜に向かって頭を下げた。

「ごめんなさい」

　目を白黒させた鞠菜が、さっと顔に紅葉を散らした。

「な、何を謝っているんですの？」

「私、そんなことも知らないで、その、あんなこと言っちゃったりして」

「それならもうなれっこですから、気にすることはありません」

「でも……」

「いいから、お座りなさい」

　きらほがばつの悪そうな顔で腰を下ろすと、鞠菜は火ほ照てった顔を横に向けて続けた。

「正常な人より歳をとるのが遅い、というだけでしたら、同期不全はそう悪いことではありませんのよ。老化が遅いということは、人より長く生きることができるのですから」

　よく考えてみると、それはそうである。七十歳生きるところが百歳。百歳生きるところが百二十歳ぐらい生きられるのかもしれないのだ。

「問題は『オレーム効果』だ」

　朝永が重々しく言った。

「ズレが物理的な時間に対して常に遅い方向に働くのなら問題はないが、同期不全のクロックはいつか必ず時間の加速を始める。『オレーム効果』あるいは『第二ウラシマ効果』と呼ばれる体内時計の超加速だ。これが始まると数分で一年、酷ひどい時には十年加齢する」

「第二？　ウラシマ効果なら聞いたことがあるけど」

　宇宙に旅に出かけて戻ってみたら、宇宙船の中では一年ぐらいしか経たっていないのに地球上では何十年も年月が経っていて、自分の親のような歳の女性にひいおばあちゃんって呼ばれたりする、ＳＦでは当たり前のように見られる現象だ。

「第二ウラシマ効果は亀かめではなく玉手箱の方だ。ただし、こちらの場合は、玉手箱とは異なり加齢は肉体が滅びるまで続く」

「肉体が滅びるまでって……」

　きらほが再び鞠まり菜なの方を向く。鞠菜は穏やかな顔で頷うなずき、はっきりとした口調で言った。

「つまり、死ぬということですわ」

「そんなっ！」

　きらほはショックを受けたように口を押さえた。

　自分と同じくらいの歳としで死に直面している人が沢山いることは、きらほも知識としては持っている。でも実際にそういう人を目の前にするとやはり衝撃があった。

「同期不全を治す方法はないの？」

「疾しつ患かんを持ったマスタークロックの有効な治療法は見つかっていない」

「じゃあ……」

　鞠菜は時間の加速が始まって、肉体が一気に歳をとって死ぬのを待つしかない。

（そんなのってあんまりじゃない？）

　きらほが泣きそうな顔になると、鞠菜は薄い色の眉まゆを吊つり上げた。

「どうしてさっき知り合ったばかりのきらほがそんな顔をなさるんですの？　私に同情してのことでしたら失礼でしてよ」

　それは分かってはいるのだが、どうしても切ない気持ちになって、ポロポロと涙が出そうになる。きらほは指で目を押さえて必死に堪こらえようとした。

「そこまで知っていて俺おれを呼んだわけはなんだ？　マスタークロックが相手では、医師の出る幕はない」

　朝とも永ながが突き放すような口調で告げた。

「朝永！　ちょっと、その言い方はないんじゃない？」

「患者の話を聞いてメソメソ泣くような奴やつは黙ってろ」

　朝永が声を荒らげると、きらほはシュンと俯うつむいた。

　鞠菜がゆっくりとソファーから立ち上がった。

「ドクター朝永。あなたを呼んだ目的は一つですわ。ご存知の通り、私の同期不全はもう治りません。ですが、私はもう十五年も生きることができました。幸い、幼い頃ころから自由にできるお金が少々ありましたから、普通の人より刺激的な時間を過ごせたと思います。先日も、念願の宇宙旅行に行って地球を見てまいりました。三十分ぐらいでしたけど、なかなか面白い体験でした」

　ドレスの裾すそと金糸の長い髪を翻ひるがえして、クルリと回ってみせた。

「ふん、で？」

「私はもう十分生きました。ドクターにやってもらいたいことは、私の中にある爆弾を止めてもらうこと。つまり、マスタークロックを止めてほしいのです」

　鞠菜は自分の胸を押さえると、にっこりと微笑ほほえんだ。



　２　鞠まり菜なの過去



　マスタークロックを止めてほしい、そう、鞠まり菜なは言った。

（それってどういうこと？）

　きらほはポカンと口を開けたまま、脳みそをフル回転させた。

　朝とも永ながの説明によると、マスタークロックはアストラル体の時間の流れを作りだすという。もしそれが止まってしまったらどうなるか？　恐らくアストラル体は動きを止めて、その影響は肉体側にも及ぶだろう。つまりそれは……。

「ちょっと待って。そんなことしたら、死んじゃう……んじゃないの？」

「だろうな」

　朝永が感情の篭こもらない声で答えた。

　鞠菜もそれを理解して言っている。つまり、彼女が朝永に依頼しようとしているのは、それは――。

「そうですわ。私が朝永に依頼しようとしているのは、自殺の幇ほう助じよです」

　きらほは顔を蒼あおくして立ち上がった。

「だ、駄目だよ、そんなの。自殺なんてよくないよ」

　きらほの脳裏に、大好きだった男の子の顔が過よぎる。

「どうしてですの？」

　鞠菜が不思議そうな顔で見上げた。

「だって鞠菜ちゃんまだ元気そうじゃない。まだまだ生きられるでしょう？」

「昨年、一昨年とプチ発作が続けてありましたわ。いずれもすぐに収まったのでほとんど加齢しませんでしたが、小さな発作は大加速の前兆だといわれています。近いうちに間違いなく、『オレーム効果』がありますわ」

「でもだからって……」

「きらほ。あなたには私の気持ちが分からないでしょうね。いつ加速が始まるか分からない恐怖。心臓発作に近いですが、死に方はこちらの方が何倍も残酷ですわ。急に体が成長し、やがて止まり、皮膚には皺しわが増え、腰が曲がり、やがて死ぬ。体が一気に歳とし老いて、そのまま死ぬ恐怖を、きらほ、あなたは想像できますか？」

　落ち着いた口調だが、鞠菜は鋭い視線できらほを見据えた。

「それは……」

　想像なんてできない。怖いだろうな、と予想はできるが、たぶん本人が感じている恐怖は、もっともっと大きいに違いない。

「私は自分がそういう病気であることを幼い頃ころに知り、それ以来ずっとその事実と向き合ってきました。これはその上で出した結論です」

　鞠菜は凛りんと言った。

　きらほは唇を噛かんだ。あの事件があった直後、きらほも何度も死のうと思った。でもできなかった。生きていればいいことがある、と前向きに考えたからではなくて、ただ単純に死ぬのが怖かったのだ。しかし、それに対し鞠まり菜なは死を受け入れる強い意志を持っている。長い間、自分の死に直面してきて、その上で決めたのだ。そんな子に「自殺はよくない」なんて軽々しく言う権利は自分にはないかもしれない、ときらほは思う。

（でも……。朝とも永ながは、どう思ってるんだろう）

　オカルト専門といっても一応医者だ。人の命の重さは、よく知っているのではないか。

　朝永は顎あごに手を当てて目を細めたまま、意図の分からない表情で下を向いていた。

（朝永、まさか、引き受けるつもりなの？）

　自殺の幇ほう助じよとか安楽死というのは、時々、普通の病院でも行われる。病院や医師がそれで訴えられることだってある。

　つい最近、十時からのニュースで取り上げていたのできらほも知っているが、安楽死には二種類ある。積極的な安楽死と消極的な安楽死だ。

　消極的な安楽死というのは、延命治療をしないことだ。呼吸が止まって、人工呼吸器をつければなんとか生きることができるが回復の見込みはない時に、家族や本人の意思で延命治療をしないことを、消極的安楽死という。逆に、同じように回復の見込みがなくても、一度つけた人工呼吸器をはずしたりするのは積極的な安楽死といって、罪に問われる。

　鞠菜はいつ発作が起きて死ぬか分からないとはいえ、今のところ普通に生活できている。だから鞠菜が朝永に頼んでいるのは、積極的な自殺の幇助ということになる。もっともアストラル体の体内時計を止めたかどで、東京地検で立件できるかどうか疑問だが。

「もちろん報ほう酬しゆうは十分にお出ししますわ。三千万円でいかがでしょうか？」

　小学生にしか見えない容姿と、さらりと口から出た額のギャップが大きい。鞠菜の三千万円は、きらほにとっての三万円、いや三千円くらいの感覚かもしれない。

　しばらく無言の時間が流れた後、二人の少女に見守られた朝永が顔を上げた。

「なるほどな」

　冷ややかな瞳ひとみで、鞠菜を見た。

「どうやら、お前は体もチンチクリンだが、頭の方もチンチクリンのようだな。こんな娘を有難がっているようでは、天下の大おお江えグループもたかが知れている」

「なんですって？」

　鞠菜が陶器のような白い頬ほおを一気に紅潮させた。肩をいからせ、大おお股またで朝永の前に進み出ると小さな体で仁王立ちになる。

「朝永。今のは私と大江に対する侮ぶ辱じよくです。訂正しなさい」

「チンチクリンにチンチクリンと言ってなにが悪い」

　朝永は挑発するようにせせら笑った。

「私の頭のどこがチンチクリンだというんですの？」

「そんなことも分からないのがチンチクリンの証拠だ」

　鞠菜が唇をキッと結んで平手を振り上げた。しかし、下ろされる前に朝永はその腕を掴つかむと、立ち上がり、鞠まり菜なの頬ほおをぶった。パチン――と、乾いた音が部屋に響く。

「ちょっと、朝とも永なが！」

　止めようとするきらほを無視し、朝永は鞠菜の腕を持って掴つかみ上げた。鞠菜の鼻先に凍いてついたような冷たい顔を近づける。

「いつ発作が起きるか怖いから死にたいだと？　そんなに死にたければその辺の木で勝手に首を吊つって死ねばいい。庭に木が腐るほどあるから、都合がいいじゃないか」

　悪魔のような低い声でそう言うと、放ほうり投げるように鞠菜を離した。

「……同期障害を患わずらっていないあなたに、何が分かるというの？」

　床に投げ出された鞠菜が、頬を押さえながら怒りに満ちた瞳ひとみを朝永に向けた。

「分からないな。お前のようなバカな人間の考えなど分かりたくもない。とにかくはっきり言っておいてやる。お前の依頼は受けない。答えはノーだ」

　それ以上ないくらい憎々しげに朝永は言い放つ。

　鞠菜は床に座りこんだまま悔しそうに目を吊り上げて、部屋の扉の方を指差した。

「……帰りなさい。あなたの代わりなんていくらでもいますわ」

「言われなくてもそうする」

　さっさと出て行く朝永を気にしながら、きらほは鞠菜の傍そばに座った。

「あの、鞠菜ちゃん……」

　鞠菜は目に微かすかに涙を浮かべて、体を震わせていた。肩に手をかけようとしたきらほの手を払いのける。



    

  
    
      



    

  
    
      「何をしているんですの？　助手ならドクターについて出て行きなさい。それとも、きらほが私の依頼を引き受けてくれるんですの？」

「……それは無理だけど」

「じゃあ帰りなさい」

　鞠まり菜なは大声で叫ぶと、涙目できらほを睨にらみつけた。

　きらほは何も言えずに立ち上がると、扉の方へゆっくりと向かった。扉を開けて振り返ると、鞠菜が泣き崩れていた。



　廊下のかなり先を早足で歩いている黒装束の背中を追って、きらほは走った。

「ちょっと、朝とも永なが！」

　横に並ぶと、きらほは朝永の顔を覗のぞき見た。普段は感情を表に出さない彼には珍しく、冷たい怒りを顔中に露あらわにしている。話しかけるには少し勇気がいった。

「ちょっと言いすぎよ！　私だって自殺はよくないと思うけど、女の子に首を吊つれなんて」

「あんな馬ば鹿かには、あれぐらい言ってやるぐらいで丁度いいんだ」

　朝永が歩きながら答える。

「なにをそんなにムカついてるのよ。一応、人の病気を治療する医師として、自殺する人間は許せないってこと？」

　朝永は立ち止まると、きらほの方を向いた。

「それは違う。俺おれは他人の意思は尊重する。死にたい奴やつは勝手に死ねばいい」

「じゃあ、さっきキレたのはどうしてよ？」

「俺の手を自殺のような汚らわしい儀式に使おうとしたのが許せなかっただけだ」

　きらほは自分の耳を疑った。

「はっ？　なにそれ？　それが怒った理由なの？」

「他ほかに理由があるか？」

　さも当然のように言う朝永。きらほは開いた口が塞ふさがらなかった。

　てっきり命の重みを知る人間として、自殺に嫌悪感を持っているのかと思ったのだが。

「じゃああの娘こにあんなことを言ったのも、自殺を止めようとしたわけじゃないの？」

「人が自殺しようがなにをしようが俺には関係ない。医者の仕事は疾しつ患かんを治すこと。ビルから飛び降りようとする自殺志願者を説得するのは、警察の仕事だ」

「それはそうかもしれないけど、目の前にビルから飛び降りようとする人がいたら、止めようとするのが普通でしょう？　人として」

「そうかもしれん。ただ、お前も知っての通り、俺はよく普通でないと言われる」

　フンと鼻を鳴らす朝永に、きらほはうな垂れた。

　高額の報ほう酬しゆうを提示されたにもかかわらず、依頼をはっきりと断った朝永を少し見直していたのだが、裏切られた気分である。

「……あの娘こ……、違うオカルト医師を呼ぶかな？」

「マスタークロックを止めて死ぬことに拘こだわるのなら呼ぶしかないだろう。魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする世界だ。三千万出すと言えば、喜んで殺す医者がいくらでもいる」

「…………止められない？」

　できればあの人形のような少女に死んでほしくない。その気持ちの裏には、やはり福ふく井いのことがあった。

「だからそれは医者の仕事ではない。桜さくら乃の、深刻な疾しつ患かんにかかった人間は二種類に分かれる。病気を治して死ぬまで戦ってやろうというタイプと絶望して無気力になるタイプだ。医者が救えるのは前者だ。生きようとする気力のない奴やつになにをしてもよくはならない」

　突っぱねるような冷たさを含んでいたが、きらほには重みのある言葉に聞こえた。今まで何人もそんな患者を見てきたからこそ言える言葉だと。

　朝とも永ながが再び歩き出す。

　その背中を見ながら、それでもなお、きらほは納得できなかった。

　本当に医者は絶望した人は助けなくてよいのか？　たとえば勉強。先生はやる気のない生徒にはなにを教えても駄目だって言うけど、いい先生は生徒のやる気を引き出す。

　だったら医者も、生きる意思をなくした人をやる気にさせてもいいんじゃないだろうか。

　追いかけてそう言おうとした時、きらほの目の前で朝永の足が止まった。

「朝永さま。お帰りになる前にお嬢様のことで、聞いていただきたいお話があるのですが」

　いつの間に現れたのか、執事の岸きし田だが朝永に小さく頭を下げていた。



「そうですか、やはりお嬢様は自裁の希望を……」

　一部始終をきらほが話すと、岸田は白髪交じりの前髪を押さえながら、ため息をついた。

　朝永ときらほが案内された岸田の部屋。古い本棚に囲まれた中に机とソファーを配した、落ち着ける雰囲気の部屋である。

　岸田は出迎えの時着ていた濃紺のジャケットを脱ぎ、白いワイシャツに薄手のチョッキという格好になっていた。執事というより、休日の素敵なおじさまという感じだ。

「岸田さんは、鞠まり菜なちゃんの病気のことは？」

「よく存じあげております」

　岸田が目を伏せる。

「というのも、お嬢様のお母様、つまり先代の奥様も同じく、同期不全症Sync-Incompetenceだったからです」

「えっ？　そうなんですか？」

「先代の奥様、アンナさまはオーストリアの出の方で、それはもう銀幕から飛び出されたようなお美しい方でした。先代の竜りゆう太た郎ろうさまが若い頃ころ、欧州に商用で行かれた際にお知り合いになられたのです」

「じゃあ、鞠菜ちゃんの髪と瞳ひとみは、お母さん譲りのものなんだ」

「ええ。お嬢様はアンナさまに本当によく似ておられます。竜太郎さまもあの髪と瞳に惹ひかれ、求婚されました。しかし、アンナさまはいつ死んでもおかしくない体であることを竜りゆう太た郎ろうさまにお話しになり一度はお断りしました。ですが、竜太郎さまはそれでも諦あきらめきれずオーストリアに通い詰め、お射止めになられたわけです。初めてアンナさまを見た時は驚きました。お歳としは二十五という話でしたが、十五ぐらいにしか見えませんでしたから。四よ十そ路じの竜太郎さまとお並びになると、親子といってもおかしくないほどでした」

　懐かしそうに岸きし田だは破顔した。

「日本に来られてしばらくは、アンナさまの同期不全も極めて安定していて発作もなく、結婚して二年後にお子様をお生みになりました。お嬢様、つまり鞠まり菜なさまです。お二人ともお喜びになりましたが、恐れていたことが起こりました。竜太郎さまが医師に見せたところ、鞠菜さまも同期不全ということが分かったのです」

「同期不全は極めて遺伝性が高い」

　朝とも永なががわずかに片かた眉まゆを上げ、不機嫌そうな声を挟んだ。

「ええ。お二人ともそのことは承知の上で、お覚悟はできておられました……。それでも鞠菜さまがお生まれになってしばらくは、平穏無事な日々が続きました。竜太郎さまは奥様とお嬢様の病気のことは忘れているかのように働き、大おお江えの事業もますます拡大していきました。ところが鞠菜さまが六つの時です。アンナさまに発作が起こりました。そこで……マスタークロックの手術をすることにしたのです」

「馬ば鹿かな。マスタークロックの手術が成功した例は、古今東西、一度もない」

「左さ様ようです。しかしそれ以外方法がありませんでしたから……。手術は失敗に終わり、逆に発作が起こり、オレーム効果を招きました」

　岸田が声を押し殺した。

「それも、運が悪いことに鞠菜さまの目の前で」

「そ、それって……」

「たった三十秒の間に、お美しいアンナさまのお姿は変わり果てた姿になりました。それを六つの鞠菜さまは目の前で見られたのです」

「！」

　きらほは言葉を失った。

　酷ひどい。目の前で自分の母親がそんなことになるなんて、いくらなんでも酷すぎる。

「だから鞠菜ちゃんは、発作を怖がって……」

「そんな経験をされたお嬢様が死をお選びになったことを、誰だれが責められるでしょう」

　岸田はゆっくりと首を横に振りながら言う。

（もし私だったら怖くて怖くて、何もできなくなってるかも）

　マスタークロックを止めて綺き麗れいなままの体で死にたいというのも、母が変わり果てた姿で死んだためだろう。なんともやりきれない話だ。

「で、俺おれに話したいというのは？」

　表情一つ変えず朝永は尋ねた。

「ええ、実は鞠まり菜なさまのことで、私から朝とも永ながさまに一つお願いがございまして」

　岸きし田だのダークブラウンの瞳ひとみが鈍く光った。

「鞠菜さまのマスタークロックの手術をしていただきたい」

　朝永が漆黒の髪を揺らした。

「さっきも言った通り、マスタークロックにメスを入れることは、今のオカルト医学の技術では不可能だ」

「いえ、クロック自体の手術をしていただく必要はございません。移植を行っていただきたいのです」

「移植!?」

　誰だれかのマスタークロックを鞠菜の中に移す、ということだろうか。

「そんなことできるの？」

　きらほが驚きの声を上げて朝永の方を向いた。

「実例はある。だが、移植には一親等以内の人間のクロックが必要と言われているが」

「竜りゆう太た郎ろうさまのものがございます。亡くなる直前に抽出されたもので、マイナス二十度の水銀の中で、完かん璧ぺきな形で保存されています」

「ほう」

　朝永は意表をつかれたように目を細めた。

「そのことを鞠菜ちゃんは知ってるの!?」

「ご存知です」

「じゃあなんで……」

　移植すれば治るのだ。どうして鞠菜はすぐに手術しないのだろうか？

　きらほはハッとした。

（そうか。鞠菜ちゃんのママが、手術で亡くなったからだ）

　岸田が頷うなずく。

「恐らく、アンナさまがあんな風にお亡くなりになったのを怖がられているのでしょう。ですが、私はどうしても鞠菜さまに手術を受けさせたい。これは亡き竜太郎さまのご遺志ですし、私の希望でもあります。どうか引き受けていただけないでしょうか？」

　岸田が真しん摯しな眼まな差ざしで朝永を見据えた。朝永が顎あごに手を当てて考えこむ。

　きらほは二人の間に視線を泳がせながら、そわそわと、ナース服の裾すそをいじった。

「朝永……。マスタークロックの移植って難しいの？」

「移植手術の難易度はＤ。最高難易度の一つ前だ。かなり難しい手術といえるだろう」

「朝永がやったことは？」

「ない……。それでも構わないのか？」

　朝永は顎に手を当てたまま、岸田を見返した。

「失礼とは存じましたが、朝永さまにつきましてはよく調べさせていただいております。朝永さまなら失敗されることはないと信頼いたした上でご依頼いたしました。それに何より、鞠まり菜なさまが一度仕事をご依頼なされようとした方なら、手術を受けるよう説得されるのも比較的容易かと思いましたから」

　朝とも永ながは漆黒の髪を掻かき上げると、勢いよく立ち上がった。

「移植手術は引き受ける。だが説得はしない。本人が手術を受ける気になったなら、その時また連絡してくれ」

　朝永は岸きし田だにそう告げるとドクターコートを翻ひるがえした。
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　鞠菜は椅い子すに座って頬ほおを押さえていた。

　透き通るような白い頬は未いまだに火ほ照てり、熱を持っている。

「この私を叩たたくですって？」

　女に手を上げるなんて、あの男はなんて野や蛮ばんな奴やつなのだろうか。

　叩かれた時の怒りに満ちた朝永の顔が頭に浮かんだ。するとぶたれたところはとっくに痛くないのにまた涙が出てきた。悲しいというか、くやし涙に近い。それぐらい屈辱的だった。

　鞠菜は、生まれてこのかた人に叩かれたことなど、ほとんどない。

「父にぶたれて以来かしら」

　父の竜りゆう太た郎ろうが死ぬ三年くらい前だったか。鞠菜は母について、

『わざわざ私の目の前であんな風に死ななくても……』

　と父へ言ったことがあった。今思えばなんと残酷な言葉を吐いたものだ。

　それを聞いた父は、無表情のまま近づいて鞠菜をぶった。後にも先にも、怒った父を見たことはなかった。だから本当に怖かった。

　それ以来、鞠菜は人にぶたれたことはない。岸田は鞠菜の教育係として時々、小言は言うが殴なぐるなんてことはない。子息令嬢しかいない鞠菜の通っている学校では、そもそも暴力が発生することがありえなかった。

　だから本当に、鞠菜がぶたれたのは竜太郎に叩かれて以来、二度目である。

　どう復ふく讐しゆうしてやろうか、と鞠菜は思う。親にしか殴られたことのない顔を殴られ、あまつさえチンチクリン呼ばわりされたこの恨み、晴らさでおくべきか。

　幸い、鞠菜には自由にできるお金がある。相手は医師といっても高校生、おまけにオカルトだ。やろうと思えば、二度と医師などできないようにすることだってできる。

　新宿の医院の入ったビルの周りを買い占めて地上げをしたり、あるいは週刊誌に掲載させたりするのもいいかもしれない……。

　そこまで考えて、鞠菜は急に冷静になって首を振った。

「私としたことが、なにを考えているのかしら」

　こんなことを考えたりするから、あの男にチンチクリンなどと言われるのだ。

　朝とも永ながも理不尽な暴力を振るったわけではない。医師として自殺をしようとする人間を止めるのは一応、モラルなのかもしれない。

（いや、違いますわ。あの顔は、そんなことで怒っていたようには見えませんでした）

　理由は分からないが、あの歳としでオカルト医師をやっているのだ。それなりに複雑な事情というものがあるだろう。人の命に対し特別な感情を持っていても不思議でない。

「大おお江え家の当主としてそれぐらいの事情はくめるようでなければいけませんわ。チンチクリンではないのですから」

　指で涙を拭ぬぐいながら鞠まり菜なは頷うなずいた。二度と顔を見ることはないだろうが、今日のことは許そう、と思った。

　鞠菜はふと、首飾りのロケットの蓋ふたを開いた。

　幼い鞠菜を中心に横に母と父が写っている。

　母の故郷であるオーストリアに一週間、夏の休暇で行ったのだ。鞠菜にとって三人一緒の記憶はこれぐらいしかない。この旅行から帰って、一週間ぐらいで母は不可能と言われているマスタークロックの手術を行った。手術は失敗し、母は死んだ。

　この写真を見ると、もう二度と思い出すまいと何度も誓ったことなのに、どうしてもあの時のことが頭に浮かんでくる――。



　ベッドの他ほかに何もない部屋。

　どうやって自分がその病室に行ったのかは覚えていない。

　とにかくベッドに横たわる母がいて、上半身を起こして鞠菜に両腕を伸ばしたのだ。

　鞠菜は母の腕の中に入っていった。

　その時である。

　急に母が目をむいた。碧あおい美しい瞳ひとみが、血走った。

　誰だれかが鞠菜を母から引き離そうとする。でも母はぎゅっと抱きしめたまま離さない。

　母の体がもんどりを打つ。

　鞠菜の後ろでパニックになった人の声が響いた。

　鞠菜の目の前で、鞠菜の母はものすごい勢いで年老いた。顔に皺しわが入り始め、やがて体が縮み始めた。誰かが絶叫しながら鞠菜を母から引き離し目を覆う。

　でも鞠菜は見ていたのだ。

　母の体が干からびていき、ミイラのようになっていくのを――――――――――。



　鞠菜はギュッと胸を強く押さえた。あの光景を思い出すと、どうしても気が高ぶる。

　鞠菜が悲しいのは、鞠菜にとって母の記憶がほぼその記憶で埋め尽くされていることだ。写真であんなに美しくて、可か憐れんな母が、鞠菜の記憶の中ではあのミイラになる姿しか浮かばない。それがどうしようもなく辛つらかった。

「あんな風には絶対死にたくない」

　それは、いつ始まるか分からない発作に怯おびえながら、鞠まり菜ながずっと考えてきたことだ。

　スカートのポケットからプラスチックの薬入れを取り出す。青酸カリだかトリカブトだか知らないが、一瞬で死ぬことのできる薬。

　加速が始まった時、この薬が体に回るのとミイラになるのは、どちらが速いのだろうか。

　いっそ今ここでこのカプセルを飲んでやろうかと、鞠菜は思う。

　だが、もしそんなことをすれば岸きし田だに迷惑がかかる。大おお江えにむらがる蛆うじ虫むしどもは、鞠菜が自殺したとなれば喜んで岸田を責め立てるだろう。

「首を吊つる木ならいくらでもあるだろう、ですって？」

　鞠菜は大きなはめ込み窓から庭を見渡した。鞠菜の部屋の二方の窓からは、春は桜、夏は芙ふ蓉よう、秋は金きん木もく犀せい、冬は銀杏いちようの黄葉が見える。

「たしかに木ならいっぱいありますわね……」

　鞠菜は呟つぶやくと、薄紅色の唇で自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。



　３　きらほの決断



　白しら川かわ医院から暗い顔をして戻ったきらほを待ち構えていたのは、オリーブオイルとサフランの香りだった。

「すぐにご飯よ。今晩はキラちゃんの好きな、パエ――リア――♪」

　階段を上っていると、エにアクセントを入れて歌うように、母のシズホの声がした。

　制服から着替えてダイニングに下りる。既に父と弟が食卓についていた。

　桜さくら乃の家の夕飯は家族四人揃そろってが原則である。きらほの父、幸こう助すけが自営業みたいな仕事なので割と夜は自由が利く。夕飯だけ食べてまた仕事に戻ったりもする。

　今晩の献こん立だては予告通りのパエリアに、レンコンのキンピラにほうれん草のおひたしである。ラテンと和の共演。桜乃家ではこういうところに拘こだわりがない。

　桜乃家でパエリアを作る場合、大抵、中ぶりのフライパンに二種類作る。片方は肉類で片方は魚介類のパエリアと決まっている。今晩は鳥と海え老びだ。

　シズホが食卓の真ん中に置かれたフライパンの蓋ふたを取ると、強烈なサフランとオリーブオイルの香りがダイニングに充満した。

　いつも通り、「いただきます」の合図で夕飯は始まった。

　茶ちや碗わんに木のしゃもじでパエリアをよそいながら、きらほの表情は冴さえなかった。

　鞠菜の屋敷から岸田の車で白川医院に送ってもらっている途中くらいから、どうも体の調子が悪かった。なんだか脂っぽいものを食べた後みたいに胸焼けがした。あと、体の節節が痛い。屋敷で出されたケーキのためではなくて、精神的なものだ。

（誰だれ？　楽なバイトなんて言ったのは……）

　肉体的には辛つらくないけど、精神的には辛い仕事なのかもしれない。オカルトとはいえ医者の助手なら、死とかそういうものにこれからも触れていきそうだから。

　結局……。朝とも永ながは岸きし田だの手術依頼を承諾したが、鞠まり菜なが自分から手術を受け入れた時のみとした。車の中や帰る直前の医院で、きらほは何度か鞠菜を説得するように言ったけど、朝永は聞く耳を持たなかった。

（なによあいつ。見損なったわ……）

　胸焼けの原因はこれである。いつも冷たい態度をとる朝永だが、ここ一番という時は病気の人間を大切にしてくれる奴やつだと、きらほは信じていた。手術の際も、なんだかんだ言って、記憶を残したままを希望したきらほの意思を尊重したし。それなのに……。

「ふう……」

　眉まゆを寄せてため息をついていると、晩ばん酌しやくで顔の赤くなった幸こう助すけがきらほの方を向いた。

「きらほ。そういえば今日からバイトとか言っていたよなあ。どうだったんだ？」

　優しそうな面長の顔に眼鏡めがねに髭ひげ。最近髪の毛が寂しくなってきているけど、これでも会計士の事務所を開いている。

「うん。まあまあ」

　アルバイトの話は両親に話していた。さすがに毎週嘘うそはつけない。もちろん借金三百万円やバイト先のことは話せないので、クラスメイトのやっているパン屋の手伝いをやっていると説明していた。正直、心苦しい。

「大変なんでしょ？　だって、キラちゃん、今日、食欲なさそうだもの」

　シズホがきらほの茶ちや碗わんを見ながら心配そうな顔になった。いつものきらほなら、にっぽん昔話に出てくるような山盛りになっている。

「いや、ママ。バイト初日が一番疲れるんだよ。作業に慣れてないから。パパもなあ……」

　幸助が学生時代やった工事現場のバイトの話を始める。

「キラホ。最初のバイト代が出たら、前から言ってたＵＳＢメモリーを買ってくれない？」

　隣に座っていた琢たく己みが、きらほにねだるような目をしてみせた。

「いつもパソコン教えてやってるだろう？」

「う――ん。まあ、考えておくわ」

　実際にはバイト代は出ないので、辛つらいのだが。

「それより、琢己の野球。毎朝練習に行ってるみたいだけど、試合には出られそうか？」

　話題がバイトの話から変わってホッとする。

「微妙……。というか、無理」

「琢己はどっちかというとオタクだから、スポーツはあんまり得意じゃないもんな」

「そのイメージを払ふつ拭しよくするために、運動部に入ったんだ」

「あれだけ頑張っているんだから、負けてたら一打席ぐらい打たせてくれるんじゃない？」

「負け試合で一打席打ってもなあ……」

　三人の会話をボーっと、きらほは聞いていた。まるでホームドラマの中の団だん欒らんのシーンでも見ているような感覚である。

　悪くないな、と思う。いや、むしろ好ましい。痛かった体の節々が治り、極上のパエリアで胸焼けもス――っと引いていく。

　これが家族のパワーだ。

　あの事件の後、何度となくきらほを救った強力な力。

　でも――。

（鞠まり菜なちゃんには、こういうの、ないんだろうな）

　父も母ももういない。岸きし田だのような家で働く人はいても、一緒に食事はしないだろう。それと鞠菜の病気はまた別の問題だが、あの広すぎる家で、一人で食事というのは寂しいだろうなと思った。

「ねえ」

　前後の文脈はまったく無視して、いつの間にか、きらほは口を挟んでいた。

「うん？」

　父、母、弟の視線が一斉にきらほに集まった。

「たとえばの話なんだけど。もしよ。もし私が内臓を移植しないといけないような病気にかかったとしたら、どうする？」

　一瞬、時間が止まる。みな茶ちや碗わんを持ったまま、ドキっとしたような顔で固まっていた。

　きらほは慌てた。

「あっ、ゴメン。ちょっと発言、変だったかな。やっぱ、今のなし。不適切な表現があったことをお詫わびします」

　きらほは手をパタパタと振って、ごまかすみたいにパエリアのお代わりをよそった。

　ここしばらく、三人がきらほのことをかなり気にかけていることは知っている。だから今の発言はちょっと不用意だった。

　きらほが食べ始めると、他ほかの三人も食事を再開する。

　でも会話が止まったまま。気まずい雰囲気。自分が会話を止めたので、きらほは針のむしろである。

　沈黙を破るように、幸こう助すけが口を開いた。

「そうだなあ。移植で助かるんなら、可愛かわいい娘のためにパパがその臓器を提供するな」

　冗談めかして言っているものの、顔は割と真剣だった。

「でもパパは仕事があるから、ママの方がいいんじゃない？　しばらくパパと琢たく己みの食事はコンビニ弁当になっちゃうけど」

　話が妙なところで具体的になってくる。

「それは寂しいな。でも病院の飯に比べたら、コンビニの方がまともかもしれない」

「最近、コンビニでもパエリアあるよね？」

「それ美お味いしいの？」

「知らない。食べたことないから」

「でもコンビニ弁当といえば……」

　会話があらぬ方向へ脱線していったので、きらほは安あん堵どのため息をついた。

　こんなものだろう。桜さくら乃の家はあまり大きな病気とは縁のない家系。父と母、田舎いなかの祖父母四人もピンピンしている。だから急に移植手術なんて話になっても、現実味なんてないのだ。

「ところで、鳥と海え老び、どっちのパエリアが美お味いしい？」

「お父さんはあの海老の甘さがご飯にしみこむのがあんまり好きじゃないんだなあ」

「俺おれは鳥よりは海老の方がパエリアっぽくていいと思うよ」

　いつの間にか話はさらにパエリアの話になっていた。これこそ桜乃家だときらほは思う。

「でも……」

　夕飯も佳境になり、大半がなくなった鳥の方のパエリアのフライパンの底についたおこげを、しゃもじでこそいでいた幸こう助すけが、ふと、きらほの方を向いた。

「まあ、パパかママか琢たく己みか分からないが、きらほがそんな病気になれば臓器でもなんでも提供する。だって家族だしな」

　幸助は、お酒のせいか、こっぱずかしいからか分からないけど、赤くなった顔で白髪交じりの頭を掻かきながら言った。

　きらほは胸がいっぱいになって泣き出しそうになるのを必死で堪こらえた。



　ルルルルルー、ルルルルルー。

　携帯電話の向こうで呼び出し音が聞こえる。

「いないのかなあ」

　パジャマ姿で携帯電話を持ち、ベッドに腹ばいになったきらほが呟つぶやいた。

　呼び出し音十回ぐらいで、そろそろ諦あきらめようかという頃ころ、

『朝とも永ながだが』

　いつもの無愛想な声が聞こえてきた。

「私よ」

『……桜乃か』

　少しだけ間があって、ため息が聞こえた気がした。

『なんの用だ？　またしっぽでも生えたか？』

「違うわよ。やっぱり鞠まり菜なちゃんに手術を受けるように説得しようよ」

『……』

　不機嫌が電話線を通って伝わってきているようである。

「鞠菜ちゃんのお父さんがマスタークロックを残したのは、鞠菜ちゃんの病気を治させるためよ。その気持ちを無駄にしちゃだめだと思うのよ！」

『……本人にその気がないのだから仕方がない』

「だから私たちでなんとか説得するのよ」

『なぜ、そんなことをしないといけない？　本人は死にたがっているのだぞ？　それに親父おやじの遺志を押しつける理由があるのか？』

「あるわ。それが家族なのよ。ファミリーよ。ラブなの！」

『……』

　また朝とも永ながが押し黙る。疲れたように額を押さえたのが目に浮かぶ。

『ラブだかピースだか知らないが、人は生まれることを選択できない、だが死ぬことを選ぶ権利はある。人が他人の命を奪う権利がないように、人を無理やり生かす権利はない』

「でも医者って人を生きさせるのが仕事じゃないの？」

『それは違う。神以外に、生せい殺さつ与よ奪だつの権利を持つ者は存在しない』

「じゃあ朝永は、鞠まり菜なちゃんがこのまま死んでもいいと思ってるの？」

『思わないが、本人がそれを選択するのなら、仕方がない』

「そんなこと言って、本当は手術を成功させる自信がないんでしょ！」

　電話の向こうで朝永がフンって鼻を鳴らした。

『言いたいことはそれだけか？　だったら切るぞ』

「もうアンタなんかに頼まないわ。鞠菜ちゃんは私一人で説得……」

　ツ――ツ――ツ――、と、電話を切られた音が聞こえてきた。

「もう、なによっ！」

　ベッドに向かって携帯電話を叩たたきつけると、マットレスで跳ね返って床に落ちた。

　拾い上げようときらほがベッドから手を伸ばそうとした時、部屋の扉が開いた。

「キラホ、うるさい」

　琢たく己みだった。部屋が薄い壁と廊下を隔てて目の前なので、大きな声で話すと響くのだ。

　きらほはマズそうに口を手で押さえた。

「もしかして聞こえていた？」

「人の電話を立ち聞きするような趣味はねえよ。でも、『もうアンタなんかに頼まないわ』だけは、はっきり聞こえたぞ。……なに？　もしかして痴ち話わ喧げん嘩か？」

　琢己がニタリと笑う。

「ぜんぜん違うわよ。もっと大人おとなのは・な・し」

「ふ―――ん」

　ヘラヘラ笑いながらも、琢己はそれ以上突っ込んだことを聞こうとはしない。

「それにしても、キラホ、ここ最近、ちょっとだけ元気になってきたんじゃない？」

「最近ってどのくらいよ」

「ここ一週間ぐらい？」

　ちょっと驚く。

「もともとキラホってすぐに大きな声だしてたけど、最近、なかったじゃん」

　琢己はその理由には触れようとしなかった。本当は知ってるのに。以前まではその心遣いまでが胸に痛かったが、今はそんなことはない。

「声が大きくてガサツで大食いで悪かったわね」

「そこまで言ってないけどさ。なんか吹っ切れたみたいだけど。なんかいいことあった？」

「べ、べっつに。何もないわよ」

　わざとぶっきらぼうに答えてごまかしながら、きらほは思う。

（私、そんなに変わったかなあ……）

　以前、委員長にも「何かあったか」と聞かれた。周りに異様に鋭い人たちが多いだけなのか、それともきらほがあまりに分かりやすい性格だからなのかは分からないが。

「まっ、なにかあったら相談してくれればいいから」

「弟のくせになに生意気なことを言ってるの。ほら帰った帰った」

　きらほは枕まくらを投げつけた。琢たく己みは軽やかにキャッチすると、下から投げ返して、自分の部屋に戻っていった。

　きらほはベッドの上にごろりと横になる。

　朝とも永ながから受けたのはしっぽとネコ耳を治療する手術だったはずだ。でも実際に治療されたのはそれだけではない――。

　きらほは頭の中に赤い瞳ひとみの美形の顔を浮かべながら、一つの決心をした。
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　鞠まり菜な・大おお江え・ビュートリッヒは、私立白はく鳳ほう学院の一年生だ。

　白鳳学院は子息令嬢御ご用よう達たしの高校である。都内にはいくつかそのような学校が存在するが、白鳳はその中でも群を抜いている。大企業のオーナーや旧華族など本当に金持ちの縁者しか通っていない。

　キャンパスは新宿御苑のほど近く、ＪＲ千駄ヶ谷駅から徒歩十分という通学には便利な立地条件である。もっとも、公共の交通機関を使って登校する生徒はただ一人としていない。生徒は全員、送り迎えの車があるからだ。

　校門前には送迎自動車用の広いターミナルがあり、放課後ともなると黒塗りのリムジンが駅前のタクシー乗り場のような列を作って子息や令嬢が門から現れるのを待つ。

　これが本当のタクシー乗り場ならば、運転手同士がタバコを燻くゆらせながら世間話でもしているものだが、ここではそんな光景は見られない。白鳳学院はどこも禁煙であるし、そもそも、タバコ臭さを車の中に持ち込む運転手がいない。みな運転席でじっと待つのだ。

　ターミナル内での列もタクシーのように早いもの順ではない。関連会社の経営者の子息令嬢が通うこともある。主人の親会社の家の車の前に停とめるわけにはいかないというわけだ。生徒同士ではその辺の意識はなく、特にそうするよう指示されることはなくても、運転手は自発的にそうする。日本的縦社会が生み出した防衛本能である。

　その結果、乗り場の先頭近くには、どうしても白鳳学院の中でも旧家や超資産家の送迎車が並ぶことになるわけだ。

　大江家の車はいつも一番先頭の列に並ぶ。大江家自体は古い家ではないが、「日本一の大江」という、岸きし田だの自負があるためだ。

　その日――。七限の講義が終わると校門から、長くて透き通るような金髪を跳ね上げながら、白いセーラー服姿の鞠まり菜なが現れた。

　忙しそうに校門を通過しリムジンへと向かっていく生徒の中に、金髪碧へき眼がんの人形のような鞠菜が交じっている光景は奇妙だった。日本人離れした容姿のために年齢不詳な雰囲気はあるが、特注の制服を着たところでとても高校生には見えない。生徒の大半は飛び級かなにかだと認識しており、学校側は半ば黙認している状態だった。

「はて」

　鞠菜は門の前で立ち止まると、小さな首を傾かしげた。

　出迎えの車がいないのだ。

「なにかあったかしら……？」

　あの岸きし田だがスケジュールを間違えるとは考え難い。ベテラン執事にも想定外の事件が起こったのか。

　携帯電話を取り出そうとした時、鞠菜は門の陰に見覚えのある顔があるのに気がついた。

　周囲の雰囲気にそぐわない茶色の大きな紙袋を抱え、門の警備員に怪しい視線を送られていた。制服姿でなければ追い払われていただろう。

　薄茶毛のその女の子は鞠菜を発見すると、ニコニコと笑いながら近づいてきて、紙袋の中に手を入れた。その後ろで警備員が警戒したような顔になっていた。

　紙袋から出てきたのは小麦色の魚の形をしたものだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「わかば屋のたい焼き、どう、一緒に？」

　微笑ほほえむきらほを呆ぼう然ぜんと眺めながら、鞠まり菜なは罠わなにかかったことを知った。



「こんなところに、こんな場所があったのですね」

　きらほに連れて行かれた小さな公園を見渡しながら、鞠菜は感心したような声を出した。

　白はく鳳ほう学院のほど近くに、御苑以外の公園があるとは知らなかった。鞠菜の屋敷のホールより狭い敷地にブランコと滑り台と砂場の三点セット。鞠菜はこんな小さな公園に来るのは初めてだった。

　そろそろ陽ひが陰る時間なので二人の他ほかに人の姿はない。鞠菜はきらほに手を引かれるまま、ベンチに腰掛けた。

「鞠菜ちゃん、これ好きなんだって？」

　きらほがたい焼きを差し出してきた。

　鞠菜は一瞬躊躇ためらいつつも、結局受け取った。湯気を上げるたい焼きを手の上で跳ねさせて、頭からかぶりついた。

「岸きし田だから聞いたのですね？　これは立派な裏切り行為ですわ」

「うん。鞠菜ちゃんを誘うならこれがいいって」

「私は犬ではありませんわよ」

　そう言いながら、きらほに手を伸ばして二匹目を要求する。

「でもちょっと意外かな。鞠菜ちゃんって、たい焼きより高級ケーキとか和菓子とか似合うイメージだけど」

「偏見ですわ。高いものだろうが安いものだろうが、美お味いしいものは好きです」

　鞠菜は親指についた餡あんをお上品に舐なめ、うっとりと陶器のような白い頬ほおを押さえた。

「手で食べるのも、悪くないですわね」

「手でって。もしかして鞠菜ちゃん、たい焼きを手で食べないの？」

「フォークとナイフですわ。あの屋敷では手でものを食べる習慣がありません」

「でも、お菓子は？　ポッキーとかポテチとか……まさか知らないとか？」

「あら、私だってテレビは見ましてよ。それにポッキーはともかく、ポテトチップスは夕食の付け合わせに出たものを食べますわ。もちろんナイフで食べますが」

「そんなことできるの？」

「慣れればできます」

　目を丸くするきらほに鞠菜は薄紅色の唇をほころばせた。

　こういうカルチャーギャップは悪くない。いつもなら車で前を通り過ぎるだけのこんな場末の公園でたい焼きを食べていること自体、刺激的な体験だった。

「で、きらほ。私になんの用ですの？　たい焼きを使ってまでおびき寄せて」

　きらほは自分のたい焼きを飲み込むと、鞠菜の方をじっと見つめた。

「鞠菜ちゃん。移植手術を受けて」

　予想通り。岸きし田だが絡んでいる時点で、鞠まり菜なには見当がついていた。

「お断りしますわ」

「どうして？」

「理由を話すつもりはありませんわ。とにかく移植は受けません」

「でもね、鞠菜ちゃん……」

「依頼を断られた時点で、私と朝とも永ながの縁はなくなりました。赤の他人です。なのにどうしてその助手に、こんなおせっかいをされなければいけないのですか？」

「それは……」

　続けようとするきらほの言葉を手で制して、鞠菜は長い睫まつ毛げに縁取られた瞳ひとみを動かした。

「それにきらほ。その制服。学生だったのですね？　どこの高校ですか？」

「新宿の六花学院だけど」

「確か、ドクター朝永も新宿の高校に通っていると聞きましたが、同じ学校ですか？」

「そうよ」

「ふうん」

　鞠菜は思わせぶりな笑みを浮かべた。

「では、どうして同級生でありながらあの男の助手をやっているのですか？　あの男の恋人かなにかかしら？」

「ち、違うわよ！」

　顔を赤らめたきらほが、手を振って否定した。いつの間にか会話のイニシアチブを奪われたことに気がついていない。

「じゃあどうしてですの？　なにか弱みでも握られまして？」

「ん――んと、似たようなものかもね。彼の手術を受けたのよ。オカルト系の病気で。で、その手術費用をバイトで払っているわけ」

「なるほど。その費用はおいくらですか？」

　きらほがおずおずと指を三本立てる。

「まあ、三億円ですか？」

「そんなお金、バイトで払えるわけないでしょ！　三百万よ三百万!!」

　鞠菜の目が文字通り点になる。すぐに口に手を当てて、オホホホと笑った。

「それだけのお金のために、同級生の男子の下で働いているのですか？」

「それだけってねえ。鞠菜ちゃんみたいな金持ちにとってはそれだけかもしれないけど、私のような庶民にとっては何年も働かないと手に入らないような額なの！」

「それは悪かったですわ。馬ば鹿かにしたわけではないんですのよ」

　鞠菜は笑いながら通学鞄かばんを開けた。中から万年筆と細長い帳面を取り出す。

「と、いうことは、その三百万を払えば、きらほは朝永と縁が切れるというわけですね」

　帳面に万年筆で表書きをすると、「３」に「０」が六個のついた数字を書いて、￥マークを頭につけ、その頁ページをビリビリと破ってきらほに差し出す。

　きらほがポカンとその紙切れを見ていると、鞠まり菜なは呆あきれた顔をした。

「小切手をご存知ないですか？」

「ご存知よ!!　使ったことはないけど」

「じゃあ受け取ってください」

　鞠菜が微笑ほほえんで、小切手を持った手をさらにきらほの方に伸ばした。

「で、でも、なんで？」

「きらほは朝とも永ながの助手をしているから、ここにいるのでしょう？　助手でなくなればもう私に手術を受けるように説得する理由もなくなるのではなくて？」

　そう言って小首を傾かしげる鞠菜に、きらほは少しムッとした表情で小切手を押し返した。

「三百万くらい自分で働いて返すわよ。それに、私は朝永に言われて鞠菜ちゃんを説得しにきたわけじゃないの。自分の意思で来たの」

　鞠菜は小切手帳を収めながら嘆息する。

「きらほとは会ったばかりです。なのに、どうしてそんなおせっかいなんですか？」

「鞠菜ちゃんのパパがマスタークロックを残したのは、あなたにどうしても生きてもらいたいと思ってたからよ。私はその遺志を無駄にしてほしくないの。ママがあんなことになって手術が怖いのは分かるけど、でも……」

「岸きし田だはそんなことまで話したのですか!?」

　鞠菜は口を尖とがらせた。屋敷に戻ったら絶対に文句を言ってやる、と思う。

「きらほ、あなたは勘違いをなさっていますわ。私の父は私のためにマスタークロックを残したわけではありません。すべては大おお江えグループのためですわ」

　鞠菜は目を眇すがめると、公園の砂場の方に視線をやった。

「大江グループは父がほぼ一代で築き上げたものです。グループの関連企業は、大江家ゆかりの人間で占めていますが、もともと仲のよくない血縁故に団結力は脆ぜい弱じやくです。飾りでもいいので一人、グループの核となる人間がいなくてはいつ瓦が解かいしてもおかしくありません。父が生きている間はその核は父でしたが、父が死んだ後は一人娘の私がなりました。だから私は大江のグループのために、なにをしなくとも存在する必要があります。だから父は私にマスタークロックを残したのです」

「そんなの分からないじゃない。鞠菜ちゃんのために、残したのかもしれないわよ」

　鞠菜はゆっくりと首を振った。

「いいえ。私の父は私よりグループのことを大切にしていました。普通の家で育ったきらほには分からないでしょうね。巨大なグループを束ねる人間にとって、グループは家族より大切です。だから実際、私は父が死んだ中学二年まで、父と過ごした記憶は数えるほどしかありませんわ。母のあの手術の時も、父はいませんでしたし」

　ブロンドの前髪が、俯うつむいた鞠菜の目を隠す。

「でも私はそれを責めるつもりはありませんわ。グループには、数千万の被雇用者とその家族がいるのですから。自分の家族よりもグループの方を大切にして当然だと思います。でも父のその遺志を、私は継ぐつもりはありませんわ。ましてや、父やグループのために、あんな身の毛のよだつような経験をしたいとは思いません」

　鞠まり菜なが竜りゆう太た郎ろうのマスタークロックが残されていることを岸きし田だから聞かされたのは、葬式の後のことだ。大おお江えの一族の中に鞠菜の体のことを知っている人間はいない。知っているのは岸田と鞠菜、あと数人だけである。

　岸田は鞠菜に何度も移植を勧めたがそのたびに鞠菜は断った。もし岸田が大江のことだけを考えているのなら、鞠菜を拘束して強引にでも説得しようとしただろう。竜太郎の筆頭執事で、今でもグループ内で大きな力を持つ岸田ならそれはできたはずだ。でもそれをしないのは、鞠菜に対する愛情だと思う。

　それでも、誰だれになんと言われようとも、鞠菜はマスタークロックの手術を受ける気はない。これは竜太郎が死ぬずっと前から考えていたことだ。母のアンナのようにはなりたくない。もし加速が始まりそうなら、その場で死んでやるとも決めている。

「でも、本当にそうなのかな？」

　きらほが鞠菜の方を向いた。何が「でも」で「そう」なのか分からない不ふ明めい瞭りような発言だ。

「本当に、鞠菜ちゃんのパパはグループのためだけに、マスタークロックを残したのかな」

　きらほが首を傾かしげながら、足を子供のようにパタパタさせた。

「だってさ。それだったらどうして、鞠菜ちゃんのお母さんが亡くなった後、新しい奥さんをもらったりしなかったの？」

「！」

　鞠菜の青色の瞳ひとみが大きく見開かれた。

「奥さんが亡くなって、鞠菜ちゃんもいつ加速が始まるか分からないのよ。もし家とかグループを第一に考えるなら、再婚して子供をつくればいいじゃない。その方が確実でしょ？」

「それは……」

　竜太郎がどうして再婚しなかったのか。鞠菜が疑問に思ったことがないわけではない。家に滅めつ多たに帰らないから、どこかに恋人がいても不思議はないとも思っていた。でも、竜太郎が再婚することはなかった。

　なぜ父は再婚しなかったのか？

　きらほが鞠菜の両手を取って、自分の方に向かせた。

「それって鞠菜ちゃんがいたからじゃないの？　鞠菜ちゃんのパパ、絶対に鞠菜ちゃんのことを一番に考えていたんだよ。愛してたんだよ」

「分かりませんわ。忙しくて相手を見つける暇もなかったのかもしれないじゃないですか」

「本気でそう思ってる？」

　きらほにジ――っと目を見つめられ、鞠菜は顔を背けた。

「きらほ。あなたは本当におせっかいですわね。よくもそんな恥ずかしい台詞せりふを、臆おく面めんもなく言えますわ」

「あら、どうして？　恥ずかしくなんかないよ」

　きらほがニッコリと笑う。

　鞠まり菜なは唸うなった。岸きし田だのやつ、かなり強力な説得役を見つけたものだ。

「ねえ、鞠菜ちゃん。パパのマスタークロックの移植手術、受けようよ。パパがマスタークロックを残したのは絶対鞠菜ちゃんのためだって」

　鞠菜はきらほの手を乱暴に振り払った。

「百歩譲って私のために残したのだとしたら、いい迷惑ですわ。私は手術を受けるつもりなんてないのですから」

「朝とも永ながなら大丈夫。絶対手術を成功させるから。だから手術を受けようよ」

「きらほは母の最期を見ていないから、気楽にそんなことを言えるのですわ！」

　鞠菜は大きな声を上げて立ち上がった。

　やはり頭の中には、あの時の光景が浮かんだ。

　アンナの腕の中にいる自分。絶叫して、母から離れようとしても離れられない。

　目の前でみるみる老いていき、ミイラ化するアンナ……。

　あんな姿にだけは……。なりたく……ない。

　――その時。

　ドキンと心臓が強く打った。強烈な痛みが走る。

　鞠菜は胸を押さえて、ベンチに落ちるように座りこんだ。全身が急に、熱湯をかけられたように熱くなった。

「ど、どうしたの鞠菜ちゃん！」

　驚いた表情のきらほが鞠菜の顔を覗のぞきこんだ。

　息をするのが辛つらくて答えられない。汗が全身から噴き出した。

「なにこれ!?」

　鞠菜の手を取ったきらほが、その異常な脈拍に驚きの声を上げた。

「もしかして……鞠菜ちゃん！」

「ええ……。どうやら発作が……始まったみたいです」

　鞠菜は胸を押さえると、苦渋で歪ゆがませた唇で呟つぶやいた。



　　　　　　　　　　＊



「発作っ……て!?」

　きらほはベンチから勢いよく立ち上がった。

　発作……。数分の間に何年も体が加齢するという、マスタークロックの暴走。

「鞠菜ちゃん！　私、どうすればいいっ!?」

　蒼そう白はくになって、きらほは叫ぶ。

「ど……うしようも、あり……ません。一度始まったら止まるのを……待つし……か」

　紅潮した顔で歯を食いしばりながら、鞠まり菜なが弱々しい声を漏らす。両肩を抱えた小さな体が小刻みに震えていた。

「待つしかないって……！」

　岸きし田だの話が脳裏を過よぎり、きらほは息を呑のんだ。幼い鞠菜の目の前で逝いった彼女の母親のこと――。

（まさか鞠菜ちゃんも、このまま……！）

　残酷な想像を振り払うように、きらほは頭を振った。

（駄目よ、絶対。鞠菜ちゃんには、朝とも永ながの手術を受けさせるんだから！）

　だがそう思っても、苦しむ鞠菜を前にどうすることもできない。

　オロオロしながら、こんな時、朝永がいれば、と思う。彼なら発作を止めるよい方法を知っているかもしれないのに。

　急に鞠菜が上体をかがめた。

「き、きらほ……。すみませんが……、これを……取っていただけませんか？　息が……苦しいので……」

　胸の辺りを押さえる。

「これって……。ああ！」

　きらほは鞠菜のセーラー服のリボンを解くと、ベンチの後ろに回って背中に手を入れた。

　柔らかい肌に限界まで伸びたブラのゴムとホックが食い込んでいた。

　ホックを外すとはち切れるようにゴムが飛ぶ。

「鞠菜ちゃん、これ、ちょっとサイズが小さいんじゃ……」

　言いながら理由に気がつき、愕がく然ぜんとする。

　下着が小さいのではなかった。発作で鞠菜の体の方が大きくなっているのだ。

　鞠菜の肉体年齢は恐らく十歳ぐらい。成長期である。

　ジッと見ていて体が大きくなるのが分かるほど早くはない。しかし、鞠菜のセーラー服が鞠菜の体に対して明らかに小さくなってきているのは見て取れた。

　セーラー服の中からミシミシと布地が引っ張られる音が上がる。下着が鞠菜の体に食いこんで締めつけているのだ。音が上がるたびに鞠菜の顔が苦痛に歪ゆがむ。もしかすると、発作自体よりも服の締めつけによる苦しみの方が大きいのかもしれない。

「鞠菜ちゃん!!　発作、まだ止まらないの!?」

　両手で頭を押さえ、きらほは取り乱したような声を上げる。

「そんなこと……分かりませんわ」

「ああ――、もう！」

　これ以上鞠菜が苦しむのを見るのは耐えられなかった。きらほは腕に自分のスポーツ鞄かばんを引っかけると、鞠菜を抱え上げた。

「きらほ！　どうする、つもりですか！」

　鞠菜を抱っこしたまま公園の奥へと走る。古そうなトイレの横にある、できたばかりの車椅い子す用のトイレに担ぎこんだ。

　きらほはドアに錠をすると、鞠まり菜なを洗面台に座らせて服を脱がし始める。

「き、きらほ、怖いですから、黙って服を脱がせるのは……ちょっと、あっ……」

　悲鳴を上げる鞠菜を無視して、あっという前に彼女の体を締め上げていた布の拷ごう問もん器具をすべて取り払う。

「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ――」

　生まれたままの姿になった鞠菜の肩に伸ばした両手をかけ、きらほは俯うつむいたまま荒い息を整える。それから鞠菜の目の前で、上気した顔を上げた。

「発作は……いつ……止まるの？」

　今にも泣き出しそうな表情で尋ねる。

「きらほ……」

　鞠菜が目を閉じると、深呼吸を何度かした。呼吸が落ち着いてくると共に、顔色が徐々によくなってきた。

　宝石のような青い瞳ひとみが開かれる。

「大丈夫。そろそろ収まりつつありますわ」

「本当に!?」

「ええ……」

　鞠菜が小さく頷うなずく。

　その言葉の通り、しばらくすると脈が落ちてきた。それでもまだ動どう悸きがしているが、常識的な速さだ。

　やがて――。

「たぶん……止まりましたわ」

　胸に手を当てたまま鞠菜は告げた。

　愁しゆう眉びを開いたきらほは鞠菜に抱きついた。

「ちょっときらほ……！」

　鞠菜が焦ったような、当惑したような声を上げる。

「よかった……。本当によかったよお」

　声を震わせながら、きらほは「よかった」を繰り返した。

「私、このまま鞠菜ちゃんが死んじゃうんじゃないかって思って……」

「大丈夫です。ただのプチ発作ですわ」

　きらほはゆっくりと鞠菜の体を離すと、睫まつ毛げの涙を拭ぬぐい、改めて生まれたままの姿の鞠菜を見た。

　前髪で目が少し隠れていた。身長がかなり伸び、もともと発育のよかった体つきも小学生のものから大人おとなの女性らしき兆候を現している。少しだけ。

「育ち盛りというのは分かるけど……。今の発作で何年ぐらい経たったの？」

「爪つめの伸びからすると、一年くらいだと思います」

　三センチほどになった長い爪つめを鞠まり菜なは見せると、寒そうに体をブルブルっと震わせた。発作が収まり、体温が落ちたようだ。

「あ、ちょっと待って」

　きらほがしゃがんでスポーツ鞄かばんから茜あかね色いろのジャージを出した。

「これ使ってないから。替えの下着までは持ってないけど。あと、ヘアバンドも」

　渡す際、もう一度、鞠菜の体をジロジロ見渡した。

「ホント、鞠菜ちゃん成長したわね。たしかにこのままだと追い抜かれるかな」

　鞠菜は顔を赤くして奪うようにジャージを受け取ると、横を向きながら着て、ヘアバンドで前髪をアップにした。

「なんだか奇妙な感触の繊維ですわ。肌に直接ふれるといやな感じです」

　化か繊せんの服を着るのは初めてのようだ。きらほは不満げな鞠菜の額をツンと突いた。

「贅ぜい沢たく言わない。すっぽんぽんよりましでしょう？　はい、これ。小さくてもう着られないかもしれないけど」

　きらほからさっき剥はぎ取られた衣服を渡されると、鞠菜は横を向いたまま口をすぼませて、小さく「……ありがとう」と答えた。

　しかしすぐに真剣な顔になる。

「岸きし田だを呼んでいただけませんか？　屋敷に戻ります」

　凛りんとした口調できらほに告げた。

「…………戻ってどうするの……？」

「決まっています。すぐに医師を呼んで、マスタークロックを止めさせます。今回のは過去の二度の発作よりも長かったですから……。もう一刻の猶ゆう予よもありませんから」

「駄目よ！　朝とも永ながのところに行って、手術をしてもらうのよ」

「くどいですわ」

　鞠菜は目をキッとさせると、渡されたセーラー服のポケットから、携帯電話を探そうとした。

「携帯ならここよ」

　鞠菜の目の前で、きらほが銀色の携帯電話をブランブランさせた。服を畳む時に奪ったのだ。

「……だったらタクシーで帰ります」

　トイレの扉へ向かおうとする鞠菜の前に、きらほは両手を広げて立ちはだかる。

「きらほ。そこをどいてください」

「絶対、朝永のところに鞠菜ちゃんを連れていく」

「朝永のところへ連れていったところで、私は手術には同意しませんわよ！」

「それでもいいから。とにかく一度白しら川かわ医院に行って！」

　鞠菜が再び制服のポケットに手をもぐりこませ、プラスチック製の薬入れを取り出した。

「そんな風に私を追い詰めるのでしたら、いいですわ。ここで死にます」

　剣けん呑のんな雰囲気を感じ取ったきらほが、薬入れを持った鞠まり菜なの腕を掴つかもうとした時、

「ウウッ」

　鞠菜が苦しそうに胸を押さえた。そのまま力が抜けたように、フラフラっと倒れかける。

「鞠菜ちゃん！」

　きらほが悲鳴を上げてその体を支えた。

　もとより色白の鞠菜の顔がいっそう青白くなった。もたれかかった身体が異様に冷たい。

「えっ、えっ、どういうこと!?　どうなってるの？」

　また発作だろうか？　きらほは鞠菜の胸に耳を当てた。しかし、先ほどのように心拍数が異常に上がってはいない。

「鞠菜ちゃん、鞠菜ちゃん！　鞠菜ちゃんったら！」

　きらほはパニックになりながら叫ぶ。しかし、鞠菜の目はしっかりと閉じられたまま開きそうにない。

　しばらくオロオロと顔を動かした後、きらほは唇を噛かんで小さく頷うなずいた。鞠菜の服をスポーツ鞄かばんにつめ、鞠菜をおぶってトイレを出た。

　そのまま公園を出ると、通りかかったタクシーを捕まえる。

「新宿三丁目までお願いします。超特急で！」

「へい」

　細身の頼りなさそうな中年の運転手が、バックミラーで気を失っている鞠菜を見た。

「その子、大丈夫？」

「大丈夫じゃありません！　だから、先生に診みせに行くんです」



「朝とも永なが、鞠菜ちゃんが！」

　鞠菜を白しら川かわ医院の診察室に担ぎこんだきらほが悲鳴のような声を上げると、診察室奥の部屋からドクターコート姿の朝永がゆらりと現れた。

　きらほの背中の鞠菜に一いち瞥べつをくれ、「ベッドに仰あお向むけに寝かせろ」と、落ち着いた声で命じると、ベッドの周りに以前にも見た燭しよく台だいを並べていった。桃色の蝋ろう燭そくを立てて火を灯ともす。すぐにむせるような甘い香りが部屋に充満していった。

「とりあえずこれで大丈夫だろう」

　朝永が鞠菜の脈を取って頷く。心配そうに胸の前で手を組むきらほの方を向いた。

「気を失っているのは発作ではない。発作による動どう悸きで心臓に負担がかかり、酸欠になっただけだ。じきに意識を取り戻すだろう」

「でも、寝ている間にまた発作が始まるってことは？」

「ベッドの位置は肉体が極めて安定できる場所に設置されている。この香もアストラル体を安定させる効果があるものだ。すぐにオレーム効果が始まることはないだろう」

「そう……」

　きらほは安あん堵どのため息をつくと、よたよたと心もとない足取りで診察机の方へ歩いて行き、椅い子すに腰掛けた。ずっと張り詰めていた気が和らぎ、体中から力が抜けた。

　しばらくすると、朝とも永ながが特製のアイスコーヒーの入ったガラスコップを机の上に置いた。

「ありがと」

　きらほが顔を上げると、いつもの無愛想な美び貌ぼうがそこにあった。

　朝永の顔をまともに見たのは土曜のバイト初日から実に四日ぶりである。鞠まり菜なのことで食い違いがあったために、日曜のバイトはいきなりサボり、学校ですれ違っても無視を決めこんでいた。

「今日、俺おれが学校から帰ってすぐに岸きし田だが来て、竜りゆう太た郎ろうの残したマスタークロックの入ったケースを置いていった。まさかきらほとグルになっているとはな」

「どうしても私は鞠菜ちゃんに手術を受けさせたいのよ」

「理由は家族で、ファミリーで、ラブか」

「そうよ。だって家族の愛はダイヤモンドの輝きなんだから」

　大おお真面目まじめな顔できらほが言うと、朝永はため息をついた。

「俺はお前を誤解していたかもしれない。もう少し引っ込み思案な奴やつだと思っていた」

「そっか。朝永は私が中学生の頃ころのことを知らないもんね。二中のナパーム弾といえば、ちょっと名の知れた存在だったんだから」

　きらほは頭に指で角つのを立てて鬼の格好をしてみせると、からからと笑った。

「ナパーム弾か。たしかに、俺はとんでもないものを背負い込んだのかもしれんな……。だが、お前がなんと言おうと、鞠菜の承諾アドミツシヨンがない限り手術はできない」

「どうして？　それは朝永のこだわりなの？」

「それもあるがオカルトの手術には入信が必要だからだ。たとえば俺は手術の際、『黒き騎士』の力を借りている。だから患者も『黒き騎士』への入信をしなければいけない」

「じゃあ、私も黒魔術に入信させられたの？」

　きらほは、ちょっと不安そうな表情を見せた。そういう説明を受けた記憶はない。

「入信といっても一時的なものだ。しかし仮とはいえ、必要な手続きであることに変わりない。信じられないものや、自分の手術に関心のない人間が手術を受けても失敗する」

　朝永は遠くを見るように、黒い瞳ひとみを細めた。

「それで、あの娘は手術を受ける気になったのか？」

　朝永が鞠菜の方に目をやった。

「それはまだ……。でも、意識が戻ったら、絶対、説得できると思う」

「前にも言ったが、生きようとしない人間を無理に生かそうとするのはエゴだ」

「うん、分かってる。でもそれでもいいから、私は鞠菜ちゃんに手術を受けさせたいの。そうしたら、鞠菜ちゃんがすごく大切なことが分かるような、そんな予感がするから」

　ジャージ姿で横たわる少女を見つめながら、きらほは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。
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　いい匂においで鞠まり菜なは目を覚ました。

　今までに嗅かいだことのない甘い香り。吸っていると妙に落ち着く。ゆっくりと目を開けると、薄茶色の髪の少女の顔があった。

「あ、気がついた？」

「きらほ……」

　きらほはベッドの端に座って鞠菜を見ていた。意識が戻るのをずっと待っていたらしい。

　上半身を起こして鞠菜は辺りを見渡した。四十畳くらいの割と広い部屋だ。ベッドの周りには燭しよく台だいが並べられていて、その上で桃色の蝋ろう燭そくがゆらゆらと揺れていた。床と天井にはベッドを挟むように巨大な五ご芒ぼう星せいが描かれている。

「どのくらい寝ていたかしら？　それにここは……？」

　きらほと公園のトイレで帰る、帰らせないと争ったところまでは記憶があった。

「午後七時。ここは新宿の白しら川かわ医院よ。朝とも永ながの」

　きらほの声に反応するように部屋の奥の暗くら闇やみから、黒いドクターコートを着た朝永が現れた。鞠菜と目と目があったが、朝永はまったく表情を変えない。叩たたかれた時のことを思い出し、鞠菜はツンと視線を逸そらした。

　ベッドから下りようとして自分の格好に気がついた。きらほから借りている趣味の悪い茜あかね色いろのジャージ。百パーセントポリエステル。こんなもの着たことがない。それに、なんだろう？　この化か繊せんが直接下腹部や胸に触れる感触は……。

　鞠菜の顔が真っ赤に茹ゆで上がった。

「きらほ！」

　きらほの顔を近くに呼ぶと耳元で小声で囁ささやいた。

「し、し、下に何も着てないではないですか！」

「しょうがないじゃない。買ってくる時間がなかったんだから……」

「こんな屈辱、は、初めてですわ」

「さっきはその格好でタクシーに乗って帰るって言ってたじゃない」

「あの時は発作と発熱で頭がボーっとしていたのですわ。この感触、もう最悪です」

　鞠菜は赤い顔のままイヤイヤをした。でも駄々をこねたところで、パンツやシャツが飛んできて、穿はかせてくれるわけもない。鞠菜は諦あきらめると、きらほをじっと見据えた。

「きらほのお望み通り、朝永の医院に来ましたわ。もういいでしょう？　岸きし田だを呼んでいただけませんこと？」

「岸田さんには鞠菜ちゃんがここに来ていることは伝えてあるよ。でも、迎えには来ないと思う」

「……あの裏切り者」

　鞠まり菜なは悔しそうに親指を噛かんだ。屋敷に戻ったら本気でクビにしてやろうかとも思った。もっともきらほたちが帰してくれれば、の話だが。

　きらほが鞠菜の肩にそっと触れた。

「岸きし田ださんはね、鞠菜ちゃんに生きてほしいのよ。鞠菜ちゃんのパパがそうだったように」

「そんなことを頼んだ覚えはありませんわ」

「鞠菜ちゃんだって、死んじゃうよりは生きたいでしょう？」

「もちろん生きたいですわ。でも、手術を受けるぐらいなら、死んだ方がましです」

「どうして？　アンナさんが手術に失敗して、その、目の前で亡くなったから？」

「そうですわ！」

　鞠菜が大きな声で叫んだ。きらほを氷のような青い瞳ひとみで睨にらみ上げる。

「母が死んでから八年間、ずっと恐怖してきました。幼い頃ころは毎晩、母のようになって自分が死ぬ悪夢にうなされました。今だって、一日たりともあの時のことを忘れられたことはございませんわ。だから私は誓いましたのよ。絶対に母のようには死なないって。母のように死ぬのなら、自ら命を絶つって」

「だから手術を受けるの。手術を受けて、パパのマスタークロックが移植されれば、もう二度とそんな心配しなくてすむのよ。手術ならきっと成功するから」

　肩を優しく抱こうとするきらほの腕を鞠菜は振り払った。

「そんなこと、分かるものですかっ！」

　手術を受けない理由が論理的でないことは、鞠菜自身も分かっていた。

　アンナの失敗した手術はマスタークロック自体を治療する手術であって、それは過去に一度も成功したことのない手術だ。しかし、岸田やきらほが鞠菜に受けさせようとしている手術は移植。過去に成功例は多く、あの岸田が頼んだということは、朝とも永ながは手術を成功させるだけの実力を持っていることは間違いない。そんなことは分かっている。

　そこまで分かっているのに、頭は頑かたくなに手術を拒否する。これはもう論理ではなくて、生理的なものだ。あの記憶が頭に染しみついているために、手術＝嫌という等式が出来上がっている。

「どうして……」

　鞠菜はうな垂れた。

「パパも、岸田も、きらほも。どうしてみんな、私のことを分かってくれないのかしら？」

　その時だった。朝永がすっと鞠菜ときらほの間に割りこんだ。

　次の瞬間、朝永が鞠菜の頬ほおを平手でぶった。パチーンと、乾いた音が響く。

「また私を叩たたきましたわね!?」

　半泣きで頬を押さえる鞠菜を、朝永は紅色の瞳に鋭利な眼光をたたえて見下ろした。

「黙って聞いていれば、誰だれも分かってくれないだと？　岸田も俺おれも、うちの阿あ呆ほうな助手も、お前がなぜ手術を拒こばむのか完全に理解している。お前が周りに理解されていることを知ろうとしていないだけだ。それを棚に上げてなにが誰も分かってくれない、だ」

　鞠まり菜なは悔しそうに顔を歪ゆがめたが、朝とも永ながの迫力に気おされ、何も言えなかった。

「お前の境遇には同情できる。六歳にしてあのような形で母親を失えば、手術を恐れるようになるのも分かる。だから手術を受けずに死を選ぶというなら、それはそれで構わないと俺おれは思う。無理に止めようとはしない。勝手に死ねばいい。むしろ死ね――――。だが、お前はさっき、はっきりと生きたいと言ったな。だとしたら話は違う」

　声の調子が変わった。

「もし本当にお前が生きたいと思っているのだとしたら、お前は今、二つの矛盾する気持ちを内包している。生きたいと思う気持ちと、手術に対する恐怖だ。恐怖は手術が失敗して母親のように死ぬ恐怖だ。それが怖くて、手術を受けられないのだろう？」

「……その通りですわ」

「だとしたら、この矛盾は新しい命題が与えられれば、すぐに消える。実に簡単なことだ。つまり、俺を信じればいい」

　朝永は親指で自分を指差した。鞠菜ときらほの目が同時に点になった。

「はっ？」

「この程度の手術、俺は絶対に失敗しない。物理的世界フイジカルプレーン的にもアストラルプレーン的にも金輪際ありえない。だからお前が手術に恐怖することは意味がない」

　しゃあしゃあと言い放つ朝永の顔は、眩まぶしいほどの自信に溢あふれていた。

「生きたいのだな？　だったら俺を信じることだ。そうすれば、手術は必ず成功する。俺を信じてくれ」

　朝永は肩に手をかけ鞠菜を見つめた。鋭利な刃物のように煌きらめいていた瞳ひとみが、いつしか穏やかになっていた。

　その顔を見ていると、ふと鞠菜の脳裏に古い記憶がよみがえった。

　朝永と竜りゆう太た郎ろうの顔がだぶる。あの時、激怒した竜太郎に殴なぐられた時。父はうずくまった鞠菜の肩を抱いて言った。

　アンナを。鞠菜の母を信じてやってほしいと。

　信じる？　一体何を？

　あの時も、父が死んで三年が経たった今も、意味の分からない言葉。一体父は、鞠菜に母の何を信じてほしかったのか……。

　もし父の希望だった手術を受ければ、言葉の意味が理解できるのだろうか？

　ややあって、静寂に包まれた中で鞠菜はポツリと言った。

「――朝永。クロックの移植手術の成功の確率は一般的にはどのくらいかしら？」

「並の医師なら五割といったところだ」

「あなたでしたら？」

「成功確率、十割だ」

「……大した自信ですわね」

　鞠菜が目を閉じて頷うなずいた。

「では――。あなたを信じますわ、朝とも永なが。私に父のマスタークロックを移植してください」

「鞠まり菜なちゃん！」

　歓声を上げて抱きついてきたきらほを引き離しながら、鞠菜は続けた。

「ただし、成功確率十割ならあなたにとってはたやすい手術ということですわね？」

　指を三本立てる。

「報ほう酬しゆうは三百万。これ以上かかる時は私にどうしても手術を受けさせたがったきらほのバイト代から引いていただければいいですわ」

「承知した」

「ちょっと待ってよ、どうしてそうなるのよ――！」

　嬉うれしそうな悲鳴を上げるきらほを見ながら、鞠菜は満面の笑みを作った。



　４　移植



　手術は深夜一時からと決まった。

　きらほは自宅に戻るといつも通り家族で夕飯を食べ、十一時には布団に潜もぐりこんだ。

　零時を回った頃ころ、桜さくら乃の家の電気が消えるのを確認して、しっぽ騒動の時のように窓から抜け出し、中野駅で終電に乗った。

「よおしっ」

　電車の中でギュウって拳こぶしを握る。鞠菜が手術を受けると決めたのが、とにかく嬉しい。

（朝永……自分は説得はなにもしないって言ってたくせに）

　ちょっとだけだが、あの性格の悪い美形のオカルト医のことを見直した。

　新宿駅で降りると、酔っ払った大学生やサラリーマンでごったがえす地下街を通って、三丁目の白しら川かわ医院のビルに向かう。

　エレベーターで三階まで昇ると、真夜中だというのに蛍光灯が煌こう々こうと灯ともっていた。

　ガラス扉の向こうは静寂に包まれていて、人の気配がしない。

「朝永と、鞠菜ちゃん、いる、よね？」

　手術開始予定時刻まで十分である。

　手術室の扉を開ける。

　開けた瞬間、きらほの元々大きい瞳ひとみがさらに大きく見開かれた。黒いドクターコートに身を包んだ朝永が、ベッドの上で顔を真っ赤にして目を閉じた鞠菜の耳に唇を近づけていたのだ。

「ちょっ、ちょっ、ちょっ！」

　きらほはワナワナ震える手で二人を指差した。

「アンタたち、な、な、な、なにを……、やってるのよ！」

　二人の顔が一斉にきらほの方を向いた。

「なにって、ナルケだが？」

　朝とも永ながが表情をピクリとも変えず答える。

　ナルケ？　はて……。どこかで聞いたような。

「もう忘れたのか。アストラル体の麻酔だ。お前にもしたと思うが」

「あっ！」

　きらほは手術前に朝永に耳たぶにキスをされたのを思い出した。思わず顔が赤くなった。傍はたから見たらあんな感じなのか……。

「ふふ――ん、何を勘違いしてらしたのかしら？」

　鞠まり菜なが嫌味な笑みを浮かべた。

「べ、別に勘違いなんかしてないわよ」

　赤い顔を隠すように横に向けてベッドへ近づくと、ヘアバンドで留めた鞠菜の金髪に手を入れてグシャグシャッとした。

「こらっ、やめなさい」

　払いのけようとする鞠菜の手と攻防を繰り広げていると、朝永がジロリと目を動かした。

「来なくてもいいと言ったのにどうして来た？　今日はもともとお前の出勤日ではない」

「だって、やっぱり気になるじゃない。鞠菜ちゃんは私が連れてきたわけだし……」

　ほお、と面白そうに表情を崩した朝永を、きらほはまじめな顔で見返す。

　鞠菜のことが心配なだけではない。これから先、何年か朝永の下でバイトを続けていくことになる。仕事の中で自分の位置みたいなものを見つけたかった。

「まあいいだろう。だったらすぐに制服に着替えてこい。あと、残業代ではなく通常勤務としてつけるからな」

「深夜手当は？」

「なしだ。なにしろ今回は手術費がかつかつだからな」

　鞠菜がしてやったりな顔をしてみせる。

　壁の時計に目をやった朝永がパンと手を打つと、高らかに宣言した。

「では予定通り、オペを始めよう」



　診察室の電燈が消され、蝋ろう燭そくの炎だけになる。

　ベッドの上に手術服を着た鞠菜が横になり、その横に例の黒儀式の格好になった朝永が黒い本を持って立つ。ナース服に着替えたきらほが傍そばに控えた。

「ではまず、アストラル体投影ボデイプロジエクシヨンを行う」

　朝永が呪じゆ文もんを唱える。

　床と天井の五ご芒ぼう星せいの魔方陣が光を放ち、グルグルと回転を始める。

（私の時と同じだ……）

　自分の手術のことをきらほは思い出す。

　魔方陣から放たれる光の壁は、床と天井を繋つなぐように伸び、ベッドと鞠菜を包みこむと、やがて消える。

「鞠まり菜な、立ち上がってみろ」

　そろりそろりと上半身を上げた鞠菜は、横たわった自分の体を見てギョッとしながら、ベッドから下りた。

「これが、私のアストラル体ですか……。自分とまったく同じ格好の、立体の体を目の前にするというのは、なんとも奇妙なものですね」

「そうだよねえ」

　などときらほと鞠菜が話している間に、朝とも永ながが手術道具の載ったカートをベッドの横に移動させる。道具の数の多さから、きらほの手術より難易度が高いことがうかがえた。

「で、マスタークロックはアストラル体のどこにあるんですの、朝永？」

「クロックはアストラル体の胸部中央にある」

　朝永がベッドの鞠菜の上半身を指差す。

「胸部って、つまりその……胸の下ですか？」

「他ほかに胸部はない」

　鞠菜の白い顔が朱に染まる。

「その……胸を隠して手術はできませんか？　見られるのは、少し抵抗がありますわ」

　人差し指を突きあってうろたえる。朝永はまたか、とため息をついた。

「胸を見せずにどうやってマスタークロックを止めるつもりだったんだ？　……そもそも見られて恥ずかしがるようなものなど、どこにもないが？」

　手術着を着た鞠菜の上半身に目を落としながら、真顔で朝永が答える。

　鞠菜は真っ赤にした顔を俯うつむかせて体をプルプル震わせた。代わりにきらほが声を上げる。

「あんたそれセクハラよ！　それにこの前までの鞠菜ちゃんとは違うんだから！　下着がはち切れるくらいなのよ！」

　朝永は無表情のまま、手術着のホックを外してあっさり胸を隠している布を取り払った。

　プルンと小ぶりの林りん檎ごを二つ並べたような真っ白い双丘が露あらわになる。

（おおお、綺き麗れいかも）

　と思ったきらほの横で、フンッって朝永が鼻で笑った。

「あなた、今、笑いましたわね！」

「落ち着くのよ、鞠菜ちゃん。こいつはこーゆー奴やつなんだから」

　真っ赤な顔で朝永に蹴けりを入れようとする鞠菜を、きらほは両腕をホールドして止めた。

「ドナー臓器を確認する」

　きらほたちを完全に無視して朝永は真っ黒い手袋とマスクを装着すると、カートの下からシルバーのアタッシュケースを取り出した。

　朝永が開けると中からモクモクと白い煙が出てきた。どうやらドライアイスのようだ。朝永が中から試験管を取り出す。試験管の中は銀色の金属のような液体で満たされていて、その中には長さ一センチぐらいの小さな砂時計が入っていた。

　朝永が試験管の中身をステンレスのパレットに移し、ピンセットでつまみ上げた。

「別名ラプラスの砂さ漏ろう……。これがマスタークロックだ」

「へえ……これが」

　いぶした銀色のフレームに、型の小さなガラス容器を二つ繋つなぎ合わせたものが固定されている。ガラスの中には一般的な砂時計にあるような、砂が入っていない。

　フレームからは細い管が何本も生えている。朝とも永ながによるとアストラル体内のパスと管を繋げば一方向に光の粒が流れ始め、その流れ落ちる速さが体内時計の速さになるという。

「これが父のマスタークロック……」

　鞠まり菜ながパレットに置かれた砂時計を、感極まった表情で見つめていた。

「開胸を始める」

　朝永がメスを手にした。

　お腹なかの辺りに手を置いて支えながら、鞠菜の胸の膨らみのふもと、丁度アンダーバストの位置に横一線にメスを入れる。それから縦に入れ、もう一度横に。十五センチぐらいの正方形のコの字を作る。

「大丈夫。実際の体の方には影響ないから」

　きらほが囁ささやくと、鞠菜は少し青ざめた顔で小さく頷うなずいた。

　朝永は鉗かん子しで皮膚を掴つかむとペランと開けた。ルーペを目に装着して、ヘッドセットのライトに明かりを灯ともす。鞠菜の体の中が照らされる。

　きらほの頭の中と同じように、鞠菜の胸の中も真っ黒い闇やみで覆われていた。その中に銀色の糸のようなものが張り巡らされているのも同じ。ただ違うのは、その蜘く蛛もの巣状の糸に囲まれるように、球体が浮いていることだ。

　大きさは野球のボールぐらいだろうか。表面はツルツルで光沢のある銀色だった。

「マスタークロックはこの球体の中に格納されている」

　きらほは顔を強こわ張ばらせた。

　あの小さなボールの中に手を入れて、さっきの小さな砂時計を交換するのだ。難易度が高い手術とは聞いていたが、たしかに相当難しそうである。

　緊張した面持ちできらほと鞠菜が覗のぞきこんでいると、朝永が振り返った。

「気が散るので、向こうの画面で見てくれ」

　朝永がルーペのスイッチを入れると、壁にピンボケしたきらほと鞠菜の顔が映し出された。どうやらヘッドセットに小型カメラもついているようだ。

　朝永が鞠菜の体の中に手を入れていく。

　銀糸を掻かき分けながら、朝永の手は銀色のボールに達する。

　ボールを包み込むように巻いている銀糸を、手術糸で結んだり束ねたりして左右に寄せ、ボールの表面に露出する場所を作る。

「すごいですわ……」

　鞠菜が感嘆の声を漏らした。きらほも頷いた。

　手が器用なのは当然だが、細かい動き一つ一つに迷いがない。そのため、ものすごく安心して見ていられる。やはり朝とも永ながの手術の腕は極めて高い。

　露出箇所ができると、開胸に使ったものよりずっと細いメスを手にする。先端が精密ドライバーセットの、一番小さなマイナスぐらいの大きさしかない。

　それをボールに立てて、胸部と同じように三センチ四方に切る。

　切り口から液体が滲にじみ出てきた。朝永はあらかじめピンセットで掴つかんでいたガーゼを当てながら、ボールの表面を開いた。

　ボールの中は液体で満ちていた。キラキラと光る粒子が溶けた水のような透明の液体で、ライトの光で液体の中の粒子が乱反射した。

　液体の中には網目の粗いネットのようなものが何層にもわたって張られてあった。

　朝永はネットを丁寧に掻かき分けながら、ボールの中に指を入れていく。

　やがて。指先で何かが煌きらめいた。

　砂時計だ。

　パレットの上の砂時計と同じものが、周りのネットから伸びた線に支えられて浮いている。

「これが私の、マスタークロックですか……」

　感じ入ったような声が、鞠まり菜なから漏れた。

　砂時計のロートからロートへ、中央のくぼみを通って光の粒子がサラサラと通過しているのがはっきりと見える。鞠菜の体の時間の流れだ。現在は落ち着いているらしく、一定の速度でゆっくり流れている。

　朝永は砂時計の周りのネットを周囲に押しやって糸で結ぶと、砂時計とそれに伸びる数本の管だけの状態にした。

　――――その時。

　突然、朝永の手が止まった。

「これはっ……、どういうことだ!?」

　狼ろう狽ばいした声。

「どうかしたの？　朝永……」

　いつも嫌味なくらい冷静沈着な男の体が小さく震えていた。

　何が起こったのか分からず、きらほは壁の映像と朝永の間に何度も視線を往復させた。

　映像は砂時計に伸びる管を映していた。

「あっ！」

　きらほにも朝永がなにに気がついたのか分かった。

　砂時計に繋つながる管にものすごく細かい縫合の跡があるのだ。それも一本だけではない。砂時計を支えるすべての管に。

「これって、どういうこと？」

　きらほが慌てて横を向くと、鞠菜も目を見開いて固まっていた。

「Shirakawa-Lamballe'sSuture白川・ランバル縫合！」

　朝とも永ながが唸うなるように叫ぶ。Shirakawaの部分だけ、きらほにもはっきりと聞き取れた。

　朝永はドクターコートを翻ひるがえすと、鞠まり菜なの肩を乱暴に掴つかんだ。

「鞠菜！　お前、マスタークロックの手術を受けたことがあるのか？」

　鞠菜が呆ぼう然ぜんとした表情で首を振る。

「じゃあなぜだ。あれは明らかにマスタークロックの移植の手術跡だ」

　興奮した声を上げる。赤い目が鬼火のように異様な光を放っていた。

「ちょっと待ってよ。移植できるクロックって、その人の一親等のものまででしょう？　お父さんのがパレットの中にあるってことは、じゃあ、その中にある砂時計は……!!」

　きらほが悲鳴のような声を上げた。

　鞠菜の瞳どう孔こうが開く。

　鞠菜の中に古い記憶がよみがえってきた。





　母のアンナがあんな風になってしまった時――。

　アンナがいた病室に、鞠菜はどうやって行ったか。

　病院に行って、それから病室にまで行ったのか？

　――違う。

　あの時、なぜか、鞠菜も病院にいた。

　病院の一室でおもちゃに囲まれていたのだ。

　おもちゃに飽あきて母に会いたいと駄々をこねたのに、岸きし田だが連れて行ってくれないので、自分で部屋を抜け出したのだ。

　そこで遭遇してしまった。ミイラ化する母に。

　そして、それより前――。

　それまで寝たことのなかった硬すぎるベッドにブツブツ言っていると、横の同じようなベッドから伸ばされた母の手に髪を優しく撫なでられ、たしなめられた記憶……。

　どうしてあの時、自分は母と並んで寝ていたのか。

　あの中にあるマスタークロックは一体、誰だれの……!?





「鞠菜、お前の母が手術を受けて死んだというのはいつだ！」

　朝永が恫どう喝かつするように鞠菜の両肩を揺する。

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　両手で頭を押さえた鞠菜が、言葉にならない悲鳴を上げた。そのまま床へ倒れこむ。

　朝永が我に返ると、舌打ちした。

「クソッ、俺おれとしたことが」

　朝永は気を失った鞠菜を抱きかかえると、机の上に寝かせた。手術台まで戻り、再びメスを手にする。

「執刀を続ける……！」

　朝とも永なががそう宣言してアストラル体に目をやった時――。

「朝永！！！！！」

　今度はきらほが悲鳴を上げた。

　壁に映し出された砂時計の中を、ものすごい勢いで光の粒子が移動を始めていたのだ。

「発作!?」

　きらほは机の上に横たわった鞠まり菜なに目をやる。

　速い。公園の時と違う。爪つめや髪がじわじわと伸びているのが分かるぐらい速い。

「こ、これって！」

「ただの発作ではないな。オレーム効果だ」

「！」

「古いクロックを除去しないと老化が進んで患者が死ぬ。時間がない、きらほ、こっちに来て手術を手伝え！」

「なにをすればいいの？」

「俺おれが言う道具を渡してくれればいい。患部から目を離す余裕がない」

「分かった」

　カートの上に置かれた道具には、右端から一～二十一までの番号がふってあった。

「始める。七番・小型鉗かん子しと十四番・剪せん刀とう」

「は、はい」

　先が曲がった鋏はさみと、本当に小さな鋏を朝永に渡す。

（鋏のようなのが鉗子で、剪刀というのは鋏のこと――）

　カートの上の道具を見渡すと、大小のメス、鉗子や剪刀、ピンセット鑷子と後は持針器と針と糸ですべてだ。なんとか覚えられそうだ。

　朝永は右手の鉗子で縫い目の糸をつまみ上げながら、それを左手の鋏で切っていった。剪刀で結び目を切ると、鉗子で先を掴つかんで引き抜く。

　一ミリよりもっと小さい間隔の作業。でも朝永の動きにブレはない。

　一本目の管が砂時計と切り離される。管は残り五本ある。

　きらほは鞠菜のアストラル体の方に目を落とした。

　すでに一回り以上大きくなっていた。この年とし頃ごろの女の子の成長はホントに早い。背も胸も成長し、腰が窪くぼんで少しずつ女性っぽい体になっていく。

（このままじゃおばあちゃんになっちゃうんじゃ……）

「大丈夫だ。このオレーム効果はそこまで速くない。入れ替えるだけならすぐに終わる」

　きらほの考えを読んだように、朝永が三本目の管の抜糸を行いながら言った。

　すべての管の抜糸を終えると鉗子と剪刀をきらほに返し、今度は十七番の剪刀を要求する。

　抜糸された接続部分を朝永が剪刀で切っていく。

　きらほにはほとんど繋つなぎ目が見えないが、朝とも永ながにはしっかりと見えているようだ。確信を持った手つきで管を切断していく。

　最後の一本は、鑷子ピンセツトで砂時計を支えながら切断する。

　砂時計をアストラル体から取り出す。休む間もなくパレットの上の砂時計を持ち、今度は逆に、六本の管と砂時計を両手の鑷子で繋いでいく。

　切断されたばかりの管には糊のりのようなものがついていて、綺き麗れいな切断面同士だとくっつけるだけで繋がる。もちろん、砂時計を支える力はないので、「仮留め」にすぎないが。

　すべての管を仮留めすると手術糸でぶら下げられた新しい砂時計の窪くぼみを、再び光の粒子が通過し始めた。

　ゆっくりとした穏やかな動きである。

「朝永！」

　歓声を上げるきらほの横で、朝永が額の汗を拭ぬぐった。

　きらほは机の上に寝かされた鞠まり菜なを見た。

（……綺麗）

　人形がお姫様になっていた。幼さが残る作りもののように佳か麗れいな顔。成長は中学生ぐらいで止まったようで、身長はまだきらほの方がかなりある。しかし、胸は手術着の下から大きくせり出していた。

（う――む。これは負けたな）

　鞠菜の母のようになる、と言っていたのは間違っていないようだ。

　朝永が仮留めした管の接合面を確認すると、振り返った。

「二十番持針器小と……」

「はい、持針器小と針と糸」

　言われる前から準備していたものを渡すと、朝永は少し驚いた表情を浮かべた。

「さすがにそれぐらい分かるわよ。初めてアンタの手術を見るわけじゃないんだから」

　朝永は少し微笑ほほえむと渡された針に糸を通し、持針器で掴つかんだ。

　再びアストラル体内に手を入れると、針を管にあてがった。

　しかし、あてがったまま、指を動かそうとしない。

（何をしてるの？）

　きらほは朝永の顔を覗のぞきこんだ。

　朝永は額に汗を浮かべながら、手元を睨にらみつけていた。何か問題が起きたわけでもなさそうなのに、持針器を持った手が武者震いしている。

　まるでなにかに怯おびえているように――。

　でもなんに？　クロックは正常に動いている。後は仮留めされた管を縫合すれば、移植手術終了なのだ。なにも怖がることはない。

　――そうか。

　きらほは気がつく。朝永が怖がっているのがなんなのか。

　それが――、管に残された以前の手術の縫合跡であることを。

　素人のきらほにもそのすごさが分かるくらい完かん璧ぺきな縫合跡。ものすごく細かい間隔で、まるでミシン目みたいに同じ間隔で開いた穴。

　朝とも永ながはこれからやろうとしている自分の縫合が、前の縫合と比べられるのを恐れている。いや……。きらほに比べられるのが怖いわけではない。及ばないことを自分が知るのが怖いのだ。誰だれだって自分の番の前にものすごく巧うまい模範演技をされたら、やりにくいものだ。

「朝永！」

　きらほはわざと大きな声を出した。ハッと気がついた朝永が振り返る。

　いつもの仏頂面の代わりに強こわ張ばった顔かんばせが、そこにあった。美男子が台なしだ。

「早く終わらせよう。明日の学校、辛つらくなっちゃうよ」

　ポンと朝永の肩に手を置くと、くったくのない笑顔を浮かべる。

　朝永はしばらくポカンとしていたが、やがて相好を崩した。

「そうだな」

　もう一度、持針器をあてがうと、縫合を始めた。

　ゆっくりである。きらほの手術の時の神業のような速さはない。でも確実に、朝永は持針器を持つ手を動かしていく。

　朝永は明らかに前の縫合跡を意識していた。ものすごく細かい間隔で残された縫合跡のすぐ横に、針を通していく。きらほの目には前の人との差がまったく分からなかった。

　どうしてこれほどまで朝永が前の手術を意識しているのか、きらほは不思議でならない。

　縫合跡を見た時に朝永が呟つぶやいた言葉――。

「Shirakawa-Lamballe'sSuture白川・ランバル縫合」。

　Shirakawaというのは、白しら川かわ医院の白川と何か関係があるのか……？

　きらほが思考を巡らせる横で、朝永はたんたんと縫合を進めていく。

　そして――。

　縫合は終わり、六本の管に支えられた砂時計が液体の中を漂った。周囲のネットを束にしていた糸を切ると砂時計を包みこむように広がる。

　患部からゆっくり手を抜き、球とアストラル体の手術創も閉じる。持針器と針と糸をカートの上に置くと朝永はすうっと大きく息を吸った。

「オペ……終了だ」

　額に汗がいっぱい浮かんでいた。きらほの手術の時はあれほど涼しい顔だったのに。

「――はい」

　きらほが山やま吹ぶき色いろのハンカチを差し出した。「これは？」という風に、柳りゆう眉びを動かす朝永。

「二十二番　ただのハンカチよ。お疲れさん。頑張ったじゃない」

「ああ。久しぶりに手術で疲れた――」

「どうだった、私の助手っぷりは？」

「初めてにしては、まあまあだな」

　朝とも永ながはハンカチで額の汗を拭ぬぐいながら、穏やかな顔できらほを眺めた。





　よく晴れた、日曜日の午前――。

　ナース服姿でちょこんとソファーに座ったきらほは、深々と頭を下げられていた。

「鞠まり菜なさまの手術の際は、本当にありがとうございました」

「岸きし田ださん、もう、顔を上げてください」

　きらほは顔を赤くして、恥ずかしそうに手を振った。

　ここは青山にある鞠菜の屋敷、以前に案内された岸田の部屋である。

　その日、朝永ときらほが屋敷に訪れたのは鞠菜の予後を診みるためだ。きらほは岸田に用向きがあると言って、鞠菜の部屋に向かった朝永と別れていた。

「鞠菜ちゃんの容態はどうですか？」

「問題ありません。後で部屋に行ってあげてください。きっとお喜びになりますから」

「ええ、もちろん。あっ、でも、鞠菜ちゃん、私のことを嫌っていません？　だってほら、私、かなり強引に鞠菜ちゃんを連れて行っちゃったし」

「そんなことございません。朝永さまも桜さくら乃のさまのことも、大変好かれています。そうでなければ……」

　そこまで言って、岸田は慌てた様子で口を手で押さえた。



    

  
    
      



    

  
    
      「そうで、なければ？」

　きらほはキョトンと首を傾かしげた。

「申し訳ございません。今のは聞かなかったことにしてください。後になれば分かりますから」

「はあ……」

　腑ふに落ちないきらほだったが、気を取り直して質問した。

「岸きし田ださんは鞠まり菜なちゃんの中にあるマスタークロックが、鞠菜ちゃんのお母さまのものだってご存知だったんですか？」

「はい、存じ上げておりました。鞠菜お嬢様はお生まれになった時から、アンナさま以上に重度の同期不全でした。鞠菜さまが六歳の時、すぐにでも手術をしないと問題があるぐらいの状態になりました。最初は竜りゆう太た郎ろうさまが移植を申し出たのですが、アンナさまがお止めになりました。移植されたいのなら、鞠菜に移植した自分の時計が暴走を始めた時にしてほしいと……。竜太郎さまもお認めになり、大おお江えグループの病院で鞠菜さまとアンナさまのクロックの交換手術が行われました。手術は無事成功し、鞠菜さまにはアンナさまの、アンナさまには鞠菜さまのマスタークロックが移植されました」

　そうか……、ときらほは思う。一親等なら、自分の子のものでも移植可能のはずだ。

「鞠菜さまが先に退院し、いつ加速が始まるか分からないアンナさまは病院に残ることになっていました。ところが予想外のことが起こりました。鞠菜さまがアンナさまに会おうと部屋を抜け出されたのです。アンナさまはもう二度と鞠菜さまには会えないと覚悟されていましたから、その気持ちが届いたのかもしれません。広い病院の中で鞠菜さまはアンナさまの部屋をお見つけになりました。でもそれで、あの痛ましい事故が起きてしまったんです」

　岸田は目を伏せた。

「岸田さんや竜太郎さんが、そのことを鞠菜ちゃんに言わなかったのは、アンナさんが鞠菜ちゃんのマスタークロックによって亡くなったことを伝えたくなかったからですか？」

「ええ。そうすれば必ず、鞠菜さまは自分をお責めになるでしょうから。でも、もし鞠菜さまがいつまでも手術を拒否し続けられるようでしたら、お教えするつもりでした」

「――今は、もう？」

　岸田がゆっくりと頷うなずく。

　鞠菜が大きなショックを受けたことは、きらほにも想像できた。鞠菜の部屋に行った朝とも永ながが巧うまくやっているかちょっと心配になった。

「岸田さん。もう一つ、教えていただけますか？」

「はい、なんでしょう」

「十年前……。鞠菜ちゃんとアンナさんのマスタークロックの交換手術をやったのは、なんて名前の魔法医師ですか？」

「Shirakawa-Lamballe's Suture」、日本語で言うと、白しら川かわ・ランバル縫合。インターネットで調べてもさすがに見つからなかったけど、どうも縫合の方法みたいだった。

　岸きし田ださんがにっこりと笑った。

「当時、世界一の魔法医師と呼ばれていた人です。その人の名前は……」



　　　　　　　　　　＊



　薄暗い自室のベッドで、鞠まり菜なは横になっていた。

　電気をつけっぱなしのまま、右手で目を覆っている。

　一週間も高校を休んで自室に引きこもっていると、生活のリズムがおかしくなる。昨晩寝たのは午前三時で、起きたのは十時だった。いつもなら一日サボろうとするだけでガミガミ言う岸田もメイド長たちも、手術直後ということで何も言わない。

　実際のところ手術を受けた後遺症はまったくない。手術の翌日からでも高校に通おうと思えば通えたはずだ。行かなかったのはただの不精。

　それでも岸田に頼んでおいた手続きの終わる来週には、学生復帰を考えていた。

　――部屋のベルが鳴る。

「誰だれ？」

　鞠菜は上体を起こすと、ベッド脇わきのリモコンのスイッチを入れた。モニターでは美形の顔がこちらを睨にらんでいた。そういえば、今日来るという話だった。

「入っても構わないですわ」

　寝衣姿だったがまあ構わないだろう。相手は同年代の男だが、一度は素肌を見られたような相手だ。寝衣ぐらいどうってことない。

　部屋に入ると朝とも永ながは無表情のままベッドに近づいてきて、脇の椅い子すに座った。

「今日はなんのご用かしら。ドクター朝永」

「術後の経過観察だ」

　その無愛想な顔に鞠菜はクスリと笑う。

　朝永は足を組むと、顎あごをしゃくりあげた。

「で？」

　一言そう言う。

「で？　じゃ分からないですわよ？」

　朝永は鼻をフンと鳴らす。

「手術後、なにか体に問題はないか？」

「特にないですわね。四歳分くらい一気に歳としをとって二十センチ近く身長が伸びましたから、頭をぶつけたり、足をぶつけたり……。でもそういうトラブルの他ほかには特にはありませんわ」

　伸び放題だった髪はもちろん、以前と同じように切りそろえている。

「後は……。そうですね。一日に一回、定期的に胸が――」

　鞠菜は胸を押さえて俯うつむいた。

　朝とも永ながが少し焦った顔になった。

「痛むのか？　もしかするとアストラル体の手術創の影響が出ているのかもしれない」

「いえ……、痛むわけではないのですが……、胸の中がいっぱいになりまして、こう、時時、目から涙が出てくるのですわ」

　言っているそばから、目から涙がポロポロで出てきた。

「――私、お母様のことずっと、ずう――っと誤解していました」

　自分のせいで起きた悲劇ということも知らず、勝手に手術を怖がっていた。母のことを悪く言ったりもした。

『アンナを信じてほしい……』

　あの時、父が鞠まり菜なに言った言葉の意味……。ようやく理解できた。

　ポロポロと泣き続けていると、立ち上がった朝永が優しく上半身を抱きしめた。

　鞠菜は顔を真っ赤にすると、最初は抵抗しようとしたがすぐに身を委ゆだねる。

　朝永が女の子を扱うのが巧うまいのか、それとも何か魔法でも使ったのか分からないが、すぐに気持ちが落ち着いてきた。

　鞠菜の涙が止まると、朝永はゆっくりと体を離した。

「今のも経過観察の一環かしら？」

　はにかみながら鞠菜が尋ねる。

「そんなところだ」

「とかなんとか言って、本当は下心からではなくて？　私ももうチンチクリンではありませんわよ」

　鞠菜はベッドから下りると、その横でクルリとまわってみせた。切りそろえた前髪と、長い後ろ髪がフンワリと浮く。

「まっ、胸を見られて恥ずかしがってもいいぐらいにはなったな」

　肩をすぼめた朝永の顔に、ものすごい勢いで羽毛の枕まくらが飛んで行った。

　派手な音がして羽根がパッと舞った。



「ところで岸きし田だとはなにを話していたんだ？」

　鞠菜の屋敷から白しら川かわ医院に戻ると、朝永は思い出したようにきらほに尋ねた。

「いろいろと。鞠菜ちゃんのお母さんの話とか」

「ああ……」

　本当は他ほかにも大事なことを聞いていたが、きらほはそれについては触れなかった。朝永から話すまでは知らないふりをしておこうと決めていた。

「朝永だって、鞠菜ちゃんと二人っきりの間、診断と称してなんかいやらしいことしてなかったでしょうね？　鞠菜ちゃん、ものすごく可愛かわいくなっていたし」

「なわけがあるか」

　朝永は顔色一つ変えずに答えると、受付カウンターに設置された電話の子機を取った。

「きらほ、昼飯をとるぞ。前と同じでいいか？」

「あ、今日は、それなしでいいわ」

「そうか」

　短縮ボタンを押そうとする朝とも永ながから子機を奪い取る。

「朝永も今日は出前なし」

　きらほは子機を充電器に戻すと、風ふ呂ろ敷しきに包んだ弁当を朝永の顔の前にぶら下げた。

「じゃっじゃーん」

　朝永は片かた眉まゆを上げて訝いぶかしんだ。

「なんだこれは？」

「やだなあ、見れば分かるでしょ。お弁当よお弁当」

　母のシズホの厳しい指導の下に作った、自信作である。

「……お前が作ったのか？」

「当然でしょ。あっ、でも勘違いしないでね。今回限りよ。この前、鞠まり菜なちゃんの手術、説得してくれたから、そのお礼」

「いや、そんなことはどうでもいい」

　朝永は喜怒哀楽のどれともとれない、複雑な表情を浮かべていた。

「今度はジェノバ風ではないんだろうな？」

　真剣に尋ねる朝永をきらほは笑い飛ばすと、腕を組んで上の階に向かった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      


　大江家訪問から一週間ほどたったある日――。

「ひええ――――――――――――――――――――」

　予鈴の音が鳴り響く「六花りっか学院」の廊下を、きらほが悲鳴を上げながら駆け抜けていた。

　寝坊である。

　いつぞやの手術以来、きらほはすっかり夜よ更ふかしする癖くせがついていた。今朝も、遅くまで聞いていた深夜ラジオのために起きるのが辛つらくなって、つい二度寝してしまったのだった。

　予鈴が鳴り終わった直後の教室に、きらほは飛びこんだ。

　普段なら出席簿を持った担任のまるちゃん（丸山）からギリギリアウトを宣告されるタイミング。ところが、珍しいこともあるものだ。あの時間にだけは厳しい担任教師がまだ教室に来ていない。

「たすかった―――」

　きらほはぜーぜー息を切らせながら席の上に突っ伏した。だが、すぐに顔を上げてキョロキョロと辺りを見渡す。

「あれれ――？」

　日ごろから予鈴とともに収束していくおしゃべりが、いつまでも小さくならない。男子も女子も、クリスマスイブの寝る前の子供のように瞳ひとみを期待で輝かせながら、他の生徒たちと話しこんでいる。

　きらほはトントンと、前の席に座る委員長こと田た中なか智とも子この肩を叩たたいた。

「おはよう。ねえ委員長、なんかあった？」

「おはよう」

　トレードマークのレンズの厚い眼鏡めがねとバレッタをつけた委員長が、首だけ振り返った。

「みんなやけにそわそわしてるけど、なんかあったの？」

「なにかあったわけではないが、これからなにかありそうだ」

「はっ？」

「――どうも転校生が来るらしい」

「転校生？　こんな時期に？」

　六月も半ば過ぎ。よっぽどの事情でもない限り、あと一月もすれば期末試験が始まるこの時期に転校してきたりはしないのではないだろうか。

「男の子？　女の子？」

「噂うわさによると、女子らしい」

　きらほはみょーな予感がした。先日、岸きし田だがおかしなことを言っていたのを思い出したのだ。

　まさか、と思いながら、後ろの朝とも永ながの席に目をやった。

　朝永はいつも通り、周囲の喧けん騒そうなどまったく気にならないように無心で単行本を読んでいた。転校生が誰だれだか知っている風ではない。

　その時。ガラガラと扉が開いて出席簿を脇わきに抱えたまるちゃんが入ってきた。賑やかだった教室にすぐさま静寂が広がっていく。

　起立、礼、そして着席。

　まるちゃんは机に両手をついた。

「すでに聞き及んでいるかもしれないが、今日からわがクラスに新しい仲間が加わるぞぉ」

　いつもよりちょっとテンション高めな感じでそう言った。

　ざわめきを取り戻す教室。

　まるちゃんが廊下に呼びに行く。生徒のほぼ全員が固唾を飲んでその扉に注目した。

　次の瞬間――。

　教室の空気が凍りついた。

　男子も女子もみんなまとめて息を呑のんだ。

　――お姫様がやってきた。

　誰だれしもがそう思った。



　Marina Oe Wuthrich



　転校生は優雅な足取りで教壇に立つと、黒板に綺き麗れいな筆記体でそう記した。金色の髪をフワリと掻かき上げる。

「鞠まり菜な・大おお江え・ビュートリッヒです。今日からよろしくお願いしますわ」

　一瞬、間が開いて、それからどおっっと拍手と歓声の大合唱が沸わき起こる。クラス全体が揺れているかのようだった。

　大だい喝かつ采さいの渦の中、しばらく教壇の転校生を呆ぼう然ぜんと見つめていたきらほは、もう一度、振り返って教室の端っこの席を見やった。



　思わずクスリと笑ってしまう。



　そこには腕を組み、これ以上ないくらいの仏頂面を浮かべたが朝とも永ながが、片かた眉まゆをピクピクとさせていたのである。





桜さくら乃のきらほの魔法医カルテ　おわり



    

  
    
      
あとがき





　もし朝起きたらフサフサのしっぽが生えていたら……。

　その上、どんなに引っ張っても、叩たたいても、さすっても、そのしっぽが取れなかったとしたらどうしますか――？

「桜さくら乃のきらほの魔法医カルテ」はそんなしっぽが生えた女の子・桜乃きらほと、現代医学では無視されるオカルトチックな病気を治療するドクターが活躍する、笑いあり涙ありの物語です。



　はじめまして＆おひさしぶり。月つき見み草そう平へいです。

　医者の話を書こうと思ったのは、今年（２００６年）の正月のこと。

　なにかきっかけがあったわけではないのですが、「よっしゃ次は医療ものでいくでーー」（なぜ関西弁？）と、急に思い立ちました。

　昔から医療ものが好きで、「ブラックジャック」はもちろん、「おたんこナース」とか、最近だと洋ドラの「ＥＲ」にもはまりました。医療現場の医師や看護師と患者の間のドラマが胸に染みるんです。

「桜乃きらほの魔法医カルテ」には魔法やオカルトな病気が出てきますが、根っこにあるのはその人間ドラマだと思っています。



　そうそう医療現場といえば……。

　病院と医院と診療所とクリニックの違いをご存知ですか？

　答えは、病院以外は全て同じ。法律では二十人以上の入院患者を収容できる医療機関が「病院」で、それ以外は「一般診療所」と分類されます。

　本書に登場する医療機関は二十人どころか、一人の患者も入院することができませんので、文句なく「一般診療所」ということになりますね。

　薀うん蓄ちくを披露したところで謝辞です。

　今回も多くの助言を下さった担当のＳ様。ありがとうございました。愛してます。

　編集長のＭ様ならびにＭＦ文庫編集部の皆様、今回もお世話になりました。

　また、可愛いくて格好いいイラストを描いてくださった裕ゆう龍りゆうながれ様。初めて朝とも永ながのラフを見せていただいた時は思わず小躍りしました。ありがとうございます。

　最後に、このあとがきを書いている時、約一年ぶりにメールをくださった、ぬーさま。そして、このカルテを手にとってくださった皆様に感謝いたします。

月見草平
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　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。牡羊座、Ｏ型。広島は呉（にくじゃが発祥の地の片方）出身。「魔法鍵師カルナの冒険」で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。人前で突然歌い出す癖は母親譲り。趣味は休日の自炊。得意料理は酢豚。



　イラスト

　裕龍ながれ（ゆうりゅう・ながれ）

　　１９８３年生まれ。猫に、もふもふっと癒されながらまったりと絵を描いています。過去のイラスト担当は『たぬきつ！①』（ファミ通文庫）。

　　http://yuuryu.fc2web.com/
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